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はじめに

『Oracle Business Intelligence基礎ガイド』では、Oracle Business Intelligence Enterprise Editionを使用してレポートとダッシュボードを作成、編集することによってデータを分析する方法を説明します。


ここでのトピック

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

『Oracle Business Intelligence基礎ガイド』は、Oracle BI Enterprise Editionを使用して、分析を作成、管理、整理するユーザー、および分析を実行、共有し、対話するユーザーを対象とします。モバイル・デバイスに分析を表示するユーザーも含まれます。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

関連するOracle Business Intelligenceドキュメントのリスト、特に『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』は、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。

さらに、次もあります。

	
Oracle Business Intelligenceに関連するオンライン・トレーニングのリソースについては、Oracle Learning Libraryを参照してください。


	
製品情報センターに関するサポート・ノート(記事ID: 1267009.1)をMy Oracle Support(https://support.oracle.com)でアクセスしてください。








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















第I部


Oracle Business Intelligence Enterprise Editionについての序説

ここでは、Oracle BI Enterprise Editionをご紹介します。


章:

	
Oracle Business Intelligence Enterprise Editionスタート・ガイド











1 Oracle Business Intelligence Enterprise Editionスタート・ガイド


この項では、Oracle BI Enterprise Editionの使用を開始する方法を説明します。


トピック:

	
Oracle BI Enterprise Editionについて


	
ユーザーのためのロードマップ


	
Oracle BI Enterprise Editionへのアクセス


	
既存のコンテンツの検索


	
考察のための情報の分析と相互作用


	
モバイル・デバイスでのOracle BI Enterprise Editionの使用


	
Oracle BI Enterprise Editionのよくあるタスク






Oracle BI Enterprise Editionについて

Oracle BI Enterprise Edition(単にOracle Business Intelligenceと呼ばれることもある)には、あらゆるビジネス・インテリジェンス機能が備わっており、次のことが可能です。

	
組織の最新データの収集


	
わかりやすい形式(表やグラフなど)でのデータの表示


	
組織内の人々へのタイムリーなデータの配信




これらの機能によって、組織では、よりよい決定、詳細な情報に基づいた措置、より効率的なビジネス・プロセスの実装が可能になります。

関連するOracle Business Intelligenceドキュメントのリスト、特に『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』は、Oracle Business Intelligenceのドキュメント・ライブラリを参照してください。











ユーザーのためのロードマップ

Oracle BI Enterprise Editionは、様々なタスクを実行する多様なユーザー向けの機能を備えています。最も大きなユーザー人口は、分析とダッシュボードを作成して、業務に関する重要情報を収集しようとするエンド・ユーザーです。


	タスク	ユーザー	詳細
	Oracle BI Enterprise Editionにアクセスします。	すべて	Oracle BI Enterprise Editionへのアクセス

	ダッシュボードのビューにデータを表示する分析を作成します。これらの分析を同僚、クライアントおよびビジネス・パートナと共有します。	コンテンツ開発者	最初の分析の作成

	分析のデータをフィルタ処理します。	コンテンツ開発者	列に対するフィルタの作成

	分析にビューを追加します。	コンテンツ開発者	ビューの追加

	分析に相互作用を追加します。	コンテンツ開発者	分析への相互作用の追加

	ダッシュボード・ページに分析のデータを表示するためのプロンプトを作成します。	コンテンツ開発者	プロンプトの作成

	ユーザーがデータを分析するためのインタラクティブ・ダッシュボードを作成します。	コンテンツ開発者	最初のダッシュボードの作成

	コンテンツを検索します。	コンテンツ開発者およびコンテンツ・コンシューマ	既存のコンテンツの検索

	考察のために情報を分析します。	コンテンツ・コンシューマ	考察のための情報の分析と相互作用















Oracle BI Enterprise Editionへのアクセス

Oracle BI Enterprise Editionへのアクセスには、組織で定められたURL、ユーザーIDおよびパスワードを使用します。

初めてOracle BI Enterprise Editionにサインインすると、次のいずれかが表示されます。

	
マイ・ダッシュボードと呼ばれる個人のダッシュボード。


	
ホーム・ページ。


	
担当業務(コール・センター職員など)に固有のダッシュボード




これらのページから、適切な権限がある各種機能にアクセスできます。

[image: homepage1.gifの説明が続きます]











既存のコンテンツの検索

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

ホーム・ページには、分析、ダッシュボードなど、よくアクセスするものがあります。必要なものが見当たらない場合、ページの最上部にある「検索」ボックスに項目名を入力します。または、「カタログ」リンクをクリックすると、利用できるすべてのコンテンツを探すことができます。たとえば、昨日編集した営業予測分析を検索したいことがあります。

既存のコンテンツを検索する手順:

	
ホーム・ページで、「ダッシュボード」、「最近」および「お気に入り」の各見出しの下にリストされるオブジェクトを探します。


	
ページ最上部の「検索」ボックスに、検索するオブジェクトの名前を入力します。


	
「カタログ」リンクをクリックすると、「カタログ」ページが表示され、オブジェクトのリストを参照し、オブジェクトを検索することができます。













考察のための情報の分析と相互作用

データの分析を作成するには、Oracle BI Enterprise Editionを使用します。分析が作成されると、その分析を他のユーザーと共有でき、データと対話したりデータを分析して考察することができます。データ値に注目することによって、ユーザーは企業の状態や製品に関する重要情報を収集できます。たとえば、ユーザーはデータをピボットできます。データをドリルして、さらに詳細を確認できます。










モバイル・デバイスでのOracle BI Enterprise Editionの使用

Oracle Business Intelligence Mobileを介して、Oracle BI Enterprise Editionの分析とダッシュボードに簡単にアクセスすることができます。同じコンテンツが表示され、モバイル・デバイスで表示するために最適化されています。Oracle Business Intelligence Mobileは、Apple社のApp StoreやGoogle Play Storeからモバイル・デバイスにインストールできます。

モバイル・デバイスでのOracle BI Enterprise Editionの使用については、モバイル・アプリケーション内から入手可能なOracle Business Intelligence Mobileヘルプ・システムを参照してください。










Oracle BI Enterprise Editionのよくあるタスク

次のリストは、分析でよく使用するタスクが列挙されています。

	
Oracle BI Enterprise Editionへのアクセス


	
既存のコンテンツの検索   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
最初の分析の作成   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
分析での列の追加と削除   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
分析への相互作用の追加   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
列のプロパティの設定   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
列の書式設定   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
分析およびダッシュボードからのコンテンツのエクスポート   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
列の式の編集   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ビューの追加   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ビューの編集   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ビューでの値のソート   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
最初のダッシュボードの作成   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ダッシュボードの印刷の準備   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
列に対するフィルタの作成   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
グループと計算項目の作成   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
列プロンプトの作成   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
カタログの検索   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
お気に入りへのオブジェクトの追加   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
プリファレンスの設定   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ


	
オブジェクトへの権限の割当   [image: ビデオ・アイコン] ビデオ













第II部


Oracle Business Intelligence Enterprise Editionでのデータのレポート

ここでは、Oracle BI Enterprise Editionでのデータのレポートについて説明します。

	
分析の作成


	
様々な方法でのデータの表示


	
ダッシュボードの作成


	
分析用データのフィルタリングと選択


	
分析とダッシュボードでのプロンプト


	
分析のインタラクティブ化


	
カタログ・コンテンツへのアクセスと編成











2 分析の作成


この項では、Oracle BI Enterprise Editionの分析を作成する方法を説明します。


トピック:

	
分析を作成するための一般的なワークフロー


	
最初の分析の作成


	
分析での列の追加および削除


	
分析の保存


	
分析への相互作用の追加


	
オブジェクトへの書式の適用


	
列のプロパティの設定


	
列の書式設定


	
分析およびダッシュボードからのコンテンツのエクスポート


	
式または計算済メジャーの編集


	
分析のプロパティの設定


	
プリファレンスの設定


	
別の分析からの書式設定のインポート


	
データを異なる方法で表示するための列の結合


	
高度な手法: 分析用論理SQL文の確認


	
高度な手法: 変数の格納値の参照




分析の作成に関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



分析を作成するための一般的なワークフロー

分析の作成を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	分析の作成	分析に使用する列を選択して配置します。	最初の分析の作成

	分析での列の追加および削除	列の追加や削除により、分析を変更します。	分析での列の追加および削除

	「フォーマット」列	書式設定(たとえば列のフォント、位置合せおよび境界線)を指定します。	列の書式設定

	列のプロパティの設定	見出しや値の書式、データの表示、条件付き書式設定などのプロパティを指定します。	列のプロパティの設定

	分析でのデータの使用	式および計算済メジャーを分析に追加します。	式または計算済メジャーの編集

	分析のデータ値への作用	分析に対してフィルタ、選択ステップ、グループおよび計算項目を指定します。	分析用データのフィルタリングと選択

	分析の保存	分析を、個人的な使用のために保存するか、他のユーザーと共有します。	分析の保存
















最初の分析の作成

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

分析はすばやく作成でき、組織のデータに対する問合せを行うことによって、ビジネス上の疑問に対する回答を示します。たとえば、SampleAppサブジェクト領域を選択して、「ブランド」および「売上」列を「選択された列」ペインにドラッグ・アンド・ドロップすることができます。

分析をすばやく作成するには:

	
ホーム・ページで、「新規」をクリックし、「分析」を選択します。


	
分析に含める列を「サブジェクト領域」ペインから「選択された列」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。

[image: analysis79.gifの説明が続きます]



	
戻されたデータを分析して、ビジネス上の疑問に対する回答を見るには、「結果」タブをクリックします。分析の結果が表またはピボット表に表示されます。

[image: analysis04.gifの説明が続きます]














分析での列の追加および削除

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

列には、分析によって返された個々のデータが含まれています。列は、分析エディタの「基準」タブの「選択された列」ペインで管理します。そのペインでは、分析に表示される列を並べ替えたり、分析の結果を結合したり、基準から列を削除したりすることができます。

列には、列に含まれる情報のタイプを示す名前(アカウント、売上など)が付けられています。たとえば、営業成績分析に売上列を追加することができます。

列を追加するには、次のステップを実行します。

	
編集する分析を開きます。


	
オプションで、「サブジェクト領域」ペインで、「サブジェクト領域のソート」をクリックし、「AからZ」を選択して昇順にソートします。降順にソートするには「ZからA」を選択します。リスト順序をその元の状態に戻すには、「保存した順序でソート」を選択します。


	
オプションで、「サブジェクト領域」ペインに直近の列が表示されていることを確認します。管理者権限がある場合、「表示のリフレッシュ」をクリックして、適切なオプションを選択します。


	オプション	説明
	表示のリフレッシュ	Oracle Business Intelligenceサーバー・キャッシュをリフレッシュすることなく、サブジェクト領域をリフレッシュします。このオプションは、サブジェクト・エリアに表示される予定の列が含まれていない場合に選択します。
	サーバー・メタデータの再ロード	管理者がリポジトリに新しいメタデータを作成したことがわかっている場合は、サブジェクト領域のメタデータをリロードします。このオプションは、表示をリフレッシュしても、サブジェクト・エリアに表示される予定の列が含まれていない場合に選択します。






	
次のいずれかの方法で、分析エディタの「基準」タブにある「サブジェクト領域」ペインから「選択された列」ペインに列を移動します。

	
「サブジェクト領域」ペインから列を選択します。

[image: analysis73.gifの説明が続きます]



「選択された列」ペイン上の列の任意の位置に、列をドラッグ・アンド・ドロップします。

[image: analysis74.gifの説明が続きます]






	
ヒント:

連続しない複数の列を選択するには、[Ctrl]キーを押したまま、含める各列をクリックし、列を「選択された列」ペインにドラッグします。








	
「サブジェクト領域」ペインの列をダブルクリックします。





	
列の順序を変更するには、列の上の十字を使用して、列を別の位置にドラッグ・アンド・ドロップします。

[image: analysis75.gifの説明が続きます]





列を削除する手順:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「削除」をクリックします。




すべての列を削除するには、「基準からすべての列を削除します。」をクリックします。削除操作は確認されず、このオプションは元に戻せないことに注意してください。




	
ヒント:

列を削除するかわりに、分析に表示する価値のない列を非表示にできます。詳細は、列のプロパティの設定を参照してください。
















分析の保存

作成した分析は、将来使用するために保存することができます。たとえば、ブランド売上分析を「共有フォルダ」フォルダに保存することができます。その結果、フォルダへのアクセス権を持つすべてのブランド・マネージャがそれを参照することができます。

分析を保存する手順:

	
編集する分析を開きます。


	
適切な編集を加えます。


	
「分析の保存」をクリックして、分析を保存するダイアログを表示します。


	
「名前を付けて保存」ダイアログで、フォルダを選択し、分析の名前およびオプションで説明を指定します。他の人も分析を参照できるようにするには、「共有フォルダ」フォルダ配下のフォルダに分析を保存します。自分専用にするには、「マイ・フォルダ」に分析を保存します。

ペインの最下部にある「表示のリフレッシュ」をクリックすると、保存したフォルダ下に分析がリストされます。


	
「OK」をクリックします。













分析への相互作用の追加

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

分析では、データを表示するビューは静的ではありません。ビューで左クリックするか、右クリックしてポップアップ・メニューを表示するユーザーが使用できる相互作用を指定することで、ビューを動的にできます。データが階層データの場合のデフォルトのプライマリ相互作用は、データの詳細にドリルダウンする左クリックです。

その他の相互作用は、右クリック・ポップアップ・メニューのオプションとして使用できます。これらの相互作用には、Webページの表示や、1つのビューによって他の1つ以上のビューのデータが変更されるようなビューのリンクを含めることができます。相互作用を使用不可に指定することもできます。

たとえば、「Region」列に対するデフォルトのプライマリ相互作用(左クリック・アクション)を「ドリル」と指定できます。これによって、列で左クリックして州ごとの情報にドリルダウンできます。

相互作用を分析に追加するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。

[image: analysis20.gifの説明が続きます]



列見出しおよび値に対するデフォルトのプライマリ相互作用は「ドリル」で、これによってユーザーはさらに詳細な情報にドリルダウンできます。


	
(オプション)「列見出し」セクションで、ドロップダウン・メニューから相互作用を選択します。

[image: analysis21.gifの説明が続きます]



	
(オプション)「列見出し」セクションで、ドロップダウン・メニューから相互作用を選択します。

次の表は、利用できるプライマリ相互作用の選択肢を表示しています。


	相互作用	アクション	詳細
	なし	列でのすべての相互作用を使用不可にします。	なし
	ドリル(デフォルト)	データが階層データの場合に、より深いレベルの詳細コンテンツを表示します。列に階層が構成されていない場合は、ドリルを使用できません。	結果のドリル

	アクション・リンク	Webページを開くか、サポートしているBIコンテンツに移動します。	分析へのアクションの追加

	マスター詳細イベントの送信	1つのビューによって他の1つ以上のビューが変更されるようにビューをリンクします。	マスター詳細関係でのビューのリンク







	
「OK」をクリックします。




実行時にダッシュボードの列またはデータ・セルで右クリックしたときに使用できる相互作用を指定できます。次の図は、「Products」列で製品名を右クリックしたときに使用可能な相互作用の例を示しています。この列は、「Top Product Performers Based on Revenue」表にあります。

[image: analysis76.gifの説明が続きます]



表示されている選択肢で、「ドリル」、「グループの作成」および「計算項目の作成」を設定できます。

ピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用可能になる相互作用を指定する手順:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「基準」タブまたは「分析エディタ」: 「結果」タブのいずれかをクリックします。


	
ツールバーの「分析プロパティの編集」をクリックします。


	
「分析プロパティ」ダイアログの「相互作用」タブをクリックします。

[image: analysis23.gifの説明が続きます]



	
リストから適切な相互作用を選択します。


	
「OK」をクリックします。













オブジェクトへの書式の適用

列、ビューおよびダッシュボード・ページ上のセクションなどの様々なタイプのオブジェクトの値には、基本的な書式設定を適用できます。たとえば、列の地域名をArial 14ポイントの赤で表示する場合です。また、州名をCalibri 12ポイントの青で表示することもできます。

オブジェクトに書式を適用する手順:

	
オブジェクトの場合、値の書式設定を制御するダイアログを開きます。たとえば、「列のプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブを開きます。

[image: analysis24.gifの説明が続きます]



	
1つ以上のオプションを選択して、オブジェクトの書式設定を指定します。たとえば、フォント・ファミリと色を指定します。


	
独自に指定した設定を削除して、最後にデフォルトが保存されたときの値に設定を戻す場合は、このダイアログの上部にあるセル書式のクリアをクリックします。複数のオブジェクトを同じ方法で書式設定するには、「セル書式のコピー」をクリックし、適切な場所に書式設定を貼り付けます。


	
「OK」をクリックします。













列のプロパティの設定

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

分析を作成する際、列のプロパティを編集して外観、データ表示およびレイアウトなどのファクターを制御できます。たとえば、「Revenue」列の値を小数第2位までドル記号付きで表示するように指定できます。

列に書式を適用する手順:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
列の見出しと値の書式を設定するには、「列書式」タブをクリックして、適切なオプションを選択します。次の表では、この書式設定オプションの一部について説明します。


	フィールド	説明
	非表示	クリックすると、分析内の列を非表示にできます。分析に表示する価値のない列を非表示にできます。非表示の列は、値の集計に影響しません。たとえば、イリノイ州の顧客のみを含む分析を作成するとします。この場合、適切なフィルタを作成するためにCustomers.Stateという列を含める必要があります。この列はフィルタ処理のためにのみ追加され、分析に表示しても価値がないため、非表示にすることができます。
	カスタムの見出し	クリックすると、「フォルダ見出し」と「列見出し」の各フィールドに独自の値を入力できるようになります。変数を参照し、見出しの値の書式を設定できます。これらの値で分析の列を識別します。
詳細は、高度な手法: 変数の格納値の参照を参照してください。


	値の抑制	この領域にあるこのボタンを使用して、列の繰返しデータ値の表示を変更します。
連続する複数の行で同じ値が出現する場合は、その値が1度のみ表示されるように指定できます。このように指定すると、データの関係が簡単にわかるようになります。たとえば、1つの列に顧客名が表示されており、別の列にこれらの顧客が住む地域が表示されているとします。地域データは各顧客行で繰り返される可能性があります。繰返しの値が表示されないように指定すると、そのデータの区別がより明白になります。








	
列のデータのデフォルトをオーバーライドするには、「列書式」タブをクリックして、適切なオプションを選択します。この列の値が異なる方が好都合な場合のみ、デフォルトをオーバーライドします。

このタブに表示されるオプションは、列のデータ型(テキスト、数値または日付)によって異なります。たとえば、データ型が数値の場合は、値に桁区切り記号を追加できます。

[image: analysis37.gifの説明が続きます]



テキスト・データの書式設定の詳細は、テキスト・データの書式設定を参照してください。


	
書式設定を列に適用するには、列の書式設定を参照してください。


	
列の値と相互作用する方法を指定するには、分析への相互作用の追加を参照してください。


	
(オプション)適切な権限があり、この列の書式設定をデフォルトの書式設定として保存したい場合、システム全体のデフォルトとして保存するオプションのいずれかをクリックします。


	オプション	目的
	列プロパティのデフォルトの復元	列のプロパティ値を最後に保存したデフォルト値に戻します。
	この列のシステム全体のデフォルトとして保存します	この列が使用されるすべての分析で、その列に対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存します。
	このデータ型のデフォルト(システム全体)として保存	この列と同じデータ型のすべての列に対するシステム全体のデフォルトとしてプロパティを保存します。






「条件付き書式」タブでは、設定の保存および復元は実行できません。

あるオプションに対するデフォルト(システム)などの値は、書式設定が変更できることを示します。列には、現在設定されているものがシステムのデフォルト値として確保されます。システム全体のデフォルトを設定する機能によって一貫性がもたらされ、組織内の時間を節約できます。たとえば、組織で、すべての分析のすべてのテキスト列にフォント・ファミリとしてArialを使用すると決めたとします。その後、すべてのテキスト列にTimes New Romanを使用する決まりに変わったとします。Times New Romanをテキスト列に対するシステム全体のデフォルトとして保存するだけで済みます。フォント・ファミリがデフォルト(Arial)に指定されているテキスト列を含むすべての既存の分析が自動的に更新されます。

システムのデフォルト値ではない特定の値(Arialなど)が必要な場合にのみ、その値を指定します。デフォルトを特定の値でオーバーライドするのではなく、デフォルト値を変更することをお薦めします。


	
「OK」をクリックします。






テキスト・データの書式設定

「列のプロパティ」の「データ書式」タブを使用して、列のデータのデフォルト表示をオーバーライドします。このタブのオプションは、データのタイプによって異なります。テキスト・データ・タイプの場合、このタブには「テキストの取扱い」および「カスタムのテキスト書式」フィールドがあります。「テキストの取扱い」リストから、値をプレーン・テキスト、HTMLまたはリンクとして表示するように選択できます。選択したオプションに基づいて、「カスタムのテキスト書式」フィールドに、データの表示に使用する、適用可能なHTML文字列が表示されます。

「カスタムのテキスト書式」を選択した場合は、書式設定を提供するHTMLコールを記述できます。また、JavaScript、VBScriptなどの有効なHTML文字列を入力できます。先頭文字はアットマーク(@)にする必要があります。この文字によって、カスタム書式を表示できないデバイスでは、適切なデフォルト書式を使用してデータを表示できます。

たとえば、次のサンプルHTMLコードでは、表とピボット表の列の幅および高さが設定されます。この例では、カッコで囲まれたhtmlのテキスト([html])がHTMLを使用することを意味し、アットマークは列の動的コンテンツを表します。

@[html]<span style="width:200px; height:50px>@</span>












列の書式設定

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

分析を作成する際は、列のプロパティを編集して外観とレイアウトを制御できます。列のコンテンツが特定の条件を満たす場合のみ、適用する書式を指定することもできます。たとえば、「Revenue」列の$1百万を超える値が緑色の背景で表示されるように指定できます。

列に書式を適用するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
分析での各セルとその内容の表示方法を指定するには、「スタイル」タブをクリックします。オプションへの書式設定の適用の説明に従って、フォント・タイプなどの外観の書式設定を適用します。

「スタイル」タブの、あるオプションに対するデフォルト(システム)の値は、書式設定が変更できることを示します。列には、現在設定されているものがシステムのデフォルト値として確保されます。各プロパティのデフォルト設定は、常に1つしか存在しません。


	
特定の基準に基づいて列の値を特定の方法で表示するかどうかを指定するには、「条件付き書式」タブをクリックします。条件付き書式には、データおよびデータを含むセルに対する色、フォント、イメージなどを含めることができます。


	
「条件付き書式」タブで、「条件の追加」ボタンをクリックします。


	
列を選択します。「新規条件」ダイアログが表示されます。

[image: analysis39.gifの説明が続きます]



	
「次と等しい/次に存在する」、「次より大きい」などの演算子を選択します。


	
演算子に対する値は、値(1000000など)を入力するか、リストから値を選択して指定します。


	
(オプション)「詳細オプションの追加」をクリックして、SQL式または変数を条件に追加します。


	
オブジェクトへの書式設定の適用の説明に従って、条件に当てはまる場合に適用する書式設定を指定します。


	
追加の条件付き書式を含めるには、「条件の追加」をクリックし、ステップを繰り返して条件を指定します。


	
「OK」をクリックします。













分析およびダッシュボードからのコンテンツのエクスポート

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ


トピック:

	
分析の結果のエクスポート


	
ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポート


	
エクスポートのヒント






分析の結果のエクスポート

、分析は、ExcelなどのMicrosoft Officeアプリケーション形式やAdobe PDFなどの様々な形式にエクスポートすることができます。たとえば、あるサプライヤが在庫管理分析の結果をMicrosoft Excelで確認できるように、この分析をエクスポートできます。

分析の結果をエクスポートするには:

	
編集する分析を開きます。


	
「この分析のエクスポート」をクリックします。


	
適切なオプションを選択します。たとえば、PDFファイル、Excelスプレッドシート、Powerpointプレゼンテーションのいずれにエクスポートするか選択します。データをカンマ区切りまたはタブ区切りの値リストとしてファイルにエクスポートする場合は、「データ」を選択します。次に、Excelなどのアプリケーションでこのファイルを開きます。ブラウザに表示できるMHTファイルとしてエクスポートする場合は、「Webアーカイブ(.mht)」を選択します。




分析の下にある「エクスポート」をクリックして、ダッシュボード・ページから分析をエクスポートすることもできます。「エクスポート」リンクを使用できるのは、ダッシュボード・デザイナにこのリンクが含まれている場合のみです。






ダッシュボードおよびダッシュボード・ページのエクスポート

ダッシュボード全体または1つのダッシュボード・ページをMicrosoft Excel 2007以上にエクスポートできます。Excelにエクスポートするとき、ダッシュボードの状態(プロンプトやドリルなど)は保持されます。

たとえば、ブランド売上分析が含まれるダッシュボード・ページをエクスポートできます。これによって、ブランド・マネージャはこのデータをMicrosoft Excelでレビューできます。

ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをエクスポートするには:

	
エクスポートするダッシュボードまたはダッシュボード・ページを開きます。


	
「ダッシュボード・ページ」ツールバーで、「ページ・オプション」をクリックし、「Excelにエクスポート」を選択して、「現在のページのエクスポート」または「ダッシュボード全体のエクスポート」のいずれかを選択します。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログが表示され、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページをスプレッドシート・ファイルとして開くか保存できます。







	
注意:

ダッシュボード全体または1つのダッシュボード・ページをMicrosoft Excel 2007以上にエクスポートできます。Excelにエクスポートするとき、ダッシュボードの状態(プロンプトやドリルなど)は保持されます。
ダッシュボード全体をエクスポートする場合:

	
各ページはExcelワークブックの個々のシートに含められます。


	
各シートには対応するダッシュボード・ページの名前が付けられます。

















エクスポートのヒント

分析、ダッシュボードおよびダッシュボード・ページをエクスポートするときは、心で次のヒントを参考にしてください。

	
デフォルトでは、表またはピボット表をExcelにエクスポートする場合、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルを(常に繰り返すのではなく)繰り返すかどうかが、「列のプロパティ」ダイアログ: 「列書式」タブの「値の抑制」オプションによって決まります。Excelスプレッドシートを使用するユーザーがデータを操作する場合は、Excelにエクスポートする際に値を抑制しないでください。

	
「値の抑制」が「抑制」に設定されている場合、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルは繰り返されません。たとえば、年と月の値を含む表では、年は月の値に対して1回のみ表示されます。この値の抑制は、Excelスプレッドシートにデータを表示するのみの場合に便利です。


	
「値の抑制」が「繰返し」に設定されている場合、複数の行にわたるセルおよび複数の列にわたるセルは繰り返されます。たとえば、年と月の値を含む表では、年はすべての月の値に対して繰返し表示されます。





	
デフォルトでは、PDFにエクスポートする際には、行は一緒に保たれるのではなく、改ページで分割されます。


	
ExcelやPDFなどのエクスポートされたフォーマットにはアクション・リンクは含まれません。


	
Excel形式に直接エクスポートすることもできますが、多数の行のエクスポート時には、最初にCSVにエクスポートした後、そのファイルをExcelにインポートする方がパフォーマンスがよくなる場合があります。















式または計算済メジャーの編集


トピック:

	
列の式の編集


	
計算済メジャーの編集






列の式の編集

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

分析の基準を指定する際、属性列とメジャー列の式を編集できます。この編集は、分析と関係する場合にのみ列に作用し、サブジェクト・エリアの元の列の式は変更しません。

列式は、列値が何を表すかを指定します。"Revenue Metrics"."Revenue"などの最も基本的な形式では、列は、データ・ソースからのデータをそのまま値とします。式を編集して、関数や条件式などを追加できます。この編集によって、分析結果を様々な方法で表すことができます。たとえば、「Revenue」列の式を編集して、売上を10%増加した値を表示します。そうするには、式を(Revenue*1.1)に設定します。

列の式を編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「式の編集」を選択します。


	
「列式の編集」ダイアログの「式の編集」タブで、「列式」ペインに式を入力します。

[image: analysis29.gifの説明が続きます]



デフォルトで、「選択された列」ペインの列の名前は、「列式」ペインに表示されます。

	
「列式」ペインの下部にある演算子ボタンおよび文字列ボタンを使用すると、式の作成に役立ちます。


	
「f(...)」ボタンを使用すると、列式に関数を含めることができる「関数の挿入」ダイアログを表示できます。たとえば、SQL関数に基づいて式を作成できます(例: RANK("Sales Measures"."Dollars"))。SQL関数の詳細は、式エディタのリファレンスを参照してください。


	
「フィルタ...」ボタンを使用すると、列式にフィルタ式を含めることができる「フィルタの挿入」ダイアログを表示できます。少なくとも1つのメジャー列が含まれるフィルタ式から開始します。メジャー列またはネストされた問合せがないブール式を含めます。

たとえば、SQL FILTER関数を使用する式を作成して、データをフィルタ処理できます(例: FILTER("Sales Measures"."Dollars" USING ("Markets"."Region" = 'EASTERN REGION')))。


	
「変数」ボタンを使用すると、式に変数を含めることができます。詳細は、高度な手法: 変数の格納値の参照を参照してください。





	
(オプション)「サブジェクト領域」ペインで、列をダブルクリックして「列式」ペインの列名を置換します。このアクションによって、新しい式が作成されます。


	
(オプション)「ビン」タブをクリックし、列の値をセットに結合できるビン化を実行します。たとえば、「地域」列に「東部」という値があるとします。ビューの値に対して表示されるテキストとして、かわりに「My Home Region」を指定できます。ビン化は、グループの各メンバーをビューに表示可能なグループとは異なります。

「ビンの追加」をクリックして、列の式にCASE文として表示されるフィルタ式を作成するダイアログを表示します。任意の列の複数の値または値の範囲を組み合せてbinにすることができます。ビンを追加して名前を付けると、結果セットの値の中でビンを構成する様々な値のすべてのインスタンスが、そのビン名に置き換えられます。集計も適宜実行されます。たとえば、$10百万を超えるすべての値が「My10M」と表示されるように指定できます。




	
注意:

「式」タブの「式」領域にあるボタン・バーは、「Bin」タブには影響しません。ただし、「Bin」タブを使用してCASE文を作成した場合は、「列式」タブをクリックするとボタン・バーが非表示になります。ボタン・バーを表示するには、すべてのビンをクリアにする必要があります。








	
「OK」をクリックします。「分析エディタ」: 「結果」タブの列には、式が適用された値が表示されます。

[image: analysis30.gifの説明が続きます]










計算済メジャーの編集

他のメジャーから導出され、式を使用して作成された計算済メジャーを使用できます。たとえば、売上から割引を差し引いた後の値を検索する必要がある場合です。売上の値から割引金額を差し引く計算済メジャーを作成します。

分析用の計算済メジャーを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブで、ツールバーにある「新規計算済メジャー」をクリックして、このダイアログを表示します。

[image: filtering32.gifの説明が続きます]



	
列の式の編集の説明に従って、計算済メジャーの式を編集します。


	
「OK」をクリックします。















分析のプロパティの設定

結果の表示方法およびデータの処理方法は、分析プロパティを設定して指定できます。ユーザーがピボット表、表、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できるアクションを設定することもできます。たとえば、ブランド売上分析に関するカスタム・メッセージを作成できます。このメッセージは、「Revenue」列に制約の多すぎるフィルタが設定されている場合や、表示される結果がない場合に表示できます。

分析のプロパティを設定するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブのツールバーまたは「結果」タブのツールバーで、「分析プロパティの編集」を選択して、「分析プロパティ」ダイアログを表示します。

[image: analysis78.gifの説明が続きます]



	
「結果の表示」タブで、適切なオプションを指定します。たとえば、「結果がない場合の設定」を選択して、分析から結果が返されない場合に表示されるデフォルトまたはカスタム・メッセージを指定します。このメッセージは、たとえば、分析の列に非常に限定的なフィルタが設定されている場合などに表示されます。単純に分析を作成して列を含めない場合、カスタム・メッセージは表示されません。


	
このダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
ピボット表、表、グラフ、ツリーマップまたはトレリス・ビューで右クリックしたときに使用できるアクション(「ドリル」など)を指定します。


	
分析におけるデータの処理方法を指定するには、ダイアログで「データ」タブをクリックします。

[image: analysis33.gifの説明が続きます]



	
「データ」タブで、適切なオプションを指定します。次の表では、一部のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	NULL値を含む	行または列全体がすべてnullであるときに、分析でnull値を表示するかどうかを指定します。このボックスを選択すると、すべてのビューでnull抑制がオフになります。この抑制は、分析のエッジ全体(つまり、行と列の軸)に適用されます。
	基準タブに追加された列の表示	分析結果の表示後に「基準」タブから分析に追加された列の処理方法を指定します。
	
既存のビューおよび新規ビューで表示


	
既存のビューから除外するが、新規ビューで表示











	
「OK」をクリックします。













プリファレンスの設定

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

Oracle BI Enterprise Editionでは、アカウント・プリファレンスを設定することができます。たとえば、営業ダッシュボードを開始ページに指定し、太平洋標準時間をタイムゾーンとして選択します。開始ページを指定することによって、Oracle BI Enterprise Editionにアクセスし、ダッシュボードをすぐに使用できます。

プリファレンスを設定する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「usernameとしてサインイン」をクリックし、「マイ・アカウント」を選択します。


	
「マイ・アカウント」ダイアログのタブを使用して、開始ページ、ロケール、タイムゾーンなどのプリファレンスを指定します。


	
「OK」をクリックして、変更を保存します。













別の分析からの書式設定のインポート


トピック:

	
列からの書式設定の適用について


	
ビューからの書式の適用について


	
コンテナからの書式設定の適用について


	
保存済分析からターゲット分析への書式設定のインポート




保存済分析およびそのビューから新規または既存の分析に書式設定をインポートできます。たとえば、前年度ブランド売上分析の「Store」、「City」および「Product」の列に異なる色を適用したとします。その分析から書式設定をインポートして、本年度ブランド売上-2013分析にその色を適用できます。

書式設定は、書式設定のインポート・ボタンを使用して適用します。次の表は、書式設定のインポート・ボタンの場所と、ボタンをクリックするとどうなるかを説明しています。


	場所	アプリケーション
	複合レイアウトのツールバー	レイアウト内の該当するすべてのビューに書式設定を適用します。
	ビュー・エディタのツールバー	編集しているビューにのみ書式設定を適用します。






次の表に、書式設定をインポートできるビューを示します:


	ビュー・タイプ	アクション
	ナレーティブ	テキストのフォント色のみをインポートします。
	ピボット表、表およびトレリス	列、隔行の色を緑色にする指定、小計と総計の書式設定、およびセクションのプロパティをインポートします。
	静的テキスト	テキストのフォント色のみをインポートします。
	タイトル	タイトル、ロゴ、サブタイトル、開始時間およびヘルプURLをインポートします。
	ビュー・セレクタ	キャプションの書式設定のみをインポートします。






列に適用された書式をインポートするか、ビューに適用された書式をインポートするか、複合レイアウトのビューのコンテナに適用された書式をインポートするかによって、書式の適用方法は少し異なります。



列からの書式設定の適用について

列からの書式設定の適用は、保存済分析にターゲット列と同じ数の列がある場合に最も適切に機能します。単一列の場合、書式設定は、ターゲット分析の表、ピボット表およびトレリスのすべての列に適用されます。

複数列の場合、書式設定は、列見出しおよび値に対して左から右に適用されます。ターゲット分析内の列数が保存済分析の列数より多いとします。この場合、その後の列では最も近い列の書式が繰り返されます。

たとえば、保存済分析に、赤、緑、青、黄の順に書式設定された4個の列が含まれているとします。ターゲット分析の6個の列には、赤、緑、青、黄、黄、黄の順に色が付けられます。






ビューからの書式の適用について

ビューに書式が適用されるのは、そのタイプのビューがターゲットの分析にある場合のみです。インポートされた書式は、ターゲットの分析内のそのタイプのすべてのビューに適用されます。

たとえば、保存済分析に、カスタム書式設定が指定された表が含まれているとします。その書式設定を、3個の表が含まれたターゲット分析にインポートすると、3個の表すべてがその書式設定を継承します。






コンテナからの書式設定の適用について

複合レイアウトで、ビューのコンテナに書式設定プロパティ(背景色、境界、パディングなど)を指定できます。そのコンテナの書式設定をインポートするとします。ターゲットの分析のビューは、保存済分析のビューのコンテナの書式設定プロパティをそのまま継承します。

2つの分析のビューのレイアウトはまったく同じである必要はありません。ターゲットの分析にソースの分析より多くのビューが含まれている場合、余剰分のビューは、インポートされた書式設定を継承します。

たとえば、複合レイアウト内に重なり合った2つの表が保存済分析に含まれているとします。ターゲットの分析には、2つずつレイアウトされた4個の表が含まれているとします。ソースの分析には、2つの表ビューのレイアウト列が1つのみあります。ターゲットの分析の1つ目と2つ目の各レイアウト列の2つの表は、適用された書式を継承します。






保存済分析からターゲット分析への書式設定のインポート

ある分析から別の分析に書式設定をインポートできます。たとえば、1つの列を含む分析があるとします。その「Revenue」列には、フォント・ファミリ、水平方向の位置合せ、背景色などの書式設定が適用されています。その分析を保存してテンプレートとして使用できます。別の分析のビュー内にあるすべての列に同じ書式設定を適用できます。

保存済分析を使用して、他の分析の外観を変更するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブにターゲット分析を表示するか、またはビューを編集します。


	
ツールバーにある「別の分析から書式設定をインポート」をクリックします。


	
「分析の選択」ダイアログで、保存済分析に移動します。


	
「OK」をクリックします。















データを異なる方法で表示するための列の結合

論理和や論理積など検索条件の操作に基づいて列を結合できます。列を結合することにより、データを異なる方法で表示するための列を作成します。たとえば、「Region」列と「City」列を結合して、「Regions and Cities」という名前の列を作成できます。

検索条件の操作を使用する場合は、分析が特定の基準を満たす必要があります。

	
列の数とデータ型は同じである必要があります。


	
基準を結合する場合、階層列、選択ステップやグループは使用できません。




検索条件の操作に基づいて列を結合するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「基準」タブにある「選択された列」ペインのツールバーで、「論理和、論理積、および論理差の演算に基づいた結果を結合します。」をクリックします。

「検索条件の操作」領域が「選択された列」ペインに表示されます。境界線が点線のボックスに注意してください。これらのボックスは、分析にすでに含まれている列と結合する必要のある列の種類を示します。

[image: analysis67.gifの説明が続きます]



	
「サブジェクト領域」ペインで、元の列と結合する列を選択します。点線の境界線と内容が置換されていることに注意してください。

[image: analysis65.gifの説明が続きます]



	
「検索条件の操作」ペインの「結果列」領域で、「UNION」ボタンをクリックし、検索条件の操作を選択します。次の表に操作を示します。


	演算	説明
	UNION	すべての列から重複していない行のみを返すように指定します。
	UNION ALL	すべての列から行(重複した行を含む)を返すように指定します。
	INTERSECT	すべての列に共通する行のみを返すように指定します。
	MINUS	最初の列にあり、2番目の列にない行のみを返すように指定します。






	
「結果列」リンクをクリックします。「選択された列」ペインには、新しく結合された列が表示されます。


	
列の見出しを変更するには:

	
列の「オプション」ボタンをクリックします。


	
「列のプロパティ」を選択します。


	
「列書式」を選択します。


	
「カスタムの見出し」が選択されていることを確認します。


	
「列見出し」ボックスに、新しい見出しを入力します。


	
「OK」をクリックします。





	
「結果」タブをクリックして、表ビューに列を表示します。













高度な手法: 分析用論理SQL文の確認

分析用に生成されたXMLコードおよび論理SQL文を表示して、論理SQLを確認できます。分析エディタの「詳細設定」タブを使用して、そのSQL文を基にオプションで分析を作成できます。

「詳細設定」タブを使用する前に、このタブは、「詳細設定」タブにアクセスするための適切な職責が割り当てられた上級ユーザーおよび開発者専用であることに留意してください。高度なSQL文を理解している必要があり、分析のメタデータを操作する専門知識が必要です。基礎となるデータ・ソースの内容と構造も理解している必要があります。

分析用に生成されたSQL文を確認するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析」エディタ: 「詳細設定」タブをクリックします。


	
「実行されるSQL」領域の読取り専用ボックスを使用して、分析の実行時に使用されるSQL文を確認し、コピーします。


	
「新規分析」をクリックし、SQLコードに基づいて分析を作成します。













高度な手法: 変数の格納値の参照


トピック:

	
セッション変数について


	
リポジトリ変数について


	
プレゼンテーション変数について


	
リクエスト変数について


	
グローバル変数について


	
グローバル変数の作成


	
変数を参照する構文




分析、ダッシュボードおよびアクションなど、Oracle BI Enterprise Editionの様々な領域で変数の格納値を参照できます。たとえば、現在のユーザー名をタイトルに表示する分析を作成するとします。これは、変数を参照することによって行えます。セッション、リポジトリ、プレゼンテーション、リクエストおよびグローバルの5つのタイプの変数を使用できます。



セッション変数について

セッション変数は、各ユーザーのログイン時に初期化される変数です。ユーザーがセッションを開始すると、Oracle BI Enterprise Editionでセッション変数の新規インスタンスが作成され、初期化されます。セッション変数のインスタンスの数は、Oracle BI Enterprise Edition上のアクティブなセッションと同じです。セッション変数の各インスタンスは、異なる値で初期化できます。

セッション変数には、次の表で説明するように、2つのタイプがあります。


	タイプ	説明
	システム	特定の目的のためにOracle BI Enterprise Editionによって使用されるセッション変数。
システム・セッション変数には、他の種類の変数(静的または動的リポジトリ変数やシステム以外のセッション変数)に使用できない予約名が付けられています。


	システム以外	管理者が作成して名前を付けるシステム変数。たとえば、管理者は、ユーザーの販売地域の名前を初期化するSalesRegionというシステム以外の変数を作成できます。
管理者は、Oracle BI管理ツールを使用して、システム以外の変数を作成します。












リポジトリ変数について

リポジトリ変数は、どの時点でも1つの値を持つ変数です。静的リポジトリ変数には、管理者が変更するまで存続して変わらない値が格納されます。動的リポジトリ変数には、問合せから返されたデータによってリフレッシュされる値が格納されます。






プレゼンテーション変数について

プレゼンテーション変数は、次のいずれかのタイプのダッシュボード・プロンプトを作成する過程で作成できる変数です。次の表を参照してください。


	タイプ	説明
	列プロンプト	列プロンプトの一部として作成されるプレゼンテーション変数は列と関連付けられ、とり得る値は列値からの値です。
プレゼンテーション変数を列プロンプトの一部として作成するには、「新規プロンプト」ダイアログの「変数の設定」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択する必要があります。「変数名」フィールドに変数の名前を入力します。

列プロンプトの操作の詳細は、列プロンプトの作成を参照してください。


	変数プロンプト	変数プロンプトの一部として作成されるプレゼンテーション変数は列に関連付けられないため、とり得る値はユーザーが定義します。
プレゼンテーション変数を変数プロンプトの一部として作成するには、「新規プロンプト」ダイアログの「プロンプト対象」フィールドで「プレゼンテーション変数」を選択する必要があります。「変数名」フィールドに変数の名前を入力します。

変数プロンプトの操作の詳細は、変数プロンプトの作成を参照してください。








プレゼンテーション変数の値は、同時に作成された列プロンプトまたは変数プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトまたは変数プロンプトで1つ以上の値を選択するたびに、プレゼンテーション変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。






リクエスト変数について

リクエスト変数を使用すると、セッション変数の値をオーバーライドできますが、オーバーライドできるのは、列プロンプトから開始されたデータベース・リクエストの間のみです。リクエスト変数は、列プロンプトの作成過程で作成できます。

列プロンプトの一部として作成されるリクエスト変数は列と関連付けられ、とり得る値は列値からの値です。

リクエスト変数を列プロンプトの一部として作成するには、「新規プロンプト」ダイアログの「変数の設定」フィールドで「リクエスト変数」を選択する必要があります。「変数名」フィールドに、オーバーライドするセッション変数の名前を入力します。

リクエスト変数の値は、同時に作成された列プロンプトによって移入されます。つまり、ユーザーが列プロンプトで値を選択するたびに、リクエスト変数の値が、ユーザーが選択した値に設定されます。ただし、値が有効なのは、ユーザーがプロンプトの「実行」ボタンを押した時点から、分析結果がダッシュボードに返されるまでです。




	
注意:

複数の値がサポートされるのは、文字列および数値のリクエスト変数のみです。その他のデータ型では最初の値のみが渡されます。












グローバル変数について

グローバル変数は、特定のデータ型と値の組合せによって作成される列です。値には、「日付」、「日付と時間」、「数値」、「テキスト」および「時間」があります。グローバル変数は分析の実行時に評価され、グローバル変数の値が適切に置き換えられます。BIAdvancedContentAuthorロールがあるユーザーのみが、グローバル変数を管理(追加、編集および削除)できます。

グローバル変数は、分析の作成過程で「列式の編集」ダイアログを使用して作成できます。グローバル変数はカタログに保存されるため、特定のテナント・システムに属する他のすべての分析で使用できます。






グローバル変数の作成

計算は、グローバル変数として保存し、別の分析で再利用できます。

グローバル変数を作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックします。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「式の編集」を選択して、「列式」タブを表示します。このタブを使用してグローバル変数のカスタム・ヘッダーを作成できます。


	
「変数」をクリックして「グローバル」を選択し、「グローバル変数の挿入」ダイアログを表示します。

[image: analysis77.gifの説明が続きます]



	
「新規グローバル変数の追加」をクリックして、「新規グローバル変数の追加」ダイアログを表示します。

[image: analysis64.gifの説明が続きます]



	
「名前」に値を入力します。たとえば、gv_region、date_and_time_global_variable、rev_eastern_region_calc_gvなどです。構文要件は、変数を参照する構文を参照してください。




	
注意:

グローバル変数を参照するときは、完全修飾の名前が必要になるため、global.variablesというテキストが接頭辞として付加されます。たとえば、「列式」ダイアログには、売上を計算するグローバル変数セットが次のように表示されます。
"Base Facts"."1- Revenue"*@{global.variables.gv_qualified}










	
「タイプ」および「値」に値を入力します。




	
注意:

データ型として「日付と時間」を選択した場合、値は次の例のように入力します: 03/25/2004 12:00:00 AM
式または計算を値として入力する場合は、次の例のようにテキストのデータ型を使用する必要があります: "Base Facts"."1- Revenue"*3.1415










	
「OK」をクリックします。新しいグローバル変数が「グローバル変数の挿入」ダイアログに追加されます。


	
作成した新しいグローバル変数を選択し、「OK」をクリックします。「列式」ペインにグローバル変数が挿入された「列式の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。「カスタムの見出し」チェック・ボックスが自動的に選択されます。


	
グローバル変数を割り当てた列に、変数をより正確に反映する新しい名前を入力します。


	
「OK」をクリックします。









変数を参照する構文

分析およびダッシュボードでは、変数を参照できます。変数の参照方法は、実行するタスクによって異なります。フィルタ定義で変数を参照する場合など、ダイアログにフィールドが表示されるタスクの場合、(完全な構文ではなく)変数のタイプと名前のみ指定する必要があります。

タイトル・ビューでの変数の参照などの他のタスクの場合、変数の構文を指定する必要があります。次の表に示すように、使用する構文は変数のタイプによって異なります。


	タイプ	構文	例
	セッション	@{biServer.variables['NQ_SESSION.variablename']}
variablenameは、セッション変数の名前です(DISPLAYNAMEなど)。

	@{biServer.variables['NQ_SESSION.USER']}
	リポジトリ	@{biServer.variables.variablename}
または

@{biServer.variables['variablename']}

variablenameは、リポジトリ変数の名前です(prime_beginなど)。

	@{biServer.variables.prime_begin}
または

@{biServer.variables['prime_begin']}


	プレゼンテーションまたはリクエスト	@{variables.variablename}[format]{defaultvalue}
または

@{scope.variables['variablename']}

説明:

variablenameは、プレゼンテーション変数またはリクエスト変数の名前です(MyFavoriteRegionなど)。

(オプション)formatは、変数のデータ型によって異なる書式マスクです(#、##0、MM/DD/YY hh:mm:ssなど)。(書式はデフォルト値には適用されないことに注意してください。)

(オプション)defaultvalueは、variablenameで参照される変数に値が入っていない場合に使用される値を示す定数または変数の参照です。

scopeは、変数の修飾子を識別します。変数が複数のレベル(分析ダッシュボード・ページおよびダッシュボード)で使用され、特定の値にアクセスする場合、有効範囲を指定する必要があります。(有効範囲を指定しない場合、分析、ダッシュボード・ページ、ダッシュボードの順に優先されます。)

注意: 複数の値を設定できるプレゼンテーション変数が指定されたダッシュボード・プロンプトを使用する際には、列タイプによって構文が異なります。複数の値がカンマ区切りの値に書式設定されるため、書式設定句は、カンマで結合される前に各値に適用されます。

	@{variables.MyFavoriteRegion}{EASTERN REGION}
または

@{MyFavoriteRegion}

または

@{dashboard.variables['MyFavoriteRegion']}

または

(@{myNumVar}[#,##0]{1000})

または

(@{variables.MyOwnTimestamp}[YY-MM-DD hh:mm:ss]{)

または

(@{myTextVar}{A, B, C})


	グローバル	@{global.variables.variablename}
variablenameはグローバル変数の名前です(例: gv_region)。グローバル変数を参照する場合は、例に示すように、完全修飾名を使用する必要があります。

注意: グローバル変数の命名規則は、JavaScriptのEMCAスクリプト言語仕様に準拠している必要があります。名前は200文字以内にする必要があります。埋込みスペース、予約語および特殊文字は使用できません。JavaScripting言語要件に精通していない場合は、サード・パーティのリファレンスを参照してください。

	@{global.variables.gv_date_n_time}






式で変数を参照することもできます。式で変数を参照するためのガイドラインは、次の各項に記載されています。


セッション変数

式でセッション変数を参照するためのガイドラインは、次のとおりです。

	
セッション変数をVALUEOF関数の引数として含めます。


	
変数を二重引用句で囲みます。


	
セッション変数の前にNQ_SESSIONとピリオドを付けます。


	
NQ_SESSIONの部分とセッション変数名の両方と丸カッコで囲みます。




例:

"Market"."Region"=VALUEOF(NQ_SESSION."SalesRegion")


リポジトリ変数

式でリポジトリ変数を参照するためのガイドライン:

	
リポジトリ変数をVALUEOF関数の引数として含めます。


	
変数を二重引用句で囲みます。


	
静的リポジトリ変数を名前で参照します。


	
動的リポジトリ変数を完全修飾名で参照します。




例:

CASE WHEN "Hour" >= VALUEOF("prime_begin") AND "Hour" < VALUEOF("prime_end") THEN 'Prime Time' WHEN ... ELSE...END


プレゼンテーション変数

プレゼンテーション変数を参照する場合は、次の構文を使用します。

@{variablename}{defaultvalue}

variablenameは、プレゼンテーション変数の名前で、defaultvalue(オプション)はvariablenameで参照される変数に値が入っていない場合に使用される値を示す定数または変数の参照です。

変数を文字列に型変換(つまり、変換)するには、次のように、構文全体を一重引用符で囲みます。

'@{user.displayName}'

@マークの後ろに{がない場合は、@マークとして処理されます。複数の値を設定できるプレゼンテーション変数を使用する際には、列タイプによって構文が異なります。

有効なSQL文を生成するには、各列タイプのSQLで次の構文を使用します。

	
テキスト — (@{variablename}['@']{'defaultvalue'})


	
数値 — (@{variablename}{defaultvalue})


	
日時 — (@{variablename}{timestamp 'defaultvalue'})


	
日付(日付のみ) — (@{variablename}{date 'defaultvalue'})


	
時間(時間のみ) — (@{variablename}{time 'defaultvalue'})




例:

"Market"."Region"=VALUEOF(NQ_SESSION."SalesRegion")













3 様々な方法でのデータの表示


この項では、分析にビューを追加することによって、様々な方法でデータを表示する方法について説明します。


トピック:

	
様々な方法でデータを表示するための一般的なワークフロー


	
ビューについて


	
ビューの追加


	
ビューの編集


	
様々なタイプのビューの編集


	
分析でのデータのグラフ化


	
ビューの保存


	
ビューの再配置


	
ビューの結果のリフレッシュ


	
ビューの印刷


	
ビューの印刷オプションの変更


	
ダッシュボードに表示されるビューのプレビュー


	
ビューの削除


	
ビューでの値のソート


	
ビュー内のソートのクリア


	
結果のドリル


	
ビュー内の行および列のサイズ変更


	
ビューでのNull値の抑制


	
表示するビューの構築


	
マスター詳細関係でのビューのリンク


	
ビューのデータのレイアウトの変更


	
「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについて




分析へのビューの追加に関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



様々な方法でデータを表示するための一般的なワークフロー

様々な方法でデータを表示するための、分析へのビューを追加を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	分析の作成	分析に使用する列を選択して配置します。	最初の分析の作成

	ビューの追加	様々な方法でデータを視覚化するために、ビューを分析に追加します。	ビューの追加

	ビューの編集	そのビューを編集するために、ビューのそれぞれのタイプに使用できるエディタを使用します。	ビューの編集

	ビューの削除	複合レイアウトまたは分析からビューを削除します。	ビューの削除

	ビューの保存	分析を保存することで、ビューを保存します。	ビューの保存

	ビューの印刷	印刷可能なHTMLまたは印刷可能なPDFで、単一のビューまたはビューのグループを印刷します。	ビューの印刷
















ビューについて

ビューは、結果を伝えやすくするために可視化したものです。ビューを使用すると、分析の結果をわかりやすく直感的な方法で確認できます。ビューでは、データを様々な方法で確認できるため、データのパターン、トレンド、外れ値およびその他の興味深い特徴を検出しやすくなります。

詳細情報にドリルダウンできるグラフやピボット表、説明テキスト、結果の限定に使用されたフィルタのリストなどの様々なビューを結果に追加できます。たとえば、売上の棒グラフ・ビューを含めることができます。

[image: views58.gifの説明が続きます]











ビューの追加

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

デフォルトでは、分析を作成すると、選択した列に応じて表またはピボット表のビューが表示されます。別のビューを分析に追加して、異なる方法でデータを可視化できます。たとえば、新しいビューを作成し、「推奨可視化」および「トレンドの分析」オプションを選択することで、販売予測分析のトレンドを分析できます。

ビューを追加するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブで、「新規ビュー」をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。


	オプション	説明
	最良の可視化	分析のデータに基づいて最適なビューがOracle BI Enterprise Editionで自動的に作成されます。
	推奨可視化	実行する分析の種類を選択すると、その目的とデータに最適なビューがOracle BI Enterprise Editionによって提示されます。たとえば、「トレンドの分析」または「明示的な結果の比較」を選択します。
	ビュー・タイプ	「ピボット表」または「ゲージ」など、必要なビュー・タイプを選択します。






ビューは現在の複合レイアウトに追加されます。


	
分析でビューのコンテナをフォーマットするには、「コンテナのフォーマット」をクリックします。


	
「コンテナのフォーマット」ダイアログのフィールドに値を指定して、位置合せ、色、境界などのオプションを指定します。


	
「OK」をクリックします。


	
「分析の保存」をクリックします。













ビューの編集

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

各タイプのビューには、それぞれのエディタがあります。エディタには、複数のビューに共通する機能と、ビュー固有の機能があります。たとえば、グラフ・エディタでは、ブランド売上分析のグラフを編集して凡例を表示できます。

次の手順では、ビューを編集する際の一般情報を提供します。詳細は、様々なタイプのビューの編集と分析でのデータのグラフ化を参照してください。

ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
ビューを編集するには、「ビューの編集」をクリックします。


	
ビュー・エディタ(グラフ・エディタなど)で、適切な編集(凡例を表示するなど)を実行します。

[image: analysis07.gifの説明が続きます]



	
ビューにおけるデータの表示に影響を及ぼすには、ビューのデータのレイアウトの変更を参照してください。列をドラッグ・アンド・ドロップするなどのタスクを実行できます。


	
1つのビューによって他の1つ以上のビューが変更されるようにデータ・ビューを関連付けます。詳細は、マスター詳細関係でのビューのリンクを参照してください。


	
名前付きグループおよび名前付き計算項目を「カタログ」ペインからビューにドラッグ・アンド・ドロップします。詳細は、グループと計算項目を使用したメンバーの操作を参照してください。


	
ビューにおけるデータの選択をカスタマイズするには、データの選択の修正を参照してください。


	
「完了」をクリックします。


	
ビューを保存するには、ビューの保存を参照してください。













様々なタイプのビューの編集


トピック:

	
表とピボット表の編集


	
ゲージ・ビューの編集


	
パフォーマンス・タイル・ビューの編集


	
トレリス・ビューの編集


	
ツリーマップ・ビューの編集


	
ナレーティブ・ビューの編集


	
データ以外のビューの編集について






表ビューおよびピボット表ビューの編集

データの分析と表示によく使用される2つのビューは、表とピボット表です。たとえば、分析のピボット表を編集して売上を行エッジに配置し、四半期および地域ごとの対応する売上データを表示できます。複合レイアウト内に表とピボット表を並べて表示できます。

[image: views14.gifの説明が続きます]



表またはピボット表ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックして、プロパティを編集します。次のようなプロパティを設定できます。

	
データの参照に使用する方法 — スクロールまたはページ・コントロール


	
列およびビューの見出しの表示。


	
書式設定プリファレンス(サイズ、色など)。


	
隔行の色を緑色にするスタイル設定。このプロパティを設定すると、行または列が1つおきに薄緑色(デフォルトの色で変更可能)になります。





	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、表ビュー・エディタを表示します。


	
ピボット表の場合は、ツールバーの「グラフのピボット結果」ボタンをクリックして、ピボット表の結果をグラフ・ビューに表示すると、ピボット表の横に表示されます。2つのビューは完全にリンクされるため、一方のビューへの変更は自動的に他方に反映されます。


	
「完了」をクリックします。


	
ビューでソートを指定するには、ビューでの値のソートを参照してください。


	
ビューのデータをドリルするには、結果のドリルを参照してください。









ゲージ・ビューの編集

ゲージ・ビューを使用すると、目標に対してパフォーマンスをグラフィカルに比較できます。サイズが小さいため、単一のデータ値を表示する場合、グラフよりゲージの方が効率的です。結果は、ダイアル・ゲージ、棒ゲージまたは球ゲージで表示されます。たとえば、実績売上がブランドに対する事前定義済の制限内であるかどうかを確認できます。

次の画像は、ダイアル・ゲージを示しています。

[image: analysis40.gifの説明が続きます]



次の画像は、棒ゲージを示しています。

[image: analysis41.gifの説明が続きます]



次の画像は、球ゲージを示しています。

[image: analysis42.gifの説明が続きます]



ゲージ・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックして、次のようなタスクを実行します。

	
「行ごとのゲージ」で、表示するゲージの行数およびラベルの配置を指定します。


	
ゲージの幅と高さ、およびタイトルとラベルの外観を変更します。


	
ゲージ制限のスケールおよび目盛マークを指定します。たとえば、カスタム・ゲージ制限を指定できます。実際の値またはパーセンテージとして、1000などの静的値を指定できます。指定する値は、データ・ポイントの範囲に依存します。最大ゲージ制限が最大データ・ポイントより大きいことを確認する必要があります。これは、すべてのデータ・ポイントがゲージ上に確実に表示されるようにするために実行します。


	
ダイアル・ゲージのマーカー・タイプ(「針」、「線」または「塗りつぶし」など)を指定します。





	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、ゲージ・ビュー・エディタを表示します。


	
ツールバーの「ゲージ・タイプ」ボタンをクリックして、球またはダイアルなど、ゲージのタイプを選択します。


	
しきい値の設定の説明に従って、ゲージに対するしきい値を定義します。


	
「完了」をクリックします。






しきい値の設定

ゲージおよびファンネル・グラフに表示するためのしきい値を設定できます。各しきい値には高と低があり、しきい値で識別される範囲をゲージに表示するための色(緑: 許容、黄: 警告、赤: クリティカルなど)が関連付けられます。

しきい値を設定する手順:

	
「ビューの編集」をクリックして、ビュー・エディタを表示します。


	
「設定」ペインで、「上位値が望ましい」または「下位値が望ましい」を選択します。たとえば、「上位値が望ましい」を選択すると、上から順に、最も望ましいインジケータ(優良など)から最も望ましくないインジケータ(警告など)までのステータスがリストされます。一般に、売上などの列では上位値が望ましくなります。費用などの列では下位値が望ましくなります。


	
「しきい値」リストで、特定の値の範囲を強調表示するデータ値を指定します。この値は、ビューの制限に対して設定された最小値から最大値の間にあることが必要です。しきい値が識別する範囲には、他の範囲とは異なる色が設定されます。

データ値を指定するには、「しきい値」フィールドに静的値を直接入力するか、しきい値のオプションをクリックして、メジャー列、変数式またはSQL問合せの結果に基づいて値を設定できます。しきい値がシステムで決定されるようにするには、「動的」を選択します。


	
「ステータス」領域で、範囲のラベルを入力します。現在のしきい値を範囲のラベルとして使用するには、「しきい値」を選択します。テキストを使用して範囲のラベル(優良など)を指定するには、「ラベルの指定」を選択します。











パフォーマンス・タイル・ビューの編集

パフォーマンス・タイル・ビューでは、データの単一の集計にフォーカスが適用されます。デフォルトでは、「基準」タブの分析内の最初のメジャーがパフォーマンス・タイル・メジャーとして選択されています。正しいメジャー値がタイルに表示されるように、「基準」タブで集計およびフィルタを設定する必要があります。このメジャーを変更するには、パフォーマンス・タイル・ビューを編集します。分析内のメジャーごとに追加のパフォーマンス・タイル・ビューを含めるには、メジャーごとに個別のビューを追加します。

たとえば、パフォーマンス・タイル・ビューを編集して、メジャーとして「Revenue」を使用する場合です。値およびラベルでの使用可能なスペースの利用を指定できます。次の画像は、ダッシュボード・ページのパフォーマンス・タイルを示しています。

[image: views51.gifの説明が続きます]



パフォーマンス・タイル・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックして、プロパティを編集します。次のようなプロパティを設定できます。

	
タイルのサイズ関連。


	
背景色や境界色など、タイルの外観を制御するもの。タイルには、条件付き書式設定を適用できます。


	
タイルの値を省略するもの。

パフォーマンス・タイルでは、そのメジャーのデフォルトの書式設定を使用して値を表示したり、値を千や百万などの直近まで省略できます。

次の表に、書式設定の例を示します。





	デフォルト書式設定	省略値
	123,456.50	123K
	123,456,789.50	123M
	123,456,789,123.50	123B






	
次のいずれかのボタンをクリックして、パフォーマンス・タイルのラベルを配置します。


	ボタン	説明
	Fixed positions	ラベルの位置を設定(固定)します。ラベル・テキストは固定位置に表示されます。このオプションは、1行に(同じサイズの)複数のパフォーマンス・タイルがあるレイアウトの場合に使用することをお薦めします。コンテンツに変動があっても同じ高さにテキストを固定して表示することで、視覚的な一貫性を確保します。
	使用可能スペースの利用	パフォーマンス・タイルのラベル・テキストを垂直方向に均等の間隔で並べます。ラベル・テキストは、パフォーマンス・タイル上の使用可能なスペースをすべて利用します。複数のタイルを横に並べて配置した場合、ラベルの高さが異なり、ラベル・コンテンツの内容によっては不均等に見える可能性があります。






	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、パフォーマンス・タイル・エディタを表示します。


	
「スタイル」ペインで、タイル・サイズを「小」、「中」または「大」に変更します。

[image: views52.gifの説明が続きます]



	
「タイル・サイズ」オプション・ボタンの下にあるテーマ(またはスタイル)設定されたタイルを選択して、パフォーマンス・タイルのテーマを変更します。


	
「完了」をクリックします。









トレリス・ビューの編集

トレリス・ビューは、各データ・セルに1つずつの複数グラフのグリッドが表示されるタイプのグラフ・ビューです。トレリス・ビューには単純または拡張があります。単純トレリスには、中核の内部グラフが行セットと列セット全体に複数表示されるので、多数の小さなグラフを複数表示して比較対照するのに最適です。拡張トレリスには、小さなスパーク・グラフのグリッドが表示されるので、データ・セットのトレンドを監視して、パターンを見つけるのに最適です。詳細は、単純トレリスと拡張トレリスについてを参照してください。

次の画像は、単純トレリス・ビューを示しています。

[image: views56.gifの説明が続きます]



トレリス・グラフとも呼ばれるトレリス・ビューは、ピボット表と同じですが、トレリス内のデータ・セルにグラフが含まれている点が大きく異なります。単一の棒グラフや単一の散布図のようなスタンドアロン・グラフ・タイプが独立して動作するのに対して、トレリス・グラフは、内部グラフと呼ばれるネストされたグラフのグリッドを必ず表示して動作します。そのため、棒グラフのトレリス・ビューは、実際には複数の棒グラフで構成されています。

トレリス・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックして、プロパティを編集します。次のようなプロパティを設定できます。

	
凡例の場所など、グリッド・キャンバス関連(単純トレリス・ビューのみ)。


	
トレリスに含まれる可視化のグラフ・サイズ関連。


	
データの参照に使用する方法(スクロールまたはページ・コントロール)の指定


	
様々なスタイルの選択肢および凡例の表示方法など、トレリスのグリッドおよび可視化の外観の制御。


	
トレリスの可視化ごとのスケールのタイプとスケール・マーカーの外観の制御(単純トレリス・ビューのみ)。


	
タイトルとラベルの表示制御(単純トレリス・ビューのみ)。





	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、トレリス・エディタを表示します。


	
「レイアウト」ペインで、次のように操作します。

	
「列」および「行」フィールドに列をドラッグ・アンド・ドロップして、トレリスでのデータの配置方法を指定します。


	
トレリス内の各セルに対して表示するグラフのタイプを選択します。


	
列をドラッグ・アンド・ドロップして、グラフの色付け方法を示します。





	
ビューでソートを指定するには、ビューでの値のソートを参照してください。


	
「完了」をクリックします。





トレリス・ビューの機能について

トレリス・ビューは、多くの部分でピボット表のように動作します。トレリスとピボット表の主な違いは、データ・セルの表示方法です。トレリスの行と列のラベル・セルでは、次のことを行えます:

	
右クリックして、メジャー・ラベルを非表示にしたり移動します。


	
右クリックして、データをソートします。


	
ドラッグして、行と列を再配置します。




トレリスのデータ・セルでは、マウス・ポインタを合せると、関連するコンテキスト情報を表示できます。トレリスの数値データ・セルは、ピボット表の数値データ・セルと同様に動作します。トレリス・ビューの動作がピボット表の動作と異なるのは、次の点です:

	
グラフ・データ・セル — 単純トレリスのデータ・セルには右クリック機能がなく、トレリス・グラフ・データ・セルにはドリルもありません(左クリック機能)。


	
マイクロチャート・データ・セル — スパーク・グラフのデータ・セルにカーソルを合せると、ピボット表ビューでは表示されないコンテキスト情報(最初、最後、最小および最大の値など)が表示されます。









単純トレリスと拡張トレリスについて

トレリス・ビューには、単純トレリスと拡張トレリスの2つのいずれかのタイプがあります。単純トレリスには、1つのタイプの内部可視化、たとえば、すべての棒グラフが表示されます。内部の可視化では、常に共通の軸を使用して、すべての内部グラフが同じスケールで表示されます。共通の軸があれば、すべてのグラフ・マーカーを行と列で簡単に比較できます。

次の画像は、単純トレリス・ビューを示しています。

[image: views56.gifの説明が続きます]



拡張トレリスは、グリッド内での複数の可視化タイプの表示に対応しています。販売のトレンドを示す拡張トレリスには、1つの列のセルに(売上などの)数字を格納するグリッドを表示できます。数字の列に近い別の列には、そのセルにスパーク折れ線グラフを表示します。その列の隣りに、合計ユニット数などの別のメジャーを可視化するスパーク棒グラフの列など、別のマイクロチャートを表示することもできます。

次の画像は、拡張トレリス・ビューを示しています。

[image: views63.gifの説明が続きます]



可視化される各メジャーには、別の内部グラフ・タイプが割り当てられます。グリッドの各セルには独立したスケールが設定されます。

拡張トレリスは、データ・セルにスパーク・グラフがあるピボット表と考えてください。ただし、追加する各メジャーに対して、オプションでディメンションを関連付けて、マイクロチャートとして可視化表示できます。この点が、拡張トレリスと単純トレリスでは大きく異なります。単純トレリスでは、追加のディメンションとともに、すべてのメジャーが同じ可視化で表示されます。





トレリス・ビューおよびマイクロチャートの設計上の考慮事項

トレリス・ビューに表示されるコンテンツを設計する際には、次のような点を考慮してください。

	
比較する場合は、単純トレリスを選択します。


	
トレンドを分析する場合は、拡張トレリスを選択します。


	
トレリスを構成する内部グラフは、読みやすく密集しすぎないようにします。トレリス・ビューで複数の系列や複数のグループを表示しても、特に有用ではありません。(ツールチップを表示するために)データ・ポイントをマウスで簡単に指せない場合は、内部グラフが密集しすぎていて読みにくい可能性が高いです。


	
単純トレリスの場合:

	
単純トレリスの設計はピボット表の設計に似ていますが、トレリスの場合は、表示できるセルの合計数がずっと少なくなります。


	
単純トレリスとピボット表の設計の主な違いは、トレリスの場合、可視化に関連付けることができるディメンションは1つか2つです。外部エッジに追加するディメンションは少数です。


	
トレリスは、少数の外部エッジ・ディメンションで設計します。(類似と類似を簡単に比較できるようにするために)スクロールしなくてもグラフ系列全体を一度に表示できるようにする必要があります。追加のディメンションを表示する必要がある場合は、グラフのプロンプトにディメンションを追加することを検討してください。


	
列ヘッダーおよび行ヘッダーにどのデータを表示するかを決定する際には、列ヘッダーに1つか2つのディメンションを表示するようにします(各ディメンションのメンバーは少数にします)。





	
拡張トレリスの場合:

	
拡張トレリスの一般的なユースケースは、数値の横にトレンド・グラフを圧縮形式で表示する場合です。そのため、一般的な拡張トレリスでは、同じメジャーの数値表記の横にスパーク・グラフを組み合せます。


	
列ヘッダーにはディメンションを含めないのが理想的です。列ヘッダーにはメジャーを含めます。


	
スパーク・グラフに一般的に関連付けられるディメンションは時間です。スパーク・グラフにはラベルを表示できないため、可視化されるデータが本質的な順序で並んでいることが重要です。たとえば、(スパーク棒グラフの特定の棒になる)地域の順序は直感的には理解できないため、地域をスパーク・グラフに可視化しても無意味です。


	
ピボット表を設計する場合と同様に、一般に時間を横軸に表示し、もう1つのディメンションを縦軸に表示します。そうすれば、目を左から右に動かして、一定期間にディメンションがどのように変化したかを見ることができます。





	
単純トレリスでは階層列が正常に機能しません。階層列が外部エッジに表示されると、デフォルトでは親と子(年と四半期など)が共通の軸スケールを使用して表示されます。また、年と四半期では規模が異なるため、子グラフのマーカーが非常に小さくなって、親スケールに対しては読みにくくなる場合があります。(拡張トレリスでは、各データ・セルのスケールが異なるため、階層列が正常に機能します。)











ツリーマップ・ビューの編集

ツリーマップでは、データを四角形(タイルと呼ばれます)にグループ化して、階層データを編成します。ツリーマップには、あるメジャーのサイズおよび2番目のメジャーの色に基づいてタイルが表示されます。次の画像は、ツリーマップ・ビューの例を示しています。国名が地域およびエリア別にグループ化されています。このツリーマップには、エリアの様々な地域における各国の売上の相関が(平均オーダー・サイズに基づいて)表示されています。

[image: views55.gifの説明が続きます]



デフォルトでは、「基準」タブの分析の最初のメジャーがサイズの基準メジャーとして選択され、2番目のメジャーが「色の基準」メジャーとして選択されます。分析内のメジャーが1つのみの場合、このメジャーはサイズの基準と「色の基準」の両方のオプションのデフォルトになります。また、「スタイル」要素のデフォルトは、ビン数の値が「四分位数」である「百分位数によるビン化」に設定されます。

ツリーマップには次の特性があります。

	
タイルは、百分位数によるビン別または連続的に色付けされます。


	
最初の「グループ化基準」ディメンションはグループ(ヘッダー)ラベルとして表示されます。


	
「グループ化基準」ディメンションの順序は、ツリーマップ内のネストの順序を示しています。「グループ化基準」の最後のディメンションは最下位レベルで、このディメンションの名前がタイル・ラベルとして表示されます。ラベルが長すぎてタイルに収まらない場合は切り捨てられます。ラベルの完全な値は、ツールチップに表示されます。




ツリーマップ・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックします。次のようなプロパティを設定できます。

	
ツリーマップのサイズ。


	
連続的な色の変化またはツリーマップ・タイルのビン化を示すために凡例を表示するかどうか。


	
凡例の背景色と塗りつぶし。


	
グループおよびタイルの境界色。





	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、ツリーマップ・ビュー・エディタを表示します。


	
ビューのカラー・パレットを変更するには、「レイアウト」ペインで「百分位数によるビン化」または「連続的な色の塗りつぶし」を選択します。


	スタイル	説明
	百分位数によるビン化	ツリーマップ内のタイルの色を百分位数によるビンとして表示するように指定します。「ビン」リストで、ツリーマップに表示するビンの数を選択します。整数、「四分位数(4)」または「十分位数(10)」を選択できます。値の範囲は2から12までです。選択されるビンの数は、ツリーマップ内の色の数に対応します。
たとえば、地域とエリアのツリーマップを作成するとします。「サイズ基準」メジャーとして「Revenue」、「色の基準」メジャーとして「Avg Order Size」を指定します。次に、スタイルとして「百分位数によるビン化」を選択し、ビン数は4(四分位数)を指定します。「4分の1番目」は、売上別の平均オーダー・サイズを下回る地域内のエリアを表します。

「ビン化プロパティ」領域は、100%の合計に基づいてビンの割合が表示され、選択したビンの数に基づいて計算されます。各割合は色コード化され、「色」の選択に対応します。


	連続的な色の塗りつぶし	ツリーマップ内のタイルがグラデーション色スキームとして表示されるように指定します。下位値のグラデーション色は、選択した「色の基準」メジャーの最小値です。上位値のグラデーション色は、選択した「色の基準」メジャーの最大値です。






	
「グループ化基準」、「サイズ基準」および「色の基準」オプションを使用して新しいデータをわかりやすく視覚化するには、メジャーおよび属性列と階層列(スキップ・レベル階層を除く)を変更します。


	
「完了」をクリックします。









ナレーティブ・ビューの編集

ナレーティブ・ビューでは、1段落以上のテキストでデータの結果が表示されます。ナレーティブ・ビューを使用して、コンテキスト、説明テキスト、詳細説明などの情報を列値に付加します。ナレーティブ・ビュー・エディタで様々なタスクを実行できます。

	
結果に含まれる各列に対して、プレース・ホルダーを含む文を入力する。


	
行の区切り方を指定します。


	
ナレーティブ・ビューで使用するフォントに外観の書式設定を適用するか、保存済のビューのフォント書式をインポートする。


	
変数の参照を追加する。




ナレーティブ・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「ビューの編集」をクリックして、ナレーティブ・ビュー・エディタを表示します。


	
「接頭辞」フィールドに、ナレーティブのヘッダーを入力します。このテキストは、ナレーティブの最初に表示されます。


	
「ナレーティブ」ボックスに、結果に含まれる各行に対して表示する、ナレーティブ・テキストを入力します。テキスト値と列値の両方を含めることができます。このフィールドの最後に改行コードを含めると、テキストと値の各行が個別の行に表示されます。

列値を含めるには、アットマーク(@)を使用し、オプションで、その後に数字を付加します。最初の列を示すには、アットマークを単独で使用します。複数のアットマークを含めると、最初のアットマークが最初の列、2番目のアットマークが2番目の列(以下同様)に対応します。

指定された列の結果をナレーティブに含めるには、@nを使用します。たとえば、@1を使用すると分析の最初の列の結果が挿入され、@3を使用すると3番目の列の結果が挿入されます。

たとえば、2番目の列に地域名が返される分析で、ビューに東部地域と西部地域の値を含めるには@2と指定します。


	
「行セパレータ」フィールドで、値を含む「ナレーティブ」フィールドの各行に対して行セパレータを入力します。たとえば、各行の間に一連のプラス記号(+)を入力できます。


	
「表示する行」フィールドで、戻す列の行数を入力します。たとえば、5を入力すると列の最初の5行の値が表示されます。階層列の場合は、選択ステップを使用して、階層レベルを階層列とともに表示できます。たとえば、階層に基づいてメンバーを選択するステップを作成し、指定されたレベルのメンバーを追加します。1つの階層レベルは1行とみなされます。


	
「接尾辞」フィールドに、ナレーティブのフッターを入力します。必ず、ナレーティブを改行で終了させるか、フッターを改行で開始してください。


	
「完了」をクリックします。









データ以外のビューの編集について

表、グラフ、ゲージなどのデータを表示するビューを編集することが多くあります。分析およびダッシュボードには、次のタイプのビューを含めることもできます。

	
列セレクタ・ビューについて


	
フィルタ・ビューについて


	
選択ステップ・ビューについて


	
静的テキスト・ビューについて


	
タイトル・ビューについて


	
ビュー・セレクタ・ビューについて






列セレクタ・ビューについて

列セレクタ・ビューは、事前に選択された列を含む一連のドロップダウン・リストです。ユーザーは列を動的に選択し、分析のビューに表示されているデータを変更できます。

分析の各列に、1つのドロップダウン・リストをアタッチできます。また、各ドロップダウン・リストに複数の列をアタッチできます。列セレクタ・ビューで行った更新は、分析のすべてのデータ・ビューに作用します。

「サブジェクト・エリア」ペインからドロップダウン・リストに列を追加できます。この方法で列を追加した場合、列は分析の「基準」タブには追加されません。かわりに、「基準」タブを表示すると、列は列グループと呼ばれ、リストのデフォルト列も指定されています。デフォルト列は、ドロップダウン・リストの作成のベースになった列です。






フィルタ・ビューについて

フィルタ・ビューには、分析に有効なフィルタが表示されます。(選択ステップと同様に)フィルタを使用すると、分析を限定し、特定の質問への回答となる結果を得ることができます。フィルタは、問合せの集計前に適用されます。詳細は、列に対するフィルタの作成を参照してください。






選択ステップ・ビューについて

選択ステップ・ビューには、分析に有効な選択ステップが表示されます。フィルタと同様に、選択ステップを使用すると、特定の質問への回答となる結果を取得できます。選択ステップは、問合せの集計後に適用されます。

このビュー・エディタでは選択ステップを変更できません。選択ステップを変更するには、選択ステップ・エディタを終了し、「選択ステップ」ペインを使用します。詳細は、データの選択の修正を参照してください。






静的テキスト・ビューについて

静的テキスト・ビューは、分析結果とともに表示される静的テキストを追加します。次の例に示すように、静的テキスト・ビューに変数を含めることができます。詳細は、高度な手法: 変数の格納値の参照を参照してください。


[u] Static Text View [/u][br/]
Region: @{variables.myFavoriteRegion} - Year:
@{variables.myFavoriteYear}[br/]
System Time: @{system.currentTime}[dddd,MMMM dd,yyyy][br/]
Product Version: @{system.productVersion}[br/]
[br/]






タイトル・ビューについて

タイトル・ビューには、タイトル、サブタイトル、ロゴおよび結果のタイムスタンプが表示されます。タイトルを指定しなかった場合は、保存済分析の名前がタイトルとして使用されます。未保存の分析の場合、「タイトル」テキスト・ボックスは空白になります。タイトル・エディタのテキスト・フィールドでは変数を参照できます。






ビュー・セレクタ・ビューについて

ビュー・セレクタ・ビューを使用すると、ユーザーは、保存されている分析のビューの中から、特定の結果のビューを選択できます。ダッシュボードに配置した場合、ビュー・セレクタはリストとして表示され、セレクタの下に表示されるビューをここからユーザーが選択できます。

通常、複合レイアウト・ビューに表示されないビューは、ビュー・セレクタに含めます。たとえば、分析に対し、表、グラフ、ゲージおよびビュー・セレクタの各ビューを作成し、複合レイアウト・ビューには、表ビューとビュー・セレクタ・ビューのみ含めます。分析をダッシュボード・ページに表示する際、ユーザーは、ビュー・セレクタ・ビューからグラフ・ビューまたはゲージ・ビューを選択できます。














分析でのデータのグラフ化


トピック:

	
グラフ・ビューの編集


	
グラフのズームおよびスクロール


	
グラフの外観の書式設定


	
グラフおよびゲージに表示されるデータの制限






グラフ・ビューの編集

様々なグラフの種類を使用してデータを分析または表示することができます。たとえば、ブランド売上分析で、3つの異なる地域の製品売上を比較するように棒グラフを編集できます。次の画像は、ダッシュボード・ページの棒グラフ・ビューを示しています。

[image: views58.gifの説明が続きます]



グラフ・ビューを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
「プロパティの表示」をクリックして、プロパティを編集します。次のようなプロパティを設定できます。

	
グラフ・キャンバスに関連するもの(凡例の位置など)。


	
グラフの外観を制御するもの(スタイルなど)。


	
軸の上下限と目盛マークに関するもの


	
グラフのタイトルとラベルの表示を制御するもの。





	
プロパティ・ダイアログの「スケール」タブで、「クリックしてスケール・マーカーを編集」を選択して「スケール・マーカー」ダイアログを表示します。スケール・マーカーを定義します。スケール・マーカーは、強調線、または影付きの背景領域で、グラフ内の主要なポイント、しきい値、範囲などを示します。次の表に、2つのタイプのスケール・マーカーを示します。


	タイプ	説明
	線	スケール上の指定された位置にグラフを横切って描画される線。
	範囲	グラフの背後に表示される、影付きの背景領域。






線または範囲のスケール・マーカーは、グラフのタイプに応じて1つ以上の軸に適用できます。


	
「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。


	
「ビューの編集」をクリックして、グラフ・エディタを表示します。


	
次の表の説明に従って、グラフの表示に影響する各種ツールバー・ボタンを使用します。


	ボタン	説明
	タイプ	棒グラフ、折れ線グラフおよび円グラフがあります。
	サブタイプ	グラフ・タイプに応じて、垂直または水平があります。
	スタイル	スタイルの有効な選択肢はグラフ・タイプによって異なります。
	効果	2Dまたは3D効果のいずれかです。






	
しきい値の設定の説明に従って、ファンネル・グラフに対するしきい値を定義します。


	
ビューのデータをドリルするには、結果のドリルを参照してください。


	
「完了」をクリックします。









グラフのズームおよびスクロール

グラフのズームおよびスクロールが有効な場合は、グラフにズーム・アイコンが含まれています。ズーム・アイコンを使用すると、グラフの描画領域で軸を使用してズーム・インおよびズーム・アウトを実行できます。軸でズーム・インした後は、その軸をスクロールできます。ズームおよびスクロールは、「グラフのプロパティ」ダイアログの「一般」タブで有効にします。

たとえば、ブランド売上分析の結果でグラフを表示しているときに、「Product Type」軸でズームインできます。このようにして、軸をスクロールし、製品タイプ別に詳細なデータを表示できます。

グラフでズームおよびスクロールするには、グラフにマウス・カーソルを合せて「ズーム」ボタンを表示し、「ズーム」をクリックします。1つの軸のみが有効な場合は、「ズーム・イン」または「ズーム・アウト」を選択します。

[image: views35.gifの説明が続きます]



グラフの両方の軸のズームおよびスクロールが有効な場合は、次のようにします。

	
「横軸」を選択し、次に「ズーム・イン」または「ズーム・アウト」を選択します。

ズームとスクロールのスライダがX軸に表示されます。

X軸のズームを解除するには、「実際のサイズ」を選択します。


	
「縦軸」を選択し、次に「ズーム・イン」または「ズーム・アウト」を選択します。

ズームとスクロールのスライダがY軸に表示されます。

Y軸のズームを解除するには、「実際のサイズ」を選択します。


	
X軸とY軸の両方のズームを解除するには、「実際のサイズ」を選択します。




(オプション)その他のズーム機能を使用するには:

	
「ズーム」を使用して、徐々にズーム・インおよびズーム・アウトします。


	
軸上のスクロールのつまみをドラッグしてグラフを動的にスクロールし、グラフの表示されていない部分を表示します。


	
軸上のスクロール・ボタンをクリックして、左右(X軸)または上下(Y軸)にスクロールします。


	
サイズ変更ハンドルを使用して、軸上でズーム・インおよびズーム・アウトします。









グラフの外観の書式設定

2つの設定に基づいて、グラフの外観を書式設定できます。

	
グラフ要素の位置(線-棒グラフの線や棒、または円グラフのスライスなど)。


	
列に適用されている条件。





位置に基づいたグラフの書式設定

位置の書式設定では、グラフ要素の位置(つまり、棒などのグラフ要素が表示されるグループ内での番号順)に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。グループは、「グループ化」ドロップ・ターゲット領域に表示される属性列によって決まります。(ドロップ・ターゲット領域の詳細は、「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについてを参照してください。

色、線の幅、線記号に関するグラフの外観を、位置に基づいて書式設定できます。位置の書式設定は、ウォーターフォール・グラフでは使用できません。





列に基づいたグラフの書式設定

条件付き書式設定では、列に適用されている条件に基づいてグラフの外観をカスタマイズできます。書式は、条件を満たす列値に適用されます。

列に指定された条件を満たす特定の列値または列値の範囲に基づいて、グラフ・データが表示される色を指定できます。例:

	
特定の列値に基づいた、グラフの色の条件付き変更。

レモネードとコーラという2つの飲料の売上を比較する棒グラフを作成します。棒グラフの作成時、レモネードの売上を表す棒は黄色、コーラの売上を表す棒は青色という2つの条件を指定します。


	
列値の範囲に基づいた、グラフの色の条件付き変更。

営業マネージャが、2つの営業部隊における営業担当者全員の売上を比較する棒グラフを作成します。棒グラフの作成時、営業マネージャは、売上が$250,000より少ないすべての営業担当者の棒を赤色にし、売上が$250,000より多いすべての営業担当者の棒を緑色にするという2つの条件を指定します。




グラフの外観を書式設定するには:

	
グラフ・エディタのツールバーで「グラフ・プロパティの編集」をクリックします。


	
「グラフのプロパティ」ダイアログの「スタイル」タブをクリックします。


	
「スタイルと条件付き書式設定」をクリックします。


	
「スタイルの書式設定」タブをクリックして、グラフ要素の位置に基づいてグラフの外観を書式設定します。カスタム書式設定位置を追加する手順:

	
カスタム書式設定位置の追加先のグラフ要素(棒など)のタブを選択します。


	
「新しい位置の追加」をクリックします。新規位置のエントリが「カスタム書式設定位置」表に表示されます。


	
書式設定を指定します。たとえば、位置に適用する色を選択するには、「色」ボックスの隣にある下向きの矢印をクリックし、「カラーの選択」ダイアログにアクセスします。(書式設定オプションは、要素によって異なることに注意してください。)







	
注意:

線の幅として0を指定した場合、その線およびグラフ内の他の線について、凡例マーカーがデフォルトの線マーカーから記号マーカーに変わります。たとえば、グラフのすべての線について、記号マーカーが凡例マーカーとして表示されます。








	
「条件付き書式設定」タブをクリックして、列に適用されている条件に基づいてグラフの外観を書式設定します。列に条件を追加する手順:

	
「条件付き書式の追加」をクリックし、条件を適用する列を選択します。


	
この条件に対する演算子と列値、または列値の範囲を入力します。


	
「OK」をクリックします。


	
条件を満たす場合に列値に適用される色を選択するには、「色」ボックスの隣にある下向きの矢印をクリックし、「色の選択」ダイアログを表示します。





	
「OK」をクリックします。








グラフの条件付き書式の適用に関するルール

グラフで条件を作成または使用する場合、次のルールが適用されます。

	
グラフで使用されている列からのみ、条件を作成できます。


	
書式条件が互いに競合する場合、競合する条件は次の順序で優先されます。

	
属性に対する条件付き書式設定。


	
メジャーに対する条件付き書式設定


	
グラフ要素の位置に基づいたスタイル書式設定。





	
条件付き書式が適用されているグラフでユーザーがドリルする場合、次のルールが適用されます。

	
メジャーに基づいた条件付き書式は、次のレベルに繰り越されません。(条件付き書式を地理的階層の地域から市などの異なるレベルへ繰り越しても意味がありません。)


	
属性に基づいた条件付き書式は、ドリルされていない場合、次のグラフに繰り越されます。

たとえば、"Lemonade = Blue"という条件付き書式があり、年でのみドリルした場合、"Lemonade = Blue"はそのままになります。





	
条件付き書式設定は、ウォーターフォール・グラフの小計および合計ではサポートされていません。








グラフの列に対する条件付き書式設定の例外

次の表に、グラフの列に基づいた条件付き書式設定に適用される例外をリストします。


	グラフ・タイプ	例外
	線
折れ線-棒

レーダー

時系列線

	線の記号の書式設定のみ許可されています。
	パレート	書式設定は棒にのみ適用され、パレート線には適用されません。












グラフおよびゲージに表示されるデータの制限


トピック:

	
グラフとゲージのセクション・スライダの定義


	
グラフおよびゲージのセクション・スライダの使用




セクション・スライダを使用して、グラフまたはゲージに表示されるデータを制限できます。セクション・スライダには、1つ以上の属性列または階層列のメンバーが長方形の棒上に値として表示されます。また、スライダには、増加ボタンと減少ボタンなど、その列に対する値を選択するメカニズムも用意されています。再生ボタンでは、スライダ値を連続的に移動します。

[image: views33.gifの説明が続きます]





グラフとゲージのセクション・スライダの定義

グラフまたはゲージに表示されるデータは、セクション・スライダを定義して限定できます。たとえば、グラフに表示されるデータを2013年の特定の四半期に限定できます。

セクション・スライダを定義するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
グラフまたはゲージを作成します。


	
グラフ・ビューまたはゲージ・ビューで、「ビューの編集」をクリックします。


	
「レイアウト」ペインで、複数の列を「セクション」ドロップ・ターゲットにドラッグします。


	
「スライダとして表示」を選択します。


	
「セクションのプロパティ」をクリックします。


	
セクション・スライダ・バーに表示する値の最大数を指定して、「OK」をクリックします。


	
エディタを閉じるには、「完了」をクリックします。


	
変更内容を保存するには、「分析の保存」をクリックします。









グラフおよびゲージのセクション・スライダの使用

グラフまたはゲージのセクション・スライダを使用する手順:

	
スライダのつまみを希望する値に移動します。


	
スライダのつまみを左に移動するには、減少ボタンをクリックします。


	
スライダのつまみを右に移動するには、増加ボタンをクリックします。


	
スライダのすべての値をつまみが続けて移動するには、再生ボタンをクリックします。

再生ボタンは一時停止ボタンに変化するため、特定の値で停止できます。




グラフまたはゲージに表示されるデータは、スライダのつまみで示した現在の値によって制限されます。














ビューの保存

使用しているビューはいつでも保存できます。ビューを保存するには、新規または既存の分析を保存する必要があります。たとえば、ブランド売上分析を作成し、その表ビューを編集した後、最初にそのビューを保存できます。

ビューを保存するには、「分析エディタ」の「結果」タブのツールバーにある「分析の保存」または「名前を付けて保存」をクリックします。










ビューの再配置

次のようにして、ビューを再配置することができます:

	
別のビューの境界のそばに。


	
複合レイアウトの外側の境界に。複合レイアウトの縦または横いっぱいにビューが表示されます。




たとえば、ブランド売上分析のビューを再配置できます。実績売上の折れ線グラフの前に、予測売上の棒グラフを表示するように再配置できます。

ビューを再配置するには:

	
再配置するビューの上側エッジの少し内側にカーソルを置きます。


	
ビューで左マウス・ボタンをクリックしたままにします。ビューが移動可能なオブジェクトとして透明に表示されます。

[image: views16.gifの説明が続きます]



	
目的の位置までビューをドラッグ・アンド・ドロップします。ビューは、青色の棒でマークされた位置(ドロップ・ターゲット)に表示されます。













ビューの結果のリフレッシュ

表やピボット表などの結果データを表示するビューの使用時に、現在の分析の結果をリフレッシュできます。たとえば、ブランド売上分析にフィルタを追加できます。その後に、変更の結果を確認するとします。

ビューの結果をリフレッシュするには:

「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「現在の分析の結果をリフレッシュします」をクリックします。










ビューの印刷

HTMLまたはAdobe PDF(Portable Document Format)を使用してビューを印刷できます。たとえば、「印刷可能HTML」オプションを選択すると、ブランド売上分析を新しいブラウザ・ウィンドウに表示して印刷できます。

ビューを印刷する手順:

	
1つのビューを印刷するには、ビューのエディタのツールバーで「この分析を印刷します」ボタンをクリックします。複合レイアウトに表示されているビューのグループを印刷するには、「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで「この分析を印刷します」ボタンをクリックします。


	
「印刷可能HTML」または「印刷可能PDF」を選択します。

	
HTMLの場合は、印刷するビューが新しいブラウザ・ウィンドウに表示されます。

新しいブラウザ・ウィンドウの「ファイル」メニューから、「印刷」を選択します。


	
PDFの場合は、印刷するビューがAdobe Acrobatウィンドウに表示されます。

ウィンドウでオプションを選択して、ファイルを保存または印刷します。
















ビューの印刷オプションの変更

ダッシュボード・ページおよびビューを印刷するための設定を指定できます。たとえば、各ページに多くのビューが並べて表示されている売上ダッシュボードを印刷するときは、「方向」を「横」に設定できます。




	
注意:

指定した印刷設定は、PDF出力のみに適用されます。ローカルまたはネットワーク上のプリンタでPDFファイルを印刷する場合でも、ブラウザで指定した印刷設定は有効です。たとえば、ブラウザでの用紙サイズの設定は有効です。







ビューの印刷オプションを変更するには:

	
「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「印刷とエクスポートのオプション」をクリックします。「印刷とエクスポートのオプション」ダイアログが表示されます。

[image: views27.gifの説明が続きます]



	
ダイアログで適切なオプションを指定します。たとえば、用紙サイズと方向、ヘッダーとフッターを含めるかどうかを指定します。


	
「OK」をクリックします。













ダッシュボードに表示されるビューのプレビュー

ビューがダッシュボード・ページにどのように表示されるかをプレビューできます。たとえば、「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」を選択できます。これによって、ビューのグループからの結果がダッシュボードにどのように表示されるかをプレビューします。

ビューをプレビューする手順:

	
1つのビューをプレビューする場合:

ビューのエディタのツールバーで「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」をクリックします。


	
複合レイアウトに表示されているビューのグループをプレビューする場合:

「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで「ダッシュボードでの結果の表示方法を示します」をクリックします。

ダッシュボードのプレビューは、新しいウィンドウに表示されます。プレビューにはプロンプトが表示され、適用されます。













ビューの削除

複合レイアウトまたは分析からビューを削除できます。たとえば、ブランド売上分析の結果を表示するのに、トレリス・ビューは最適な方法ではない場合です。そのトレリス・ビューを削除できます。

複合レイアウトからビューを削除するには、ビューのツールバーで「複合レイアウトからビューを削除」をクリックします。複合レイアウトからビューを削除しても、分析からは削除されません。

分析からビューを削除するには、ビューを選択して、「結果」タブの「ビュー」ペインにある「分析からビューを削除」をクリックします。分析からビューを削除すると、分析に加えて、ビューが追加されていた複合レイアウトからも削除されます。










ビューでの値のソート

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

表ビュー、グラフ・ビュー、ピボット表ビューおよびトレリス・ビューで値をソートできます。ソートは、(横向きの三角形が表示されている)メンバー、メジャーおよび行を基準に行えます。ページやセクション・エッジに基づくソートはできません。

ビューでは、様々なオプションを使用してソートできます。たとえば、列をソートする場合は、次のオプションから選択できます。

	
昇順ソート — 第1レベル・ソートとして、列の値を昇順でソートできます。たとえば、文字列のアルファベット順(AからZへ)のソート、数値の低いものから高いものへのソート、日付の古いものから新しいものへのソートなどです。


	
降順ソート — 第1レベル・ソートとして、列の値を降順でソートできます。


	
昇順ソートの追加 - この列の昇順ソートが分析の別のソートとして追加されます。


	
降順ソートの追加 - この列の降順ソートが分析の別のソートとして追加されます。


	
ソートのクリア - 指定された列のソート指定を削除します。このオプションの効果は、「選択された列」ペインと他の場所で異なります。「選択された列」ペインとビュー自体の両方でソート指定を行い、「選択された列」ペインに戻って「ソートのクリア」をクリックすると、「選択された列」ペインで指定したソートのみが削除されます。ビューで指定したソートは維持されます。


	
すべての列におけるすべてのソートのクリア — 適用したすべてのソート指定を削除します。このオプションは、「ソートのクリア」で説明されているように、「選択された列」ペインとその他の場所では機能が異なります。




たとえば、ブランド売上分析の表では、「Revenue」列で昇順ソートを選択できます。このようにすると、売上の値は最低から最高にソートされます。

次の方法により、値をソートできます。

	
ビューの見出しで右クリックし、「列のソート」をクリックして適切なオプションを選択します。

[image: views02.gifの説明が続きます]



	
「基準」タブの「選択された列」ペインから、列の横の「オプション」をクリックし、「ソート」をクリックして適切なオプションを選択します。

[image: views01.gifの説明が続きます]





列見出しにある上向きおよび下向きの三角形を使用して、ビューの値をソートすることもできます。

[image: views03.gifの説明が続きます]











ビュー内のソートのクリア

ビューまたは分析で列に適用したソートをクリアできます。たとえば、ブランド売上分析の「Time」列に適用したすべてのソートをクリアできます。

ピボット表、表またはトレリスに適用したソートをクリアするには、ビューの見出しを右クリックして「ビュー内のすべてのソートのクリア」をクリックします。

分析で列に適用したソートをクリアするには:

	
「基準」タブの「選択された列」ペインを表示します。


	
列の横にある「オプション」をクリックします。


	
「ソート」を選択し、次に「ソートのクリア」を選択します。




「基準」タブからソートをクリアする場合は、「列のオプション」メニューから定義したソートのみをクリアします。特定のビュー内で実行されるソートはクリアしないでください。

現在プライマリ・ソートが適用されている列からプライマリ・ソートを削除して、ボタンをクリックした列にソートを適用するには、未ソートの列でソート・ボタンをクリックします。










結果のドリル


トピック:

	
ドリルについて


	
表およびトレリスのドリル


	
グラフのドリル






ドリルについて

ビューに表示される結果の多くは、データの階層構造を表します。メタデータはこれらの階層を指定するもので、階層内の異なる詳細レベルへのアクセスを可能にします。ドリルは、ビュー内のデータ間を素早く簡単に移動する方法です。

	
ドリルダウンして詳細なデータを表示すると、より多くのメンバーが表示されます。


	
ドリルアップすると、より少ないデータが表示されます。




たとえば、ブランド売上分析の結果で、製品別売上のグラフの詳細データにドリルできます。これを実行するには、携帯電話データ・ポイントをクリックします。過去3年間の営業オフィスごとの携帯電話売上など、詳細データがグラフに表示されます。






表およびトレリスのドリル

表、ピボット表またはトレリスでドリルダウンすると、現在のデータに詳細レベルのデータが追加されます。たとえば、1つの大陸からドリルした場合、その大陸および大陸にある国のデータが表示されます。

表、ピボット表およびトレリスの属性列をドリルするには:

	
ビュー内の値にカーソルを合せます。

値に下線が付きます。

[image: views38.gifの説明が続きます]



	
ドリルする見出しまたはメンバーをクリックします。

表またはトレリスに、さらに詳細が追加されます。

[image: views39.gifの説明が続きます]





表、ピボット表およびトレリスの階層列をドリルするには、メンバーの横にある「展開」または「縮小」アイコンをクリックします。

右クリック・メニューを使用して、列を展開および縮小することもできます。

[image: views42.gifの説明が続きます]







グラフのドリル

グラフをドリルダウンすると、現在のデータが詳細レベルのデータに置き換えられます。たとえば、1つの大陸からドリルダウンした場合、その大陸に含まれる国のデータは表示されますが、大陸自体のデータは表示されません。

グラフをドリルするには:

	
軸または凡例のラベルをクリックします。

[image: views43.gifの説明が続きます]



	
データ・ポイントをクリックします。

[image: views45.gifの説明が続きます]



詳細がグラフに表示されます。

[image: views48.gifの説明が続きます]
















ビュー内の行および列のサイズ変更


トピック:

	
ビュー内のサイズ変更のための構成


	
ビューでのサイズ変更




表、ピボット表および拡張トレリスのビューの行エッジおよび列エッジのサイズを変更できます。たとえば、ブランド売上分析の結果の表で「Time」列をサイズ変更できます。

行および列のサイズ変更について、次の点に注意してください。

	
行および列を対話形式でサイズ変更した場合、その変更内容は永続的ではありません。表を離れてから再度表示すると、対話形式でのサイズ変更は消失します。プロパティを使用して列の幅を設定した場合、その幅は永続的です。


	
ビューをPDFにエクスポートすると、サイズ変更は無視されます。






ビュー内のサイズ変更のための構成

サイズ変更できるようにするには、データを参照する方法としてスクロールを使用するようにビューを構成する必要があります。

スクロールを使用するように表、ピボット表またはトレリス・ビューを構成するには:

	
ビューのツールバーで、「プロパティの表示」をクリックします。


	
プロパティ・ダイアログで、「スクロール・コンテンツがある固定ヘッダー」を選択します。


	
「OK」をクリックします。ビューにスクロール・バーが表示され、行と列のサイズを変更できます。









ビューでのサイズ変更

表ビュー、ピボット表ビューまたは拡張トレリス・ビューの行エッジまたは列エッジのサイズを変更するには:

	
列または行エッジの境界線にマウス・ポインタを合せます。サイズ変更カーソルが表示されます。

[image: views31.gifの説明が続きます]



	
マウス・ボタンをクリックして押したままの状態にします。点線が表示されます。

[image: views32.gifの説明が続きます]



	
必要なサイズになるまで点線をドラッグします。


	
マウス・ボタンを離します。行または列がサイズ変更されます。















ビューでのNull値の抑制

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

行または列全体にnull値が設定されている場合に、分析にnull値を含めるかどうかを選択できます。デフォルトで、nullのメジャー値はすべての分析で抑制されます。たとえば、販売分析の「Revenue」列にnull値を表示するよう決定する場合があります。

ビューでnull値を抑制するには:

	
ビューを含める分析の「結果」タブを表示します。


	
「プロパティの表示」をクリックします。


	
ビューで使用する適切なNull値を含めるオプションを選択します。たとえば、ピボット表の行と列の両方に対してnull抑制をオフにするとします。「Null値のみの行を含める」および「Null値のみの列を含める」を選択します。

この設定では、データを含むディメンションのみでなく、null値を含むディメンションも表示されます。ビューにプロンプトやセクション・エッジが含まれている場合、それらは行または列エッジのnull抑制値を継承します。




	
注意:

null抑制をオフにすると返されるデータ量が増え、パフォーマンスに影響を与える場合があります。詳細は、管理者に問い合せてください。
null値を含む分析の結果が期待していたものと異なる場合は、管理者に問い合せてください。ソースのデータの整合性を確認してください。





















表示するビューの構築

複合レイアウトを使用して、ダッシュボードに表示する様々なビューを構築します。これらのビューは、複合レイアウト内の別個のコンテナに表示されます。

	
追加複合レイアウトを作成して、分析のプレゼンテーションを多様化できます。ダッシュボードまたはデバイスごとに異なる複合レイアウトを使用できます。たとえば、ブランド売上ダッシュボードに、1つは表とグラフを表示する複合レイアウト、もう1つは円グラフを表示する複合レイアウトを設定する場合です。


	
新しい複合レイアウトを作成するショートカットとして、複合レイアウトを複製できます。元の複合レイアウトのビューが保持されます。すでにそこにあるビューに加えて、ビューを追加したり、不要なビューを削除できます。たとえば、ブランド売上分析を複製した複合レイアウトがあるとします。表、グラフ、円グラフおよびゲージ・ビューの保持に加えて、パフォーマンス・タイル・ビューを追加できます。


	
ビューの名前を変更して、よりわかりやすい名前にすることができます。たとえば、ブランド売上分析では、現在西部地域は、カリフォルニアのみで構成されているとします。西部地域の複合レイアウトの名前をカリフォルニアに変更できます。


	
不要になった複合レイアウトを削除できます。たとえば、ブランド売上分析で、西部地域のビューが不要になった場合です。それらのビューが含まれている複合レイアウトを削除できます。




複合レイアウトを作成、複製、名前変更または削除するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブをクリックします。


	
複合レイアウトを作成するには、「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「複合レイアウトの作成」をクリックします。

タイトル・ビューのみを備えた複合レイアウト・タブが表示されます。必要に応じて、ビューを追加できます。


	
複合レイアウトを複製するには、「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「複合レイアウトの複製」をクリックします。

選択した複合レイアウトと同じビューが含まれた複合レイアウト・タブが表示されます。必要に応じて、ビューを追加または削除できます。


	
複合レイアウトの名前を変更するには、「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「複合レイアウトの名前変更」をクリックします。

「名前変更」ダイアログで、複合レイアウトの新しい名前を入力して、「OK」をクリックします。


	
複合レイアウトを削除するには、「分析エディタ」: 「結果」タブのツールバーで、「複合レイアウトの削除」をクリックします。

複合レイアウトが削除されます。













マスター詳細関係でのビューのリンク


ここでのトピック

	
マスター・ビューの定義


	
詳細ビューの定義




1つのビューによって他の1つ以上のビューが変更されるようにビューをリンクできます。たとえば、表で特定の地域をクリックすると、選択がグラフに作用するように、2つのビューをリンクできます。グラフのセクション・スライダまたはプロンプトの地域およびグラフのデータは、表でクリックした地域を反映するように変わります。

リンクする2つのタイプのビューを定義する必要があります。

	
マスター・ビュー - 1つ以上の詳細ビューでデータの変更が誘発されます。

次のタイプのビューをマスター・ビューにできます: ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ピボット表、表およびトレリス。トレリス・ビューでは、外部エッジのみがマスター・ビューになり、内部の可視化はマスター・ビューにはできません。

マスター・ビューは、詳細ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません。マスター・ビューによって、1つ以上の詳細ビューでデータが更新されます。

マスター・ビューにはマスター列があり、この列にチャネルでマスター詳細イベントを送信する相互作用を設定します。チャネルは、マスター詳細イベントを詳細ビューに送信します。マスター列は、ページ・エッジまたはセクション・スライダには表示できません。これは、ビューの本体に表示される必要があります。


	
詳細ビュー - マスター・ビューの表での値のクリックなど、マスター詳細イベントに応答します。

次のタイプのビューを詳細ビューにできます: ファンネル・グラフ、ゲージ、グラフ、ピボット表、表およびトレリス。トレリス・ビューでは、外部エッジのみが詳細ビューになり、内部の可視化は詳細ビューにはできません。

詳細ビュー:

	
複数のマスター・ビューからのイベントをリスニングできます


	
マスター・ビューと同じ分析内にあっても、別の分析内にあってもかまいません


	
別のビューのマスター・ビューとして機能しません









マスター・ビューの定義

マスター詳細関係でビューをリンクする過程で、詳細ビューに変更内容を送信するマスター・ビューを定義します。

マスター・ビューを定義するには:

	
編集する分析を開きます。


	
マスター列となる列に対して、「基準」タブで「オプション」ボタンをクリックし、「列のプロパティ」を選択します。


	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
「値」領域の「プライマリ相互作用」ボックスで、「マスター詳細イベントの送信」を選択します。


	
「チャネルの指定」フィールドに、マスター・ビューがマスター詳細イベントを送信するチャネルの名前を入力します。

[image: analysis68.gifの説明が続きます]



	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックして、デフォルトの表またはボット表ビューを表示します。


	
(オプション)マスター・ビューにする別のビューを作成します。


	
「OK」をクリックします。









詳細ビューの定義

マスター詳細関係でビューをリンクする過程で、マスター・ビューの変更内容を取得する詳細ビューを定義します。

詳細ビューを定義するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
詳細ビューとして使用するビューを作成します。


	
ビューを編集します。


	
ビューのエディタのツールバーにある「プロパティ」ボタンをクリックします。ビューの「プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
次のいずれかのダイアログで「マスター詳細イベントのリスニング」を選択します。

	
「ゲージのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ


	
「グラフのプロパティ」ダイアログ: 「一般」タブ(グラフまたはファンネル・グラフの場合)


	
「ピボット表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ


	
「表のプロパティ」ダイアログ: 「スタイル」タブ





	
「イベント・チャネル」フィールドに、詳細ビューがマスター詳細イベントをリスニングするチャネルの名前を入力します。チャネル名の大文字/小文字は区別されるため、マスター・ビューで指定したチャネル名と完全に一致させる必要があります。複数のチャネルは、channel a, channel bのようにカンマで区切ってください。


	
「OK」をクリックします。




次の例では、マスター詳細関係を使用して、都市別売上分析の表ビューが棒グラフにリンクされています。

グラフ・ビューには、「City」列がマスター・ビューとして構成されています。「City」列によって、イベントが特定のCityChoiceチャネルを介してグラフ・ビューに送信されます。

グラフ・ビューには、ユーザーが都市を選択できるプロンプトがあります。グラフのデータは都市の選択に基づいて表示されます。

[image: views62.gifの説明が続きます]



このグラフは詳細ビューで、特定のCityChoiceチャネルで表ビューからのイベントをリスニングする「City」プロンプトがあります。ユーザーが表ビューの「City」列にある値をクリックしたとします。グラフ・ビューのプロンプトがその都市に設定され、グラフがリフレッシュされます。












ビューのデータのレイアウトの変更


トピック:

	
ビューでの列の追加と再配置


	
ビュー内のデータ・セクションのプロパティの設定


	
表とピボット表への合計の追加


	
ピボット表での合計と相対値の表示




ビューのデータの配置を変更するには、「レイアウト」ペインを使用します。列の追加と再配置や合計の追加などのタスクを実行します。詳細は、「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについてを参照してください。



ビューでの列の追加と再配置


ここでのトピック

	
ビューへの列の追加


	
ビューからの列の削除


	
ビューでの列の再配置






ビューへの列の追加

ビューに列を追加するには、次の方法のいずれかを使用します:

	
「サブジェクト領域」ペインからビュー・エディタの適切な場所に列をドラッグします。


	
「サブジェクト領域」ペインからビュー・エディタの「レイアウト」ペインにあるドロップ・ターゲットに列をドラッグ・アンド・ドロップします。




たとえば、ブランド売上分析の表に「Office」列を追加する場合です。「サブジェクト領域」ペインから「Product」列の後のドロップ・ターゲットに「Office」列をドラッグできます。






ビューからの列の削除

特定のビューから列を削除しても、その列が基礎となる分析から削除されたり、他のビューから削除されることはありません。分析およびすべてのビューから列を削除する場合は、「基準」タブを使用して削除します。

ビューから列を削除するには:

	
編集するビューを開きます。


	
「レイアウト」ペイの「列とメジャー」セクションで、「詳細オプション」をクリックします。


	
「列の削除」を選択します。









ビューでの列の再配置

ビュー・エディタで表およびピボット表の列を再配置するには:

	
編集するビューを開きます。


	
列ハンドルを使用して列をドラッグし、ドロップ・ターゲットに列をドロップします。

[image: views13.gifの説明が続きます]





「レイアウト」ペインで列を再配置するには:

	
編集するビューを開きます。


	
「レイアウト」ペインで、列を必要な場所にドラッグ・アンド・ドロップします。

[image: views12.gifの説明が続きます]






	
注意:

この手順では、「レイアウト」ペインを使用して列を再配置する最も基本的なステップを示しています。「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについてで説明されているように、「レイアウト」ペインでの列の再配置では、様々なオプションを使用できます。

















ビュー内のデータ・セクションのプロパティの設定

ビュー本体(ピボット表など)またはドロップ・ターゲット(セクションなど)のプロパティを指定できます。たとえば、背景色を薄緑色に設定したり、売上値の長い表に改ページを挿入できます。詳細は、「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについてを参照してください。

ビュー本体とドロップ・ターゲットのプロパティを設定するには:

	
編集するビューを開きます。


	
ビュー・エディタで、「レイアウト」ペインを表示します。


	
ビュー本体またはドロップ・ターゲットの隣にある「プロパティ」をクリックします。


	
適切なプロパティを設定します。次の表に、プロパティをいくつか示します。


	プロパティ	説明
	改ページを挿入	セクションの前に改ページを作成するかどうかを指定し、セクションのドロップ・ターゲットの値が変わるたびに、その列の新しいセクションが新規ページに表示されるようにします。改ページは、分析をPDFにエクスポートする際に表示されます。これは、データ駆動の詳細分析に役立ちます。
次の中から選択できます。

	
ページ区切りなし- ページは区切られません。


	
最下層列 — 最下層列で区切られます(各セクションの間に改ページが挿入されます)。


	
最も外側の列- 最上層列で区切られます。つまり、最も外側の列のセクション・ラベルが変わると改ページが挿入されます。

最上層列の値が変わると、下層列の値も変わったとみなされます。そのため、最下層列での改ページを設定すると、各セクション間に手動改ページが挿入されます。


	
フォルダ.列- Markets.RegionやProducts.Brandなど。指定された列のセクション・ラベルが変わると改ページが挿入されます。このオプションは、「セクション」ドロップ・ターゲットに列が含まれる場合のみ使用できます。





	空白行を表示	セクションにデータがない行を表示するかどうかを指定します。行が空のテキスト文字列で値が含まれない場合でもすべての行を表示するには、このオプションを選択します。結果が表示されていない行を非表示にするには、このオプションの選択を解除します。
このオプションは、空のアドレス行を非表示にする場合などに便利です。


	セクション・スライダ値の最大数	グラフの場合は、セクション・スライダ・バーに表示する値の最大数(システムの最大数を超えない範囲)を指定します。システムの最大数は管理者によって構成されます。システムの最大数を超える値を入力した場合、その値は無視されます。
詳細は、グラフおよびゲージのセクション・スライダの定義を参照してください。








	
「OK」をクリックします。









表とピボット表への合計の追加

「レイアウト」ペインで、表およびピボット表に列の合計を追加できます。合計は、ビュー内の様々な位置に配置できます。様々なエッジに表示される列の合計を追加できます。各メジャーの集計ルールが合計に使用されます。

ピボット表の「行」または「列」ドロップ・ターゲットに合計を指定すると、「メジャー」ドロップ・ターゲットに指定された列の結果が合計として表示されます。合計値は、ピボット表の「列」または「行」エッジではなく、ピボット表の中心のデータに表示されます。

ビューに合計を追加するには:

	
ビューの「レイアウト」ペインを表示します。


	
表全体に総計を追加するには、「列とメジャー」ドロップ・ターゲットで「合計」ボタンをクリックし、「前」などの位置をクリックします。ピボット表全体の場合は、「行」または「列」ドロップ・ターゲットで「合計」をクリックし、次に位置をクリックします。


	
ドロップ・ターゲット内のすべての値に適用される合計の有効/無効を切り替えるには、「セクション」などのドロップ・ターゲット名の横にある「合計」ボタンをクリックします。その後、データ項目の「前」などの合計の位置を選択します。合計領域がビューに追加されます。


	
表およびピボット表の合計の見出しに挿入するカスタム・テキストを指定するには、「キャプション」ボックスにテキストを入力します。次の表に、入力するテキストを示します。


	テキスト	説明
	@
	データの値が表示されます。「Region」列に対して合計が指定されており、合計の見出しの「キャプション」ボックスに次のテキストを入力するとします。
- @のすべての値

西部地域の合計の見出しには、次のテキストが表示されます。

- 西部地区のすべての値


	"@"	@記号が表示されます。
	"\"	二重引用符が表示されます。
二重引用符の構文は、単一の文字以外にも使用できます。一般的に、バックスラッシュでエスケープする文字列を二重引用符の内側に使用できます。例:

"1234567890\\abc\\d\"x\"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~"

これは次のように表示されます:

1234567890\abc\d"x"yz!@#$%^&*()-+=_{}[];:'|?/><,.` ~


	"\\"	\記号が表示されます。
	\
	\記号が表示されます。













ピボット表での合計と相対値の表示


ここでのトピック

	
ピボット表でのメジャー列の累計の表示


	
ピボット表でのメジャー列の相対値の表示




「レイアウト」ペインを使用して、ピボット表にメジャー列の合計や相対値を表示できます。



ピボット表でのメジャー列の累計の表示

ピボット表で、数値メジャーを累計で表示できます。累計では、メジャーの連続する各列は、そのメジャーのそれより前のすべてのセルの合計を表示します。このオプションは表示専用の機能であり、実際のピボット表の結果には影響しません。

通常、累計は、複製された属性列または、データを列のパーセンテージで表示するオプションが選択されているメジャー列に対して表示され、最後の値が100パーセントになります。たとえば、累計およびパーセンテージを表示し、翌年の売上目標の$2百万に向けた進捗を表示できます。累計はすべての合計に適用されます。各詳細レベルの累計は別々に計算されます。

累計オプションが選択されている場合、列見出しは影響を受けません。累計オプションが有効であることを示す必要がある場合、列見出しを書式設定できます。

次の使用上のルールが累計に適用されます。

	
累計は、SQL RSUM関数と相容れません(結果は、累計の累計になります)。


	
すべての累計は、新規セクションごとにリセットされます。累計は、セクション内の区切りでリセットされません。セクションをまたがって続くこともありません。


	
メジャーが1つの列または1つの行に表示されない場合、メジャーは、左から右、上から下の順に合計されます。(右下のセルに合計が含まれます。)累計は、行ごとまたは列ごとにリセットされません。




累計をピボット表に表示するには:

	
ビュー・エディタで、ピボット表ビューを開きます。


	
「レイアウト」ペインの「メジャー」領域で、累計される行または列の「詳細オプション」をクリックします。


	
「累計として表示」を選択します。









ピボット表でのメジャー列の相対値の表示

ピボット表で、格納済または計算済のメジャーをパーセントまたは指数に動的に変換できます。これによって、項目の合計に対する相対値が表示されます。明示的に計算項目を作成する必要はありません。0.00から100.00までのパーセンテージ、または0から1までの指数でメジャーを表示できます。

たとえば、ピボット表を使用して製品別の売上を調べる場合、売上メジャーを複製し、合計に対するパーセンテージで表示できます。これによって、各製品の実際の売上と、売上に占めるパーセンテージを表示できます。

ピボット表でメジャー列の相対値を表示するには:

	
ビュー・エディタでピボット表を開きます。


	
「レイアウト」ペインで、相対値で表示する項目の「詳細オプション」をクリックします。


	
(オプション)メジャー列を複製するには、「レイヤーの複製」を選択します。項目が、ピボット表に同じ名前で表示されます。


	
「データの表示形式」を選択します。


	
「パーセント」または「指数」を選択します。


	
「列」、「行」または「セクション」など、適切な値を選択します。

列がピボット表ビューに表示されます。

[image: views20.gifの説明が続きます]



	
列名を変更するには、「詳細オプション」、「見出しの書式設定」の順にクリックします。「書式の編集」ダイアログで、「キャプション」フィールドに値を入力します。

















「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについて


ここでのトピック

	
ドロップ・ターゲットのタイプについて


	
「除外」ドロップ・ターゲットについて


	
様々なビューのドロップ・ターゲットのガイドラインについて




データ・ビューの各エディタには、「レイアウト」ペインが含まれています。「レイアウト」ペインは、グラフ、パフォーマンス・タイル、ピボット表などのビュー・タイプごとに表示が若干異なります。「レイアウト」ペインでは、ビューのデータの配置が示されます。

「レイアウト」ペインで、データ・ビューの列はドロップ・ターゲットに表示されます。ドロップ・ターゲットは、列を挿入、移動またはドロップできる場所を示します。列の有効な位置を表します。各ドロップ・ターゲットには、設定可能なプロパティがあります。ドロップ・ターゲットを使用(ビュー内の別のターゲットに列をドラッグ・アンド・ドロップ)して、データ・ビュー内のデータの配置を変更できます。



ドロップ・ターゲットのタイプについて

データ・ビューには、ビューのタイプに応じて1つ以上の次のドロップ・ターゲットを含めることができます。


	ターゲット	説明
	<view-type>プロンプト	表示するデータを選択できるインタラクティブ結果セットを提供します。このドロップ・ターゲットに表示される列からの値は、初期基準として使用されます。ビューで、これらの値は、選択用のドロップダウン・リスト(ページ・エッジとも呼ばれる)に表示されます。
	セクション	ビューをセクションに分ける領域を挿入します。このドロップ・ターゲットで「スライダとして表示」オプションを選択した場合、このセクション・ドロップ・ターゲットにドロップされる列の値は、一意のビューとしてではなく、セクション・スライダとして表示されます。
	<view-type>領域	描画領域またはビュー自体の本体をシミュレートして、ビューの外観を確認できるようにします。この領域との間で列をドラッグ・アンド・ドロップできます。






表で説明しているドロップ・ターゲット以外に、「レイアウト」ペインには「除外」ドロップ・ターゲットが含まれています。(「除外」ドロップ・ターゲットについてを参照してください。)「レイアウト」ペインには、ビューのタイプに固有の他のドロップ・ターゲットが含まれます。たとえば、レーダー・グラフの「レイアウト」ペインには、円の半径に沿って各線上に点として列値が表示される「レーダー・セクション」ドロップ・ターゲットが含まれます。






「除外」ドロップ・ターゲットについて

データのレイアウトを変更するには、「除外」ドロップ・ターゲットを理解する必要があります。「除外」ドロップ・ターゲットの列はビュー結果には含まれませんが、分析の一部であることに変わりありません。一般に、1つのビューまたはすべてのビューに明示的に追加されていない場合、列は「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。

「除外」ドロップ・ターゲットにある列をビューに表示する必要がある場合は、その列を簡単に移動できます。ビューの「レイアウト」ペインを表示し、「除外」ドロップ・ターゲットから、希望する場所に列をドラッグ・アンド・ドロップするだけです。

列の除外は、列の削除とは異なります。分析から列を完全に削除するには、ビューの「レイアウト」ペインの「詳細オプション」ボタンから「列の削除」オプションを使用します。

分析のビューを様々な方法で作成した後、列を「除外」ドロップ・ターゲットに置きます。たとえば、ビューの右クリック・メニューから「列の除外」を選択できます。エディタでビューを編集して、「サブジェクト領域」ペインからそのビューに列を追加するとします。列は、分析のその他のすべてのビューの「除外」ドロップ・ターゲットに置かれます。






様々なビューのドロップ・ターゲットのガイドラインについて

ビューのレイアウトを変更する際は、「レイアウト」ペインのドロップ・ターゲットについて、次のガイドラインを考慮してください。

	
グラフおよびファンネル・グラフに対するドロップ・ターゲットのガイドライン


	
トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドライン


	
ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドライン






グラフおよびファンネル・グラフに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

グラフおよびファンネル・グラフで、あるドロップ・ターゲットから別のターゲットへ列をドラッグ・アンド・ドロップする場合、次の制限とガイドラインが適用されます。

	
バブル・グラフには、3つ以上のメジャーが必要です。1つのメジャーを横軸にプロットし、別のメジャーを縦軸に、3つ目のメジャーをバブル・サイズ軸にプロットします。


	
パレート・グラフは、メジャーを1つのみ持つことができます。

別のメジャーを「メジャー」ドロップ・ターゲットにドロップすると、メジャーが入れ替わります。つまり、既存のメジャーが、新たにドロップしたメジャーに置き換えられ、自動的に「除外」ドロップ・ターゲットに移動されます。


	
時系列線グラフは、横軸に1つの日付または日時データ列が選択されている必要があります。これは、1つの縦軸を持ちますが、複数のデータ系列がサポートされます。


	
散布図には、2つ以上のメジャーが必要です。たとえば、1つのメジャー列を横軸にプロットし、別のメジャー列を縦軸にプロットします。これらのメジャーは、「グループ化」軸の値としてプロットされます。


	
ファンネル・グラフでは2つのメジャーが使用されますが、1つのみ必須です。2つ目のメジャーを選択しない場合、1つ目のメジャーが2つ目のメジャーとして使用されます。2つのメジャーが選択されている状況で新たにメジャーを選択すると、実際のメジャーのドロップ・ターゲットにある現在のメジャーが新規メジャーで置き換えられます。


	
積上げ棒グラフには、値の比較ができるように2つ以上のメジャーが必要です。









トレリスに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

トレリスのドロップ・ターゲットを操作する際には、次のガイドラインが適用されます。

	
拡張トレリス・ビューでは、トレリスの一番内部の列ヘッダーでメジャーが構成されています。


	
「色の基準」ドロップ・ターゲットおよび「グループ化」ドロップ・ターゲットからメジャーを双方向に移動する際には、次のようになります。

	
1つのメジャーをドラッグすると、それとともにすべてのメジャーが移動されます。(これをスティッキな動作といいます。)


	
新しいメジャーをビューにドラッグすると、新しいメジャーを配置した場所にすべての既存のメジャーが移動されます。





	
可視化の非メジャー・エッジ、「行」ターゲットまたは「列」ターゲットにメジャーを配置するには、メジャーを属性列にまず変換する必要があります。詳細は、列の式の編集を参照してください。


	
属性列を「メジャー」ドロップ・ターゲットからドラッグしても、ドロップ・ターゲットまたはその中のメジャーが属性ととも移動されることはありません。









ツリーマップに対するドロップ・ターゲットのガイドライン

ツリーマップ(制約のある階層型データ)を視覚化するには、「レイアウト」ペイン領域を使用します。大量のデータのトレンドと異常を迅速に見つけ、個別の値を調査できます。

ツリーマップの「レイアウト」ペインは、次の表に記載されているドロップ・ターゲット領域で構成されています。


	領域	ガイドライン
	プロンプト	ツリーマップのフィルタに使用する属性列または階層列(不規則な階層とスキップ・レベル階層を除く)を選択します。
	セクション	ツリーマップの区分に使用する属性列または階層列(不規則な階層とスキップ・レベル階層を除く)を選択します。たとえば、年でグループ化された地域を、売上でサイズ設定し、1年前の売上で色付けするツリーマップを表示するコンテナにできます。
	グループ化	集計値のコンテナを生成または記述するためにスライスされた階層データの最上位レベルを表します。集計値はタイルとして表示されます。
グループ領域では、サイズの基準および「色の基準」領域で指定されたメジャー列のヘッダーまたはグループが作成されます。ツリーマップに複数のデータ列が表示される場合は、グループ化用にタイトル・バーが表示されます。たとえば、年でグループ化された地域を、売上でサイズ設定し、1年前の売上で色付けするツリーマップを表示するコンテナにできます。地域がタイトル・バーに表示されます。


	サイズ基準	親内でのタイルの分布を表します。子のサイズは、親のサイズと常に等しくなります。四角形の各領域は、適用されたフィルタ(プロンプト、地域によるフィルタ処理など)に基づく関連メジャーの集計値です。
	色の基準	同じレベルにあるすべてのタイルでの値の分布を表し、分析にツリーマップに対する質的なパースペクティブを提供する付加的なスコープを追加します。



















4 ダッシュボードの作成


この項では、Oracle BI Enterprise Editionで企業および外部の情報をパーソナライズして表示できるダッシュボードの作成方法について説明します。


トピック:

	
ダッシュボードを作成するための一般的なワークフロー


	
最初のダッシュボードの作成


	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボードでのページの追加と削除


	
ダッシュボードの印刷の準備


	
ブリーフィング・ブック内のダッシュボード・ページの編成


	
デフォルトの選択項目を含むダッシュボード・ページの表示時間の改善


	
パーソナライズ設定の再呼出し


	
ダッシュボード・ページへのリンク




ダッシュボードの作成に関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



ダッシュボードを作成するための一般的なワークフロー

ダッシュボードの作成を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	複数の分析の作成	ダッシュボードに表示するビューの作成が可能な分析を作成します。	最初の分析の作成

	ダッシュボードの作成	ダッシュボードを作成して、分析からのデータを表示します。	最初のダッシュボードの作成

	ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加	コンテンツをダッシュボードに追加して、ビューやプロンプトなどの項目を表示します。	ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加

	ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加	ダッシュボード・ページにプロンプトを追加して、ページ上にコンテンツを誘導します。	ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加

	ダッシュボードへのページの追加	オプションで、1つ以上のページをダッシュボードに追加して、データを様々な方法で表示します。	ダッシュボードへのページの追加

	ダッシュボードに関する個人設定の再呼出し	現在の状態で、またはあらかじめ選択した方法でページを表示できるように、カスタマイズを作成します。	パーソナライズ設定の再呼出し
















最初のダッシュボードの作成

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

企業および外部の情報をパーソナライズして表示できるダッシュボードを作成できます。ダッシュボードは、分析の結果を表示する1つ以上のページから構成されます。

たとえば、販売業績ダッシュボードを作成して、チームの売上を追跡するためのコンテンツを追加できます。分析用の3つのビューとして、パフォーマンス・タイル・ビュー、表ビューおよびツリーマップ・ビューを作成するとします。これらの3つのビューを表示するダッシュボードを作成できます。ダッシュボードに、ビューに表示する値をユーザーが指定できるプロンプトを含めることができます。

[image: dash26.gifの説明が続きます]



ダッシュボードを作成するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「ダッシュボード」を選択します。


	
「新規ダッシュボード」ダイアログで、ダッシュボードの名前と説明を入力します。


	
ダッシュボードを他のユーザーと共有するか、個人で使用するために保存するかを選択します。


	共有または個人用	場所
	他のユーザーと共有する場合	ダッシュボードを他のユーザーと共有し、グローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示しない場合は、ダッシュボードを任意のレベル(「/共有フォルダ/販売/東部」など)に保存します。
ダッシュボードを他のユーザーと共有し、グローバル・ヘッダーの「ダッシュボード」メニューに表示する場合は、ダッシュボードを「/共有フォルダ/最初のレベルのサブフォルダ」に保存します。

ダッシュボードが保存されていない共有フォルダを選択した場合は、そのフォルダ内に「ダッシュボード」新規サブフォルダが自動的に作成されます。

たとえば、ダッシュボードが保存されていない「/共有フォルダ/売上」というフォルダを選択すると、「ダッシュボード」新規フォルダが作成されます。位置のエントリは「/共有フォルダ/売上/ダッシュボード」に変わります。(他のレベルのフォルダを選択した場合、「ダッシュボード」新規フォルダは自動的に作成されません。)


	個人用に保存する場合	「/マイ・フォルダ」フォルダにダッシュボードを保存します。






	
新規ダッシュボードにコンテンツをすぐに追加することを指定します。


	
「OK」をクリックします。

1つの空白ページを含む新規ダッシュボードが、編集用にダッシュボード・ビルダーに表示されます。













ダッシュボードの編集

適切な許可および権限を持つダッシュボードを編集できます。ダッシュボード・ページの追加または削除、列やセクションなどのコンテンツの追加、プロパティおよび設定(印刷オプションなど)の編集を実行できます。たとえば、カタログからブランド売上分析を追加することで、チームの進捗を追跡するためのコンテンツを販売業績ダッシュボードに追加できます。

既存のダッシュボードを編集するには:

	
ダッシュボードを開きます。


	
適切な許可および権限がある場合は、「ページ・オプション」をクリックし、「ダッシュボードの編集」を選択します。ダッシュボード・ビルダーが表示されます。


	
次の表の説明に従って、次の1つ以上のタスクを実行します。


	タスク	詳細
	ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加	ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加

	ダッシュボード・ページの追加	ダッシュボードへのページの追加

	ダッシュボード・ページの削除	ダッシュボード・ページの削除







	
ダッシュボード・ビルダーのツールバーにある「ツール」のオプションを使用して、次の表に記載されているタスクを必要に応じて実行します。


	タスク	詳細
	プロパティの変更	ダッシュボードとそのページのプロパティの変更

	印刷	ダッシュボードの印刷の準備

	ブリーフィング・ブックへの追加	新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加

	ダッシュボードのカスタマイズ	保存済カスタマイズの適用







	
次の表に記載されているいずれかのタスクを必要なときに実行します。


	タスク	アクション
	プレビュー	保存時のダッシュボードの見え方を表示します。
	保存	変更を保存します。
	実行	ダッシュボード・ビルダーを終了し、ダッシュボードに戻ります。











	
ヒント:

Oracle BIコンテンツ内での現在の場所と、Oracle BIコンテンツの移動に使用したパスを把握できます。前の場所に戻るには、ブレッドクラムを使用します。たとえば、販売業績ダッシュボードで、ダッシュボード・エディタからダッシュボードの「City Revenue」タブに移動できます。次に、各都市の郵便番号別の売上にドリルできます。







追加の詳細は、ダッシュボードでのページの追加と削除を参照してください。










ダッシュボードでのページの追加と削除


トピック:

	
ダッシュボードへのページの追加


	
ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加


	
ダッシュボードとそのページのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更


	
ダッシュボード・ページのオブジェクトの削除


	
ダッシュボード・ページの削除






ダッシュボードへのページの追加

新しいページを追加して、ダッシュボードのコンテンツを編成できます。たとえば、最初に、表および棒グラフに地域の売上データが含まれる新しいダッシュボード・ページを追加できます。次に、様々な競合相手のWebサイトへのリンクが含まれる別のページを追加できます。

新規ページをダッシュボードに追加するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
ダッシュボード・ビルダーのツールバーで、「ダッシュボード・ページを追加」をクリックします。


	
「ダッシュボード・ページを追加」ダイアログで、ページの名前と説明を入力し、「OK」をクリックします。

[image: dash28.gifの説明が続きます]



ページが、ダッシュボード・ビルダーの新規タブとして表示されます。


	
「保存」をクリックします。




新規ページの追加後、コンテンツを追加できます。ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加を参照してください。






ダッシュボード・ページへのコンテンツの追加

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

ダッシュボード・オブジェクト(「ダッシュボード・オブジェクト」ペインのすべてのオブジェクト)をダッシュボード・ページに追加できます。また、カタログに保存したオブジェクトを追加することもできます。

たとえば、新しく作成した販売業績ダッシュボードに、チームの進捗を追跡するためのコンテンツを追加できます。これを実行するために、カタログからブランド売上分析を追加できます。

ダッシュボード・ページにコンテンツを追加するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
コンテンツを追加するページに移動します。


	
ダッシュボード・ビルダーで、含める各オブジェクトを追加します。これを実行するには、「ダッシュボード・オブジェクト」ペインまたは「カタログ」ペインでオブジェクトを選択し、「ページ・レイアウト」領域にドラッグ・アンド・ドロップします。

次の表に、追加できるオブジェクトをいくつか示します。


	オブジェクト	説明
	列	ダッシュボード上にコンテンツを配置するための列を追加します。ダッシュボード・ページ上に必要な数の列を作成できます。列は水平方向または垂直方向に配置できます。
	セクション	アクション・リンクや分析など、ページに対するコンテンツを含めるための列内のセクションを追加します。列に対して必要な数のセクションを含めることができます。






	
必要に応じて、「プロパティ」をクリックして各オブジェクトのプロパティを設定します。


	
ダッシュボード・ページ上のビューに表示する値をユーザーが指定できるようにするには、ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加の説明に従ってプロンプトを含めます。


	
「保存」をクリックします。









ダッシュボードとそのページのプロパティの変更

ダッシュボードのプロパティを設定することで、ダッシュボードのスタイルと説明を変更したり、ダッシュボード・レベルで含めるリンクを指定できます。

たとえば、チーム・メンバーがダッシュボード・ページでブランド売上分析を表示するときに選択できるオプションを指定できます。チーム・メンバーには、分析をエクスポート、リフレッシュおよび印刷するオプションを提供できます。

ダッシュボードとそのページのプロパティを変更するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
「ツール」をクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。


	
「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログで、目的のプロパティを変更します。次の表に、プロパティをいくつか示します。


	オプション	説明
	ページ・サイズ	ダッシュボードをコンテンツに合せるか、またはブラウザ・ウィンドウ全体に合せるかを指定します。
	フィルタと変数	ダッシュボード・プロンプトをデフォルト値とともに埋め込む場合に指定します。
	ダッシュボード・レポート・リンク	ダッシュボードの分析に表示するリンク(分析、編集、リフレッシュ、印刷、エクスポートまたはブリーフィング・ブックへの追加)を設定します。
	「適用」ボタンのプロンプト	「リセット」ボタンの表示/非表示を指定します。
	ダッシュボード・ページ	ダッシュボード・ページの非表示、「ブリーフィング・ブックへの追加」の表示、またはダッシュボード・ページを開く前にプロンプトの表示を行います。






	
「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。









ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティの変更

ダッシュボード・ページに追加されたオブジェクトのプロパティを変更できます。たとえば、ブランド売上分析の列プロパティを変更して、見出しを14ポイント、太字、Helveticaフォントで表示するように指定できます。

ダッシュボード・ページのオブジェクトのプロパティを変更するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
オブジェクトが含まれているページに移動します。


	
「ページ・レイアウト」領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」をクリックします。

表示内容は、オブジェクトのタイプによって異なります。一部のオブジェクトでは、プロパティ・ダイアログが表示されます。その他のオブジェクトでは、オプションのメニューが表示されます。


	
プロパティを変更します。次の表に、設定可能なプロパティをいくつか示します。


	ダイアログ	アクション
	区切り	ダッシュボード・ページのレイアウトにページ区切りや列区切りを追加します。
	プロンプト・リンク	プロンプトとともに「編集」リンクを表示するかどうかを指定します。実行時に表示されるこのリンクでは、(適切な権限がある)ユーザーがプロンプトを編集できます。






	
「保存」をクリックします。









ダッシュボード・ページのオブジェクトの削除

オブジェクトの追加後、オブジェクトが不要になった場合、オブジェクトを削除できます。たとえば、前年度のブランド売上分析を、現行年度の分析に置き換えるために販売業績ダッシュボードから削除できます。

ダッシュボード・ページのオブジェクトを削除するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
削除するオブジェクトが含まれているページに移動します。


	
「ページ・レイアウト」領域でオブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「削除」をクリックします。









ダッシュボード・ページの削除

現在のダッシュボード・ページ、または1つ以上のダッシュボード・ページを削除できます。たとえば、販売業績ダッシュボードから2ページ目と3ページ目を削除できます。このようにして、最新のブランド売上分析のページのみを保持します。

現在のダッシュボード・ページを削除するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
削除するページに移動します。


	
「現在のページの削除」をクリックします。


	
削除を確認します。




1ページ以上のダッシュボード・ページを削除するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
「ツール」をクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。


	
削除するページごとに次のことを実行します。

	
ダイアログの「ダッシュボード・ページ」領域で、ページを選択します。


	
「ダッシュボード・ページ」ツールバーで、「削除」をクリックします。

[image: dash08.gifの説明が続きます]



	
削除を確認します。





	
「OK」をクリックします。















ダッシュボードの印刷の準備

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

ダッシュボードは電子フォームに表示するのが一般的です。ダッシュボードのページをPDFまたはHTML形式で参照する場合は、ダッシュボードを簡単に印刷できます。たとえば、外部コンピュータ・デバイスが禁止されているサブライヤの工場を訪問する場合、在庫管理ダッシュボード・ページを印刷することがあります。

ダッシュボード・ページを印刷するには:

	
ダッシュボードを開きます。


	
印刷するダッシュボード・ページに移動します。


	
「ページ・オプション」をクリックして、「印刷」を選択します。


	
「印刷可能PDF」または「印刷可能HTML」を選択します。


	
Adobe Acrobatまたはブラウザ・ウィンドウを開き、そこから印刷します。













ブリーフィング・ブック内のダッシュボード・ページの編成


トピック:

	
新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加


	
ブリーフィング・ブックのコンテンツの編集


	
ブリーフィング・ブックのダウンロード


	
ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加






新規または既存のブリーフィング・ブックへのコンテンツの追加

ダッシュボード・ページまたは個々の分析のコンテンツを、新規または既存のブリーフィング・ブックに追加できます。ブリーフィング・ブックは、ダッシュボード・ページと個々の分析の静的または更新可能なスナップショットの集まりです。たとえば、四半期ごとに地域別売上分析のコンテンツをブリーフィング・ブックに追加できます。これによってデータのスナップショットを四半期ごとにレビューできます。

	
ダッシュボードを開きます。


	
追加するページまたは追加する分析を含むページに移動します。


	
ダッシュボード・ページのコンテンツをブリーフィング・ブックに追加するには、「ページ・オプション」をクリックし、「ブリーフィング・ブックへの追加」を選択します。


	
個々の分析の結果をブリーフィング・ブックに追加するには、ダッシュボードを編集し、「ツール」を選択して、「ページ・レポート・リンク」を選択します。「カスタマイズ」オプションを選択し、「ブリーフィング・ブックへの追加」をクリックします。


	
「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログで、「参照」をクリックします。


	
「名前を付けて保存」ダイアログで、ブリーフィング・ブックに適切な場所を指定します。


	場所	説明
	新規ブリーフィング・ブック	「保存場所」フィールドに、ブリーフィング・ブックを保存する場所を指定します。「名前」フィールドに、ブリーフィング・ブックの名前を入力します。オプションで、「説明」フィールドに説明を入力し、「OK」をクリックします。
	既存のブリーフィング・ブック	ブリーフィング・ブックを選択し、「OK」をクリックします。






	
必要に応じて「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログの残りのフィールドに入力します。

[image: dash11.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。









ブリーフィング・ブックのコンテンツの編集

ブリーフィング・ブックを編集して、コンテンツの並替えや削除、およびコンテンツ・タイプ、ナビゲーション・リンクのプロパティとコンテンツの説明の変更を行えます。たとえば、ブリーフィング・ブックを編集して、ブランド売上分析データの期間を反映するように、コンテンツの説明を変更できます。

ブリーフィング・ブックを編集するには、次のようにします。

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
編集対象のブリーフィング・ブックに移動し、「編集」をクリックします。


	
「ブリーフィング・ブックの編集」ダイアログで、次のようにコンテンツを変更します。

	
コンテンツを選択します。


	
「ページの編集」をクリックして「ページのプロパティ」ダイアログを表示します。


	
コンテンツ・タイプ、更新可能なコンテンツに対するナビゲーション・リンクの数またはコンテンツの説明を、必要に応じて変更します。


	
「OK」をクリックします。





	
コンテンツを並び替えるには、コンテンツを選択して、目的の場所にドラッグ・アンド・ドロップします。


	
コンテンツを削除するには、コンテンツを選択して、「削除」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。









ブリーフィング・ブックのダウンロード

次のことが可能です。

	
コンピュータにブリーフィング・ブックをMHTML形式でダウンロードし、共有してオフラインで表示します。


	
ブリーフィング・ブックをPDF形式でダウンロードし、印刷します。PDF版のブリーフィング・ブックには、自動生成された目次が含まれます。




たとえば、その年度のブランド売上分析をすべて含むブリーフィング・ブックをダウンロードできます。ダウンロード後、Adobe Readerでブリーフィング・ブックを表示して、販売プレゼンテーション用に印刷できます。

ブリーフィング・ブックをダウンロードする手順:

	
グローバル・ヘッダーで「カタログ」をクリックし、カタログ・ページを表示します。


	
ダウンロードするブリーフィング・ブックに移動します。


	
次のいずれかのアクションを実行します。

	
ブリーフィング・ブックをPDF形式でダウンロードするには、「PDF」をクリックし、ファイルを開くか保存します。




	
注意:

ブリーフィング・ブックのPDFファイルを表示または印刷するには、Adobe Readerアプリケーションが必要です。








	
ブリーフィング・ブックをMHTML形式でダウンロードするには、「Webアーカイブ(.mht)」をクリックし、ファイルを開くか保存します。

ダウンロードしたブリーフィング・ブックは.mhtファイル拡張子で保存され、ブラウザで開くことができます。ブリーフィング・ブックを電子メールで送信したり、共有できます。












ダッシュボード・ページへのブリーフィング・ブックのリストの追加

ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加できます。たとえば、ブランド売上分析が保存されているブリーフィング・ブックのリストを販売業績ダッシュボード・ページに追加できます。

ブリーフィング・ブックのリストをダッシュボード・ページに追加するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
ブリーフィング・ブックのリストの追加先のページに移動します。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインから、フォルダ・オブジェクトをセクションにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「ページ・レイアウト」領域でフォルダ・オブジェクトにマウス・ポインタを合せてオブジェクトのツールバーを表示し、「プロパティ」をクリックします。

[image: dash15.gifの説明が続きます]



	
「フォルダ・プロパティ」ダイアログの「フォルダ」フィールドに、リストするブリーフィング・ブックを格納するフォルダを入力します。


	
「展開」ボックスで、フォルダを展開して表示するかどうかを指定します。


	
「OK」をクリックし、「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。















デフォルトの選択項目を含むダッシュボード・ページの表示時間の改善

特定の状況では、ダッシュボード・ページがブラウザに表示されるまでに少し時間がかかる可能性があります。ページが表示される際に、プロンプトの選択項目に基づいてユーザーが分析で表示することを希望していた値が表示されない場合があります。分析のコンテンツがダッシュボード・ページに表示される前に、(デフォルトのプロンプト値を使用せずに)ユーザーによるプロンプト値の指定を可能にできます。このようにコンテンツの表示を最初に確認することによって、デフォルトのプロンプト選択項目を含むページを表示するための待機時間が改善されます。分析のコンテンツは、ユーザーがプロンプトに応答するまでページに表示されません。その他のオブジェクト(ダッシュボード・プロンプト、テキストなど)は表示されます。

たとえば、販売業績ダッシュボード・ページにブランド売上分析を表示する前に、対象とする地域の指定を要求できます。

分析を表示する前に値の指定をユーザーに要求する場合は、次のように処理されます。

	
ページが完全にロードされていないことを示すメッセージがページの上部に表示されます。メッセージによって、プロンプト値を選択して「続行」をクリックすることもユーザーに指示されます。「続行」をクリックすると、ユーザーが指定したプロンプト値を使用して、コンテンツがページに表示されます。ユーザーがプロンプト値を指定しない場合、分析はデフォルトのプロンプト値で表示されます。


	
ページには、まだ表示されていないオブジェクトに関する静的な情報が表示されます。この情報には、オブジェクト名、オブジェクト・ビューを表すアイコン、ビュー名およびオブジェクトの説明(使用可能な場合)が含まれます。


	
「ページ・オプション」メニュー(ダッシュボード・ページ・ツールバーの「ページ・オプション」から表示)の「ダッシュボードの編集」以外のすべてのオプションが無効になります。


	
ダッシュボード・プロンプトの「適用」ボタンは表示されません。かわりに、ユーザーが「続行」をクリックすると、すべてのプロンプト値が自動的に適用されます。




ダッシュボード・ページの表示時間を改善するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
「ツール」をクリックし、「ダッシュボードのプロパティ」を選択します。

「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「ダッシュボード・ページ」領域でページを特定して、「開く前にプロンプト」を選択します。

[image: dash23.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックします。













パーソナライズ設定の再呼出し


トピック:

	
ダッシュボード・ページのカスタマイズの保存


	
保存済カスタマイズの適用


	
保存済カスタマイズの編集


	
現在のカスタマイズのクリア




ダッシュボード・ページを使用している間に、次のタイプの設定を行うことがよくあります。

	
フィルタ


	
プロンプト


	
列のソート


	
分析のドリル


	
セクションの展開と縮小




これらのパーソナライズ設定は、ダッシュボードを閉じるときに保存されません。これらのパーソナライズ設定を再呼出しできるようにするには、設定をカスタマイズとして保存します。保存済カスタマイズを使用すると、最もよく使用する項目を選択した現在の状態でダッシュボード・ページを保存し、後で表示できます。カスタマイズを保存することで、ダッシュボード・ページにアクセスするたびにこれらを手動で選択する必要がなくなります。



ダッシュボード・ページのカスタマイズの保存

自分、または作成者(コンシューマ以外)ロールを持つ他のユーザーが使用するカスタマイズを保存できます。カスタマイズを自分または他のユーザーのダッシュボード・ページのデフォルト・カスタマイズにするかどうかも指定できます。たとえば、販売業績ダッシュボードのカスタマイズを保存できます。カスタマイズによって、権限を持つ営業マネージャは、ブランド売上分析のカスタマイズされたビューを表示できます。

カスタマイズを保存するには:

	
ダッシュボードを開きます。


	
カスタマイズを保存するページに移動します。


	
パーソナライズ設定を行います。


	
「ページ・オプション」をクリックして、「現在のカスタマイズの保存」を選択します。


	
カスタマイズのわかりやすい名前を入力します。


	
カスタマイズの保存対象を指定します。


	対象	アクション
	個人が使用	「ME」を選択します。
	他のユーザーが使用	「その他」を選択して「権限の設定」をクリックします。カスタマイズを使用する権限を持つ作成者アカウントを指定します。






	
カスタマイズをデフォルトとして割り当てるには、「これをこのページのマイ・デフォルトにします。」を選択します。


	
「OK」をクリックします。









保存済カスタマイズの適用

自分で保存したカスタマイズを個人で使用するために適用できます。他のユーザーが保存したカスタマイズを自分用に適用することもできます。たとえば、営業チームのメンバー別ブランド売上分析のカスタマイズ・ビューに対して作成された、共有の営業チーム・カスタマイズを適用できます。

保存済カスタマイズを適用するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
適用するカスタマイズを含むページに移動します。


	
「ページ・オプション」をクリックして、「保存されたカスタマイズの適用」を選択します。

先頭に自分で保存したカスタマイズが表示され、その後に共有の保存されたカスタマイズが表示されます。現在のデフォルト・カスタマイズは太字で表示されます。

[image: dash19.gifの説明が続きます]



	
リスト内の保存済カスタマイズをクリックし、ダッシュボード・ページに適用します。









保存済カスタマイズの編集

カスタマイズの名前変更と削除、およびデフォルトとして使用するカスタマイズの変更を行うことができます。たとえば、デフォルトのカスタマイズを、販売業績ダッシュボードに保存したカスタマイズに変更できます。

保存済カスタマイズを編集するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
編集するカスタマイズが含まれているページに移動します。


	
「ページ・オプション」をクリックし、「保存済カスタマイズの編集」を選択します。


	
必要に応じて、カスタマイズを名前変更または削除したり、デフォルトのカスタマイズを変更します。


	
「OK」をクリックします。









現在のカスタマイズのクリア

フィルタ、プロンプト、列のソート、分析でのドリル、セクションの展開と縮小など、項目に対する選択が希望通りでない場合は、現在のカスタマイズをクリアできます。たとえば、ブランド売上分析の表示を縮小するカスタマイズをクリアできます。

現在のカスタマイズをクリアするには、「ページ・オプション」をクリックし、「マイ・カスタマイズのクリア」を選択します。現在のカスタマイズがクリアされます。












ダッシュボード・ページへのリンク


トピック:

	
ブックマーク・リンクについて


	
ダッシュボード・ページへのリンクの作成




ダッシュボード・ページへのリンクを作成すると、他のユーザーがそのページを表示できるように簡単に設定できます。たとえば、販売業績ダッシュボードへのリンクを作成し、チーム・メンバーにそのリンクを電子メールで送信できます。



ブックマーク・リンクについて

ブックマーク・リンクは、ダッシュボード・ページへのパスとページの状態の全側面を取得するURLです。ブックマーク・リンクを作成すると、次のことができます。

	
リンクをブックマークとして保存し、後でまったく同じページ・コンテンツに戻ることができます。


	
このリンクをコピーして他のユーザーに送信すると、自分が表示している内容とまったく同じコンテンツを他のユーザーが表示できます。送信先のユーザーがこれを実行できるのは、自分と同じ権限がそのユーザーにあり、そのページにアクセスできる場合です。




ブックマーク・リンクを作成すると、ダッシュボード・ページの状態が、非表示のブックマーク・オブジェクトとしてカタログに保存されます。オブジェクトを保存するデフォルトの日数は30日です。






ダッシュボード・ページへのリンクの作成

ダッシュボードのページへのリンクを作成するには:

	
ダッシュボードを開きます。


	
リンクを作成するページに移動します。


	
「ページ・オプション」メニューから、「ブックマーク・リンクの作成」を選択します。







	
注意:

ダッシュボードを新しい結果で置換するように設定されている分析をドリルできます。新しい結果をダッシュボードに直接表示するのではなく、置換を行うことができます。この場合は、新しい結果の下に「ブックマーク・リンクの作成」オプションがリンクとして表示されます。「ページ・オプション」メニューにオプションは表示されません。







リンクがブラウザのアドレス・バーに表示されます。リンクがブックマーク・リンクの場合は、ブックマークとして保存するか、またはコピーして他のユーザーに送信できます。













5 分析用データのフィルタリングと選択


ここでは、分析のデータをフィルタ処理して選択する方法について説明します。


トピック:

	
データをフィルタ処理して選択するための一般的なワークフロー


	
フィルタおよび選択ステップについて


	
列に対するフィルタの作成


	
列に対するフィルタの編集


	
フィルタの再利用


	
保存済分析のフィルタとしての使用


	
高度な手法: ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの相互作用


	
データの選択の修正


	
グループと計算項目を使用したメンバーの操作




分析のためのデータのフィルタと選択に関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



データをフィルタ処理して選択するための一般的なワークフロー

分析に表示するデータのフィルタと選択を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	分析の作成	分析に使用する列を選択して配置します。	最初の分析の作成

	フィルタの作成	分析の実行時に表示される結果を限定します。	列に対するフィルタの作成

	フィルタの編集	フィルタの演算子および値を変更します。	列に対するフィルタの編集

	フィルタの保存	フィルタをカタログまたは分析に保存します。	フィルタの保存

	選択ステップの作成	データを表示するメンバー、新規グループ、既存グループ、新規計算項目および条件を選択します。	選択ステップの作成

	グループの作成	分析に表示される列の値をグループ化します。	グループと計算項目の作成

	計算項目の作成	列の値に関数を適用して、新規の値を計算します。	グループと計算項目の作成
















フィルタおよび選択ステップについて

フィルタと選択ステップの両方を使用して、分析の実行時に表示される結果を限定します。これは、結果が特定の質問に対する回答になることを意味します。分析に対して選択した列とフィルタと選択ステップによって、結果に何が含まれるかが決まります。フィルタの選択ステップに基づき、基準に合う結果のみが表示されます。たとえば、所属する業界によっては、フィルタと選択ステップを使用して、業績上位10名を調べることができます。さらに、特定のブランドの売上金額、最も収益性の高い顧客も調べることができます。

フィルタと選択ステップは列レベル・ベースで適用し、分析でデータを限定する2つの方法を提供します。フィルタは常に、選択ステップが適用される前に列に適用されます。ステップは指定された順序で適用されます。フィルタと選択ステップは様々な点で異なります。

	
フィルタは、問合せの集計前に列に直接適用されます。フィルタは、問合せおよびメジャーの結果値に影響を与えます。たとえば、集計すると100になるメンバーのリストがあるとします。時間の経過とともに、フィルタ基準に合うメンバーが増え、集計が200になります。


	
選択ステップは問合せの集計後に適用され、表示されているメンバーにのみ作用し、結果の集計値には作用しません。たとえば、集計すると100になるメンバーのリストがあるとします。選択ステップを使用してメンバーの1つを削除した場合、集計は100のままです。

選択ステップは列ごとで、列をまたぐことができません。




プロンプトと呼ばれる別の種類のフィルタは、ダッシュボードのすべてのアイテムに適用できます。実行時にプロンプトを使用して、選択ステップおよびフィルタを完了できます。詳細は、ダッシュボードおよび分析でのプロンプトを参照してください。



プロンプト・フィルタについて

プロンプト・フィルタは、演算子が「プロンプトで使用」に設定されているフィルタです。この演算子は、テキスト、数値または日付を含む列に対して有効です。フィルタの列に対して「プロンプトで使用」演算子を選択すると、プロンプトによるフィルタ処理の対象であることを示すフラグが設定されます。プロンプトが使用されると、結果には、プロンプトされた列のデータがユーザーの選択と一致するレコードのみが含まれます。

事前にフィルタ処理された値が要求されないプロンプトに列を含めるには、「プロンプトで使用」演算子を使用する必要があります。

詳細は、フィルタの値の指定と高度な手法: ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの相互作用を参照してください。












列に対するフィルタの作成

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ


トピック:

	
インライン・フィルタおよび名前付きフィルタの作成


	
フィルタの値の指定


	
フィルタの保存




フィルタは、分析の実行時に表示される結果を限定します。分析に対して選択した列およびフィルタによって、結果に含まれる内容が決定されます。表示する必要がある結果のみが表示されるように、フィルタ基準を指定します。

詳細は、フィルタおよび選択ステップについてを参照してください。



インライン・フィルタおよび名前付きフィルタの作成

ほとんどの場合、フィルタは1つの分析でのみ使用するために作成してインラインで保存します。すべての分析やダッシュボードでフィルタを再利用するために、名前付きフィルタを作成することもできます。フィルタを再利用する必要がないかぎり、インライン・フィルタを作成します。

たとえば、営業コンサルタントは、既存のブランド売上分析に表示された結果をフィルタ処理できます。これによって、担当するブランドのみの売上を確認できます。

「基準」タブの「選択された列」ペインからインライン・フィルタを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブの「選択された列」ペインで、列名の横にある「オプション」をクリックし、「フィルタ」を選択します。

「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。フィルタの値の指定を参照してください。




「基準」タブの「フィルタ」ペインからインライン・フィルタを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブの「フィルタ」ペインで、「現在のサブジェクト領域のフィルタを作成」をクリックします。


	
メニューから列名を選択します。

「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。フィルタの値の指定を参照してください。




名前付きフィルタを作成するには:

	
ツールバーで「新規」をクリックし、「フィルタ」を選択します。

[image: filtering06.gifの説明が続きます]



	
「サブジェクト領域」ペインで列をダブルクリックします。

[image: filtering08.gifの説明が続きます]



「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。フィルタの値の指定を参照してください。









フィルタの値の指定

興味のある値のみを分析に表示するフィルタの値を指定できます。たとえば、ブランド売上分析で、フィルタによって分析結果を3年間の第1四半期の値のみに限定できます。この結果、これらの四半期の年度ごとの売上達成状況を知ることができます。

フィルタの値を指定するには:

	
列に対するフィルタの作成の説明に従って、いずれかの手順を完了します。


	
「新規フィルタ」ダイアログで、「次と等しい/次に存在する」など、適切な演算子を選択します。「プロンプトで使用」演算子の詳細は、プロンプト・フィルタについてを参照してください。

[image: filtering11.gifの説明が続きます]



	
リストから値を選択するか、または「検索」アイコンをクリックして、選択対象の他の値を検索します。

[image: filtering12.gifの説明が続きます]



	
(オプション)「フィルタの保護」を選択し、プロンプトでフィルタが上書きされないようにします。詳細は、列に対するフィルタの編集を参照してください。


	
(オプション)「このフィルタをSQLに変換する」を選択します。詳細は、列に対するフィルタの編集を参照してください。


	
「OK」をクリックします。

インライン・フィルタの場合、フィルタは「基準」タブの「フィルタ」ペインに表示されます。

[image: filtering15.gifの説明が続きます]



名前付きフィルタの場合、フィルタは「保存済みフィルタ」ペインに表示されます。

[image: filtering14.gifの説明が続きます]





値を指定した後、フィルタの保存の説明に従って、フィルタを名前付きまたはインラインとして保存します。






フィルタの保存

「フィルタ」ペインでインライン・フィルタを作成するときに、オプションで、インライン・フィルタを名前付きフィルタとして保存できます。インライン・フィルタを名前付きフィルタとして保存した場合は、チームの他のユーザーがこのフィルタを新しい分析で使用できます。名前付きフィルタは、グローバル・ヘッダーからスタンドアロン・オブジェクトとして作成することもできます。

たとえば、カタログ内の共有フォルダに「Quarter」列のフィルタを保存できます。結果として、マネージャがこのフィルタにアクセスできます。四半期を「2011 Q1」、「2012 Q1」および「2013 Q1」に限定するフィルタを保存しているとします。マネージャは、製品売上分析でこのフィルタを使用して、これら四半期のみでの製品の業績を検索できます。

インライン・フィルタを名前付きフィルタとして保存するには:

	
「基準」タブの「フィルタ」ペインで、「詳細オプション」をクリックして「フィルタの保存」を選択します。


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログで、フォルダを指定します。


	
「OK」をクリックします。




名前付きフィルタを保存するには:

	
ツールバーで、「名前を付けて保存」をクリックします。


	
Oracle BIプレゼンテーション・カタログで、フォルダを指定します。


	
「OK」をクリックします。















列に対するフィルタの編集

変更が必要な場合は、インライン・フィルタを編集できます。名前付きフィルタを編集して保存すると、フィルタに対する変更はフィルタが使用される場所に伝播されます。たとえば、「2010 Q1」四半期のデータを含めるように「Quarter」列のフィルタを編集できます。このデータは、フィルタが適用されるすべての分析に伝播されます。

インライン・フィルタを編集するには:

	
「フィルタの編集」ダイアログを表示します。たとえば、「保存済みフィルタ」ペインまたは「基準」タブの「フィルタ」ペインで、フィルタにカーソルを合せます。「フィルタの編集」をクリックします。

[image: filtering17.gifの説明が続きます]



	
「フィルタの編集」ダイアログで、次の表に記載されているオプションに対して選択を変更します。


	オプション	説明
	演算子	「値」フィールドに指定された値に適用する演算子を選択します。「演算子」リストは、実行する機能(フィルタの作成、ダッシュボード・プロンプトの作成など)に基づいて移入されます。また、選択した列のタイプに基づいて移入されます。
たとえば、「値」リストで選択する値より大きい値のみを使用するには、「次より大きい」を選択できます。「値」リストから100,000を選択すると、フィルタによって100,000より大きい列の値が使用されます。この情報を分析に使用して、業績が高い製品に絞り込むことができます。


	値	選択する列のメンバーが含まれているリストで、1つまたは複数の値を指定します。値は、フィールドに手動で入力したり、検索することもできます。
たとえば、分析の「Products」列用に作成したフィルタを編集するとします。「値」フィールドには、列からの製品のリストが格納されます。選択した演算子に応じて、分析に含める1つ以上の製品を選択できます。


	フィルタの保護	フィルタの上書きを尋ねるプロンプトを回避するには、このオプションを選択します。
	このフィルタをSQLに変換する	手動で編集できるSQL WHERE句にフィルタを変換するには、このオプションを選択します。フィルタをSQLコードに変換すると、そのフィルタは「フィルタの編集」ダイアログに表示されなくなり、編集できません。






[image: filtering18.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。













フィルタの再利用

カタログに名前付きフィルタとして保存したフィルタは再利用できます。保存したフィルタは既存の分析に適用できます。たとえば、「Quarter」列のフィルタをブランド売上分析に適用できます。

名前付きフィルタを再利用するには:

	
「基準」タブの「カタログ」ペインで、名前付きフィルタを選択します。


	
「詳細オプションの追加」をクリックします。

[image: filtering21.gifの説明が続きます]



「保存済みフィルタの適用」ダイアログが表示されます。

[image: filtering22.gifの説明が続きます]



	
(オプション)次の両方またはいずれかの方法で名前付きフィルタを追加します。


	オプション	説明
	適用する前に既存のすべてのフィルタを消去する	保存済フィルタを追加する前に、分析から既存のすべてのフィルタを削除する場合は、このオプションを選択します。
	フィルタの参照の代わりにフィルタの内容を適用する	フィルタをインライン・フィルタとして追加するには、このオプションを選択します。フィルタは、「基準」タブの「フィルタ」ペインに追加され、編集可能です。フィルタに対して行った変更は、すべて分析に保存されますが、カタログには保存されません。
フィルタを名前付きフィルタとして追加するには、このオプションを選択解除します。フィルタは、「基準」タブの「フィルタ」ペインに追加され、表示可能ですが、編集不可です。








	
「OK」をクリックします。













保存済分析のフィルタとしての使用

別の分析から返された値に基づいてフィルタを作成できます。値の列を返す任意の保存済分析を使用して、分析内の一致する列をフィルタ処理できます。たとえば、ブランド売上分析の結果に基づいたフィルタを作成できます。

別の保存済分析の結果に基づいてフィルタを作成するには:

	
名前付きフィルタ、またはインライン・フィルタを適用する分析を作成するか、開きます。


	
名前付きフィルタを使用する場合は、「保存済みフィルタ」ペインを探します。「サブジェクト領域」ペインから、フィルタを作成する列を選択します。

インライン・フィルタを使用する場合は、「フィルタ」ペインを探します。「フィルタ」ペインのツールバーから、「現在のサブジェクト領域のフィルタを作成」をクリックします。フィルタを作成する列を選択します。

「新規フィルタ」ダイアログが表示されます。


	
「新規フィルタ」ダイアログの「演算子」フィールドで、「別の分析の結果に基づく」を選択します。


	
「保存済分析」フィールドで、分析へのパスを入力するか、または「参照」をクリックして分析を探します。


	
「次の列の値を使用」メニューから列名を選択します。


	
「関係」フィールドで、フィルタ処理する結果と列の間の適切な関係を選択します。

[image: filtering26.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。













高度な手法: ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの相互作用

プロンプトを様々に組み合せて関連付け、的確で意味のあるデータをユーザーがすばやく簡単にリクエストできるダッシュボードを作成できます。プロンプトの組合せや関連付けによって、ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの対話方法を指定できます。変数プロンプトを組み合せたり、関連付けることはできません。

たとえば、地域ごとの製品の売上高に関する情報を含む分析Aを作成できます。「Region」列には、保護オプションを追加し、次に地域プロンプトを追加します。次に、地域ごとの営業担当者に関する情報を含む分析Bを作成します。地域ごとの都市に関する情報を含む分析Cも作成できます。地域に対するダッシュボード・プロンプトを作成し、保存します。ダッシュボードを作成して、分析A、BおよびCと地域ダッシュボード・プロンプトを追加します。ダッシュボードを実行すると、ダッシュボード・プロンプトの入力によって、分析BとCに表示される内容のみが誘導されます。このシナリオでは、分析Aではダッシュボード・プロンプトで指定されている地域値は使用されません。これは、分析Aの「Region」列のフィルタ値を保護に設定したためです。分析Aでプロンプト値を受け入れる唯一の方法は、ユーザーが地域Aのプロンプト・フィールドにプロンプト値を指定する場合です。

次の表に示すように、プロンプトを組み合せて関連付ける方法は多数あります。


	関連付け方法	説明
	自動関連付け	自動関連付け機能では、列に対して機能するプロンプトを作成すること、つまり、プロンプトをアクティブ化して適用することを前提としています。Oracle BI Enterprise Editionは、分析の作成と列プロンプトの追加に、自動関連付け法を適用します。この自動関連付け方法には、「プロンプトで使用」フィルタ演算子は必要ありません。任意の保護されていないフィルタが使用されます。
フィルタ演算子を「プロンプトで使用」に設定すると、自動関連付け方法より精密なレベルで、プロンプトとフィルタ間の制御を実行できます。詳細は、この表の「フィルタの演算子を「プロンプトで使用」に設定」行を参照してください。


	制約付きプロンプト	この方法をプロンプト内のいくつかの列に使用し、ユーザーのプロンプトの選択肢が後続の選択肢に基づくよう強制します。制約付きプロンプトはプロンプト・オプションのダイアログで設定でき、選択肢を絞るプロンプトを指定します。たとえば、1つの列で地域をフィルタ処理し、次の列で都市をフィルタ処理するとします。これによって、選択した地域の都市のみが表示されるように、都市の列を制約できます。
	フィルタの演算子を「プロンプトで使用」に設定	この方法を使用して、フィルタと相互作用する複雑なプロンプトを作成します。この方法を使用すると、ダッシュボード・プロンプト、インライン・プロンプトおよびフィルタが埋込み分析にどのように適用されるかを完全に制御できます。
詳細は、プロンプト・フィルタについてを参照してください。


	プロンプトで選択ステップをオーバーライドするオプション	この方法を使用すると、分析またはダッシュボードの列プロンプトを使用して、特定のメンバー選択ステップにデータの選択肢が提供されます。フィルタは階層列に使用できないため、選択ステップが、階層列にプロンプトを使用できる唯一の方法です。列の選択ステップ・セットごとに1つの選択ステップのみをプロンプトでオーバーライドできます。オーバーライド・ステップの前後のすべてのステップは指定どおりに処理されます。
選択ステップの詳細は、データの選択の修正を参照してください。選択に使用するプロンプトの作成の詳細は、プロンプトによる選択ステップのオーバーライドを参照してください。


	保護されたフィルタと保護されていないフィルタ	この方法を使用して、該当する列のフィルタ値が「プロンプトで使用」以外に設定されている場合にダッシュボード・プロンプトがインライン・プロンプト値を提供するかどうかを決定します。保護されていないフィルタと保護されたフィルタの設定は、ダッシュボード・プロンプトとインライン・プロンプトが同じダッシュボードにある場合に使用できます。また、両方のプロンプトが同じ列に対して作成されている必要があります。
列のフィルタ値が保護されていない場合、ダッシュボード・プロンプト値によって分析の結果が決まります。フィルタ値が「プロンプトで使用」以外(「次と等しい/次の範囲内にある」など)に設定され、フィルタが保護されたフィルタに設定されているとします。ダッシュボード・プロンプトではレポートの結果は決定できません。
















データの選択の修正


トピック:

	
選択ステップの作成


	
選択ステップの編集


	
再利用するための選択ステップの保存


	
高度な手法: 条件ステップの作成




分析に含めるデータ・メンバーを指定すると、データ・ソースからのデータの選択が作成されます。選択ごとに、特定の列(製品、地理など)に対するメンバー・セットの基準を指定します。各選択は1つ以上のステップで構成されます。ステップは、選択に影響を与える指示(テキスト"ABC"を値に含む製品メンバーの追加など)です。ステップが実行される順序は、データの選択に影響を及ぼします。各ステップはその列のすべてのメンバーに作用するのではなく、前のステップからの結果に増分的に作用します。

詳細は、フィルタおよび選択ステップについてを参照してください。



選択ステップの作成

データ・ソースからのデータの選択基準を指定する際の指示を提供する選択ステップを作成します。分析に列を追加すると、暗黙的な「すべてのメンバーで開始」ステップが追加されます。「すべて」とは、フィルタ適用後の列のすべてのメンバーを意味します。

たとえば、「Office」列のメンバー(Baltimore、AustinおよびAthens)の基準を指定するステップを作成できます。

分析の選択ステップを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブを選択します。


	
ツールバーで選択ステップ・ペインの表示をクリックして、「選択ステップ」ペインを表示します。


	
「次に、新規ステップ」をクリックして、作成するステップの種類を選択します。たとえば、このステップには選択済のメンバーのリストを指定できます。

[image: filtering27.gifの説明が続きます]



選択に基づいて、「新規メンバー・ステップ」、「「既存のグループおよび計算項目の選択」の新規作成」、「新規グループ」、「新規計算項目」または「新規条件ステップ」ダイアログが表示されます。


	
メンバー・ステップの場合は、「アクション」リストから「追加」、「保持のみ」または「削除」を選択します。

次の表に、これらのオプションで実行可能な内容を示します。


	オプション	説明
	追加	このオプションを使用して、選択に選択済メンバーを追加します。
	次のみ保持	このオプションを使用して、選択したメンバーのみを保持し、その他をすべて削除します。
たとえば、選択した販売担当者によって生成された販売のみを保持できます。


	削除	このオプションを使用して、選択から選択済メンバーを削除します。
たとえば、選択から東部地域と西部地域を削除できます。








	
メンバー・ステップを作成する場合は、ステップに含めるメンバーを「使用可能」領域から「選択済」領域に移動します。

[image: filtering28.gifの説明が続きます]



	
グループまたは計算項目が含まれるステップの場合は、既存のグループまたは計算項目を選択したり、それらを新規に作成します。


	
条件が含まれるステップを作成する場合は、適切な条件タイプを選択します。たとえば、「Sales >= Costs」のような内容に対応するには、「X>=Y」を選択します。詳細は、高度な手法: 条件ステップの作成を参照してください。

[image: filtering29.gifの説明が続きます]



	
列の値に使用するアクション、メジャーおよび演算子などの条件に対して適切な値を指定します。


	
「OK」をクリックします。









Editing Selection Steps

既存の選択ステップを編集できます。たとえば、ブランド売上分析の「Offices」列のメンバー・ステップを編集できます。都市のリストに「Augusta」を追加できます。

分析の選択ステップを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブをクリックします。


	
「選択ステップ」ペインで、編集する選択ステップにマウス・ポインタを合せます。


	
ツールバーの鉛筆アイコンをクリックします。選択ステップのタイプに対応するダイアログが表示されます。


	
適切な編集を行います。たとえば、列からステップに1つ以上のメンバーを追加します。


	
「OK」をクリックします。




グループ・オブジェクトとして保存済の選択ステップを編集するには:

	
「カタログ」ペインで、保存済オブジェクトの場所に移動します。


	
「カタログ」ペインのツールバーで、「編集」をクリックします。


	
「グループの編集」ダイアログで、適切な編集を行います。


	
「OK」をクリックします。









再利用するための選択ステップの保存

選択ステップのセットを作成した場合は、それらをカタログにグループとして保存すると再利用できます。たとえば、「Offices」列に対する選択ステップをグループ・オブジェクトとして再利用できます。これを実行すると、ブランド売上分析でそのセットをインラインで使用できます。




	
注意:

選択ステップのセットを保存できるのは、そのセットの列に対するリストに単一の「次で始まる」ステップ以外が含まれている場合のみです。いずれかのステップに計算項目が含まれる場合、ステップのセットは保存できません。







グループの再利用の詳細は、分析でのグループまたは計算項目の再利用を参照してください。

選択ステップをグループ・オブジェクトとして保存するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブで、「選択ステップ」ペインを表示します。


	
列名の一番右にある「選択ステップの保存」をクリックします。

「選択ステップの保存」ダイアログが表示されます。


	
「保存場所」フィールドに、選択ステップを保存する場所を指定します。フィルタを個人で使用するために保持する場合は、「/マイ・フォルダ/サブフォルダ」に保存します。フィルタを他のユーザーと共有する場合は、「/共有フォルダ/サブフォルダ」に保存します。


	
保存した選択ステップの名前を入力します。


	
「OK」をクリックします。

選択ステップはカタログにオブジェクトとして保存されます。









高度な手法: 条件ステップの作成

選択ステップの作成の項では、選択ステップを作成する一般的な手順を説明します。作成可能なステップのタイプの1つが条件ステップです。条件に基づいて列からメンバーが選択されるように指定します。条件は、メジャーや上/下値などを基準にする様々なタイプから1つを指定できます。このメンバー・リストは動的で、実行時に決まります。たとえば、ブランド売上に基づいてメンバーの上位5%を選択できます。

条件ステップを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブを選択します。


	
ツールバーで選択ステップ・ペインの表示をクリックして、「選択ステップ」ペインを表示します。


	
「次に、新規ステップ」をクリックし、「条件の適用」を選択します。


	
「新規条件ステップ」ダイアログで、次の表の説明に従って、作成する条件のタイプを選択します。


	タイプ	説明
	例外	メジャー列の比較値を使用してメンバーを選択します。条件の例は、「Sales > Cost +10%」です。
	上/下	指定したメジャー列でメンバーをランク付けした後、指定した数のメンバーを選択します。メンバーの数、またはメンバー全体における割合を指定できます。条件の例は、「Top 10 based on Sales」および「Top 5%」です。
	一致	テキスト文字列と属性値の一致に基づいてメンバーを選択します。条件の例は、「abcを含む名前」です。このタイプを使用できるのは、データ型が文字列の列のみです。
	時間/序数	時間の範囲および階層レベルに基づいてメンバーを選択します。条件の例は、「From July 2012 to December 2012」です。このタイプを使用できるのは、時間に関係するデータ型を含む列のみです。






[image: filtering29.gifの説明が続きます]



このダイアログに含まれるコンポーネントは、選択したタイプによって若干異なります。


	
「アクション」ボックスで、メンバー用に作成するアクションのタイプを選択します。選択済メンバーを選択に追加したり、選択済メンバーのみを保持してその他の全メンバーを削除することを選択できます。または、選択済メンバーを選択から削除することを選択できます。


	
アクション・タイプの横にあるボックスで、条件ステップ作成の対象となるメンバーの列を選択します。


	
ダイアログの様々なフィールドに適切な値を入力します。たとえば、条件のタイプに基づいて演算子を選択します。たとえば、「例外」タイプに対して「次の範囲内にある」を選択します。


	
「次でオーバーライド」ボックスを使用して、この条件で指定する分析プロンプト、ダッシュボード・プロンプトまたは変数によって値のオーバーライドが可能かどうかを指定します。オーバーライドの対象に応じて、プロンプト、プレゼンテーション変数、セッション変数またはリポジトリ変数で特定の値をオーバーライドできます。

変数タイプを選択した場合は、フィールドに変数の名前を入力します。たとえば、EMPLOYEE_IDという列が含まれるとします。その列の値をオーバーライドするセッション変数としてUSERを指定できます。ユーザーがサインインすると、列値はユーザーのユーザー名に設定されます。変数の詳細は、高度な手法: 変数の格納値の参照を参照してください。

ステップ・リストで、プロンプトまたはプレゼンテーション変数によるオーバーライドを、リスト内の1つのステップのみで可能にすることを指定します。


	
「期間」領域で、メンバーが選択対象のディメンションを除く、分析のすべてのディメンションを修飾します。これは、「例外」または「上/下」タイプの条件ステップを作成する際に行います。ディメンションごとに、含めるメンバーを選択します。特定のメンバーを選択するか、「すべて」を選択して条件の作成時にメンバーを集計することを指定します。たとえば、地域ディメンションを修飾するとします。「新規条件ステップ」ダイアログの条件に値が使用される特定の地域(Eastなど)を選択できます。「すべて」を選択した場合は、すべての地域の値が集計され、条件に使用されます。

「期間」領域を使用して、修飾データ参照(QDR)を作成できます。QDRは、メジャー列に対して1つ以上のディメンションが単一の値を取得することを制限するための修飾子です。QDRは、現在のディメンション・ステータスに影響を与えずにメジャー列値を一時的に参照する場合に便利です。次に示すのは、QDRの例です。

Add members of Total Products (Rgd Sk Lvl) where "A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue", For: Cust Segments Hier: 'Active Singles', 'Baby Boomers' is greater than "A - Sample Sales"."Base Facts"."1- Revenue", For: Cust Segments"

QDRを指定する場合は、ディメンションを制限するために複数のメンバーを指定できます。複数のメンバーを指定した場合は、デフォルト集計を使用してメジャー列値が集計されます。たとえば、単位が100より大きい地域を表示するための条件を作成するとします。また、2010および2011を指定する年ディメンションのQDRを作成し、デフォルト集計が「合計」であるとします。中部地域の2010および2011の値がそれぞれ50および60の場合は、両方の年が表示されます。これらの合計は、指定された100単位を超えています。


	
「OK」をクリックします。















グループと計算項目を使用したメンバーの操作


トピック:

	
グループおよび計算項目について


	
グループと計算項目の作成


	
グループと計算項目の編集


	
グループのコンテンツの表示


	
グループと計算項目の保存


	
分析でのグループまたは計算項目の再利用


	
グループおよび計算項目の削除






グループおよび計算項目について

表、ピボット表、トレリスまたはグラフにデータを表示する方法として、グループまたは計算項目を作成できます。グループおよび計算項目を使用して、データ・ソースに存在しない新規メンバーを列に追加できます。これらのメンバーは、カスタム・メンバーとも呼ばれます。

グループを使用して、メンバーのリストとして、またはメンバーのリストを生成する選択ステップのセットとして、列のメンバーを定義します。グループはメンバーとして表されます。

計算項目はメンバー間の計算で、ドリルできない1つのメンバーとして表されます。計算項目を作成する際は、選択した項目の集計方法に新規メンバーを追加します。合計、平均またはカスタム式を使用して集計できます。






グループと計算項目の作成

[image: ビデオ・アイコン] グループの作成に関するビデオ

[image: ビデオ・アイコン] 計算項目の作成に関するビデオ

グループまたは計算項目を使用して、新しいメンバーを列に追加します。たとえば、モバイル・デバイスに対して生成された売上金額をレビューし、その数字を他の製品タイプと比較できます。「Product」列に対して、折り畳み式携帯電話とスマートフォンが含まれる「Mobile Devices」というグループを作成できます。

分析に対してグループまたは計算項目を作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブのツールバーで、「新規グループ」または「新規計算項目」をクリックします。

「新規グループ」ダイアログまたは「新規計算項目」ダイアログが表示されます。


	
「表示ラベル」に、グループまたは計算項目がビューに表示された際の値を入力します。


	
「値の場所」リストで、グループまたは計算項目に含める値がある列を選択します。


	
計算項目を作成する場合は、計算項目の関数を選択します。


	
適切な列の値を「使用可能」領域から「選択済」領域に移動します。

[image: filtering03.gifの説明が続きます]



	
計算項目で関数として「カスタム式」を選択した場合は、ツールバーを使用して関数に含める数学演算子を選択します。さらに、関数ABSOLUTE、CEILING、FLOOR、ROUND、SQRTも使用できます。

式によって、ビュー内の動的カスタム・グループ化を作成できます。式の中で参照されるすべてのメジャーは、同じ列から取得され、結果に表示される必要があります。式は、他の計算項目に挿入したり、他の計算項目と組み合せることが可能です。

列の名前付き項目を指定するかわりに、$nまたは$-nを指定できます。ここでnは項目の行の位置を示す整数です。$nと指定した場合、メジャーはn番目の行から取得されます。$-nと指定した場合、メジャーは最後からn番目の行から取得されます。

[image: filtering04.gifの説明が続きます]



	
(オプション)計算項目を作成する場合は、「計算項目メンバーをビューから削除」を選択します。

このボックスを使用して、計算項目に含めたメンバーのビューでの表示を抑制します。


	
「OK」をクリックします。




この新しいグループまたは計算項目は、デフォルトで分析のすべてのビューに作成されます。






グループと計算項目の編集

グループと計算項目は、「選択ステップ」ペインまたは「カタログ」ペインから編集できます。表、ピボット表またはトレリスのグループや計算項目も編集できます。たとえば、「Game Station」メンバーと「Plasma Television」メンバーを含めるようにグループを編集できます。

グループまたは計算項目を編集するには、次のいずれかの方法を使用します。


	場所	ステップ
	「選択ステップ」ペイン	グループまたは計算項目へのリンクをクリックし、「編集」をクリックします。
	「カタログ」ペイン(カタログに保存する場合)	オブジェクトを選択し、「編集」をクリックします。
	表、ピボット表またはトレリス(外側エッジ)	グループまたは計算項目を右クリックし、「グループの編集」または「計算項目の編集」を選択します。










グループのコンテンツの表示

グループのコンテンツを表示して、必要なメンバーが含まれていることを確認できます。たとえば、「Product Category」列にカテゴリのグループを作成したとします。グループのコンテンツを表示して、適切なカテゴリが含まれていることを確認できます。

グループのコンテンツを表示するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブをクリックします。


	
表ビューで、グループが格納されているセルを右クリックします。


	
「グループ定義の表示」を選択します。「グループの表示」ダイアログが表示されます。

[image: filtering42.gifの説明が続きます]



	
「閉じる」をクリックします。









グループと計算項目の保存

グループまたは計算項目は、(分析内の)インライン・オブジェクトまたは名前付きオブジェクト(スタンドアロン・オブジェクト)として保存できます。たとえば、ブランド売上分析で再利用するために、モバイル・デバイス・グループを名前付きオブジェクトとしてカタログに保存できます。

グループまたは計算項目をインライン・オブジェクトとして保存するには:

	
グループと計算項目の作成の説明に従って、グループまたは計算項目を作成します。


	
分析とその分析に含まれているグループまたは計算項目を保存するには、「分析の保存」をクリックします。

グループまたは計算項目は、分析の一部として保存されます。




グループまたは計算項目を名前付きオブジェクトとして保存するには:

	
グループと計算項目の作成の説明に従って、グループまたは計算項目を作成します。


	
「分析エディタ」: 「結果」タブで、「選択ステップ」ペインを表示します。


	
グループまたは計算項目のリンクをクリックします。


	
「グループを次の名前で保存」または「計算項目を次の名前で保存」を選択します。

「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。

[image: analysis63.gifの説明が続きます]



	
「保存場所」フィールドにフォルダを入力します。個人で使用するためにグループまたは計算項目を保存する場合は、「/マイ・フォルダ/サブフォルダ」に保存します。グループまたは計算項目を他のユーザーと共有する場合は、「/共有フォルダ/サブフォルダ」に保存します。


	
グループまたは計算項目の名前(必須)および説明(オプション)を入力します。


	
「OK」をクリックします。

グループまたは計算項目がオブジェクトとしてカタログに保存されます。









分析でのグループまたは計算項目の再利用

別の分析で作成された列と同じ列にグループまたは計算項目を追加できます。グループまたは計算項目はメンバーのリストまたは選択ステップのセットのいずれかです。

たとえば、ブランド売上分析を表示して、「Mobile Devices」グループのグループ・メンバーを追加できます。「Mobile Devices」グループのメンバーは、「選択ステップ」ペインの「追加」ステップに含められます。

「カタログ」ペインからグループまたは計算項目を再利用するには:

	
「結果」タブで、適用するグループまたは計算項目の選択と同じ列が含まれる分析を表示します。


	
「カタログ」ペインで、グループまたは選択項目を選択します。

[image: views11.gifの説明が続きます]



	
「カタログ」ペインのツールバーで、「詳細オプションの追加」をクリックします。


	
グループまたは計算項目自体を追加する場合は、「追加」を選択します。グループまたは計算項目のメンバーを追加する場合は、「メンバーの追加」を選択します。




「メンバー・ステップの編集」ダイアログからグループまたは計算項目を再利用するには:

	
「結果」タブで、適用するグループまたは計算項目の選択と同じ列が含まれる分析を表示します。


	
「選択ステップ」ペインを表示します。


	
該当の列のエントリにある鉛筆アイコンをクリックします。

「メンバー・ステップの編集」ダイアログが表示されます。


	
「アクション」メニューから、「グループまたは計算項目で開始」を選択します。


	
保存済のグループまたは計算項目を「使用可能」領域から「選択済」領域に移動します。


	
「OK」をクリックします。




「選択ステップ」ペインからグループまたは計算項目を再利用するには:

	
「結果」タブで、適用するグループまたは計算項目の選択と同じ列が含まれる分析を表示します。


	
「選択ステップ」ペインで、適切な列に対して「次に、新規ステップ」を選択します。


	
「グループまたは計算項目の追加」を選択します。


	
「既存のグループおよび計算項目の選択」を選択します。

[image: filtering39.gifの説明が続きます]



	
結果のダイアログで、「使用可能」領域からグループまたは計算項目を選択して「選択済」領域に移動します。


	
「OK」をクリックします。









グループおよび計算項目の削除

インラインおよび名前付きのグループと計算項目を削除できます。たとえば、分析で折り畳み式携帯電話とスマートフォンの組合せが不要になったとします。「Mobile Devices」グループを削除できます。

インライン・グループまたはインライン計算項目を削除するには:

	
「分析エディタ」: 「結果」タブで、削除するグループまたは計算項目を含むセルを右クリックします。


	
「削除」をクリックします。




名前付きグループまたは名前付き計算項目を削除するには:

	
グローバル・ツールバーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、グループまたは計算項目を特定します。


	
グループまたは計算項目で「詳細」をクリックします。


	
「削除」を選択します。
















6 分析とダッシュボードでのプロンプト


この項では、分析とダッシュボードに表示するための値をリクエストするプロンプトを作成する方法を説明します。


トピック:

	
分析およびダッシュボードでプロンプトを作成するための一般的なワークフロー


	
プロンプトの作成


	
列プロンプトの編集


	
ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加




分析とダッシュボードにおけるプロンプトに関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



分析およびダッシュボードでプロンプトを作成するための一般的なワークフロー

分析とダッシュボードで表示するための値をリクエストするプロンプトの作成を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	分析の作成	分析に使用する列を選択して配置します。	最初の分析の作成

	列プロンプトの作成	プロンプトを作成して、表示されたデータをフィルタ処理します。	列プロンプトの作成

	プロンプトの編集	プロンプトを編集すると、そのプロンプトが使用されるすべての場所でプロンプトが変更されます。	列プロンプトの編集

	ダッシュボード・ページへの列プロンプトの追加	新規または既存のダッシュボードにプロンプトを追加します。	ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加
















プロンプトの作成


トピック:

	
列プロンプトの作成


	
変数プロンプトの作成


	
プロンプトによる選択ステップのオーバーライド






列プロンプトの作成

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

プロンプトを使用して、表示するデータをフィルタ処理できます。列プロンプトを使用すると、ユーザーはダッシュボードを表示して、ダッシュボードの表示内容に影響を与える列の値を選択できます。次の手順を使用して作成します。

	
1つ以上のダッシュボードに適用できる名前付き列プロンプト。詳細は、ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加を参照してください。


	
分析に埋め込まれるインライン列プロンプト。たとえば、特定のブランドについて分析をレビューできるように、ブランド売上分析にプロンプトを追加できます。分析の列にプロンプトを直接追加します(インライン・プロンプト)。




列プロンプトを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「プロンプト」タブの「定義」ペインで、「新規」をクリックして、プロンプト・タイプの選択リストにアクセスします。「列プロンプト」を選択し、適切な列を選択します。


	
(オプション)「式の編集」をクリックして、列式を変更します。詳細は、列の式の編集を参照してください。

SQL CASE文を分析の列インスタンスに追加し、そのCASE文をプロンプト内で使用するとします。同じSQL CASE文をプロンプトの列式に指定する必要があります。


	
「ラベル」フィールドに列フィルタ・プロンプトのキャプションを入力して、デフォルト・ラベルを変更します。キャプションは、プロンプトのフィールド・ラベルとして表示されます。たとえば、「Select a currency.」と入力します。


	
「説明」フィールドに、プロンプトの短い説明を入力します。この説明はツールチップ・テキストになり、ユーザーがダッシュボードまたは分析でプロンプトのラベルにマウス・ポインタを合せると表示されます。


	
「演算子」リストから、使用する演算子(「次より大きい」など)を選択します。実行時にユーザーに演算子を選択させる場合は、「*ユーザーにプロンプトする」演算子を選択します。

プロンプトの値選択リストにグループを含むプロンプトを作成する場合は、演算子を「次と等しい/次に存在する」または「次と等しくない/次に存在しない」のいずれかに設定する必要があります。グループの詳細は、グループおよび計算項目についてを参照してください。


	
「ユーザー入力」フィールドで、プロンプト・インタフェースでユーザーに入力を要求する方法を選択します。たとえば、ラジオ・ボタンを使用してプロンプト値を1つのみ選択するようユーザーに要求します。

[image: prompts1sma.gifの説明が続きます]



	
指定したユーザー入力のタイプに応じて、「ユーザー入力 値」フィールドに適切な値を入力します。たとえば、ユーザーが、列によって提供される値ではなく、作成されたプロンプト値のリストから値を選択できるように指定するには、「カスタム値」を選択します。


	
「オプション」セクションでプロンプト・オプションを選択して、リスト値の表示およびユーザーとプロンプトとの相互作用を指定します。プロンプト・オプションは、ユーザー入力タイプと、選択したリスト値のタイプによって異なります。

[image: prompts1b.gifの説明が続きます]



	
「デフォルトの選択」フィールドで、ユーザーに最初に表示するプロンプト値を選択します。デフォルト・タイプを選択すると、特定の値を選択するか、デフォルト値の決定方法を指定するフィールドが表示されます。たとえば、「SQLの結果」を選択した場合は、値リストを生成するSQL文を指定する必要があります。


	
「OK」をクリックします。

新しいプロンプトが「定義」ペインに表示されます。


	
エディタで「プロンプトの保存」をクリックするか、分析を保存します。


	
「定義」ペインの矢印ボタンを使用して、選択したプロンプトを並べ替えます。プロンプトの並べ替えによって、実行時に選択肢がユーザーに表示される順序を制御します。


	
「定義」ペインで「新規行」または「新規列」をクリックして、プロンプト・ページに適用するレイアウトのタイプを選択します。行ベースのレイアウトでは、プロンプトが水平方向に編成されるのでスペースを節約できます。列ベースのレイアウトでは、整理された列にプロンプトが整列されます。「定義」表の「新規列」または「新規行」列で、プロンプト・ページに新規の列または行を追加する場所に対応するボックスをクリックします。


	
「表示」ペインを使用して、サンプル・データによるプロンプトをレビューします。または、「定義」ペインのツールバーで「プレビュー」(使用可能な場合)をクリックし、実際のプロンプト値によるプロンプトを表示します。




ダッシュボードでの列プロンプトの使用については、ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加を参照してください。






変数プロンプトの作成

変数プロンプトでは、ユーザーは、変数プロンプトに指定されている値を選択してダッシュボードに表示できます。変数プロンプトは列に依存しませんが、列を使用することはできます。たとえば、変数プロンプトを使用して、ユーザーが既存のデータを指定して販売予測を行えるようにします。販売予測という変数プロンプトを作成し、変数プロンプトの値に10パーセント、20パーセントおよび30パーセントを指定することがあります。地域と売上金額の列を含む分析を作成します。売上金額の列式に乗算の演算子を選択し、販売予測変数を挿入します。ユーザーは、この分析を実行する際、売上金額の列の再計算に使用するパーセンテージを選択します。

変数プロンプトを作成するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「プロンプト」タブを表示します。


	
「プロンプト」タブの「定義」ペインで、「新規」、「変数プロンプト」の順にクリックして、「新規プロンプト」ダイアログを表示します。

[image: prompts08.gifの説明が続きます]



	
「プロンプト対象」フィールドで、作成する変数のタイプを選択し、変数の名前を入力します。この変数名は、ユーザーによって指定された変数プロンプト値を表示させる分析またはダッシュボードに追加する名前になります。


	
「ラベル」フィールドに、変数フィルタ・プロンプトのキャプションを入力します。キャプションは、プロンプトのフィールド・ラベルとして表示されます。


	
「説明」フィールドに、プロンプトの短い説明を入力します。この説明はツールチップ・テキストとして表示され、ユーザーがダッシュボードまたは分析でプロンプトのラベルにマウス・ポインタを合せると表示されます。


	
「ユーザー入力」フィールドで、プロンプト・インタフェースでユーザーに入力を要求する方法を選択します。たとえば、ラジオ・ボタンを使用してプロンプト値を1つのみ選択するようユーザーに要求します。


	
「選択リスト」、「チェック・ボックス」、「ラジオ・ボタン」、「リスト・ボックス」のいずれかのユーザー入力タイプを選択した場合、プロンプトの値のリストも指定する必要があります。


	
「オプション」セクションでプロンプト・オプションを選択します。プロンプト・オプションは、選択したユーザー入力タイプによって異なります。プロンプト・オプションによって、ユーザーとプロンプトの対話方法をさらに指定できます。たとえば、ユーザー入力が必須かどうかなどです。


	
「デフォルトの選択」フィールドで、ユーザーに最初に表示するプロンプト値を選択します。特定の値を選択すると、「デフォルト値」フィールドが表示され、値を入力できます。


	
「OK」をクリックすると、プロンプトが「定義」ペインに表示されます。


	
変更を保存します。









プロンプトによる選択ステップのオーバーライド

ダッシュボード・プロンプトかインライン・プロンプトで選択ステップをオーバーライドすることができます。たとえば、Products.Brand選択ステップをBizTechおよびFunPodメンバーが指定された列プロンプトでオーバーライドするように指定できます。

列プロンプトによる選択ステップのオーバーライドを許可するには:

	
編集する分析を開きます。


	
分析の列を指定した後、「選択ステップ・ペインの表示/非表示」を選択して「選択ステップ」ペインに移動します。


	
分析に対する選択ステップを指定します。

[image: prompts2.gifの説明が続きます]



	
列プロンプトでオーバーライドする選択ステップを決定して、「編集」をクリックします。適切なステップの編集ダイアログが表示されます。


	
このダイアログで、「プロンプトでオーバーライド」を選択します(そのステップのタイプに対して使用可能である場合)。


	
「OK」をクリックし、分析を保存します。















列プロンプトの編集

保存済のダッシュボード・プロンプトまたはインライン・プロンプトを編集して、プロンプトが使用される場所にその変更を伝播できます。たとえば、「Brand」列のプロンプトを編集して、選択リストへのユーザー入力を変更できます。この変更は、プロンプトが使用されるブランド売上分析に伝播されます。

プロンプトを編集するには:

	
「プロンプト」タブの「定義」ペインで、対象のプロンプトをダブルクリックして開きます。


	
「プロンプトの編集」ウィンドウで、適切に変更を行います。たとえば、プロンプトのラベルを変更したり、選択リストへのユーザー入力を変更します。

[image: prompts3.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。


	
「プロンプトの保存」をクリックします。プロンプトが使用される場所に変更が伝播されます。













ダッシュボード・ページへのプロンプトの追加

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

ダッシュボードまたはダッシュボード・ページにプロンプトを追加できます。たとえば、「Brand」列のダッシュボード・プロンプトを作成できます。販売業績ダッシュボードにプロンプトを追加して、ダッシュボード・ページ上にコンテンツを誘導します。「Brand」に対して「プロンプトで使用」演算子を使用するフィルタを追加し、プロンプトによるフィルタ処理の対象として列をフラグ付けします。プロンプトが使用されると、結果には、プロンプトされた列のデータがユーザーの選択と一致するレコードのみが含まれます。

詳細は、プロンプト・フィルタについてを参照してください。

ダッシュボード・ページにダッシュボード・プロンプトを追加するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
ダッシュボード・ビルダーの「カタログ」ペインで、分析などのオブジェクトを特定し、ダッシュボード・ページのセクションにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
ダッシュボード・ビルダーの「カタログ」ペインで、ダッシュボード・プロンプトを特定し、ダッシュボード・ページのセクションにドラッグ・アンド・ドロップします。

ダッシュボード・プロンプトがダッシュボード・ページに追加されます。


	
プロンプトの「適用」ボタンおよび「リセット」ボタンをダッシュボード・ページに含めるかどうかを指定するには、ダッシュボード・ビルダーのツールバーで「ツール」をクリックします。次に、「現在のページのボタンをプロンプト」を選択して、「「適用」ボタン」または「「リセット」ボタン」を選択し、次のいずれかのオプションを選択します。


	オプション	説明
	プロンプト設定の使用	プロンプト・エディタのプロンプト定義での指定に従って、ボタンを使用します。
	「すべての「適用」ボタンの表示」または「すべての「リセット」ボタンの表示」	プロンプトに関するボタンを表示します。
	「すべての「適用」ボタンの非表示」または「すべての「リセット」ボタンの非表示」	プロンプトに関するボタンを非表示にします。









	
注意:

これらのオプションはダッシュボード・ページに適用され、プロンプト定義およびダッシュボードのプロパティに対する「適用」ボタンと「リセット」ボタンの設定がオーバーライドされますが、例外が1つあります。「ダッシュボードのプロパティ」ダイアログの「「適用」ボタンのプロンプト」および「「リセット」ボタンのプロンプト」フィールドが「ページ設定の使用」に設定されている場合、設定はオーバーライドされません。








	
ダッシュボードのツールバーにある「保存」をクリックします。


	
ダッシュボード・ページをプレビューするには、ダッシュボードのツールバーにある「プレビュー」をクリックします。














7 分析のインタラクティブ化


この項では、分析をインタラクティブ化する方法を説明します。


トピック:

	
分析をインタラクティブにするための一般的なワークフロー


	
再利用するための名前付きアクションの作成


	
インライン・アクションの作成


	
分析へのアクションの追加


	
ダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
名前付きアクションの編集と削除


	
分析に追加されたアクションまたはアクション・リンクの編集と削除


	
ダッシュボード・ページに追加されたアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューの編集と削除


	
分析内のインライン・アクションのカタログへの保存


	
ダッシュボード内のインライン・アクションのカタログへの保存


	
名前付きアクション実行の適切性検証




分析へのアクション追加によるインタラクティブ化の詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



分析をインタラクティブにするための一般的なワークフロー

分析のインタラクティブ化を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	分析の作成	分析に使用する列を選択して配置します。	再利用するための名前付きアクションの作成

	名前付きアクションの作成	アクションを作成し、カタログに保存します。	再利用するための名前付きアクションの作成

	インライン・アクションの作成	アクションを作成し、分析とともに保存します。	分析へのアクションの追加

	分析へのアクションの追加	アクションを分析の列値に追加します。	分析へのアクションの追加

	ダッシュボードへのアクションの追加	アクションまたはアクション・メニューをダッシュボードに追加します。	ダッシュボード・ページへのアクションの追加

	名前付きアクションの確認	名前付きアクションを実行してテストします。	名前付きアクション実行の適切性検証
















再利用するための名前付きアクションの作成

エンド・ユーザーが関連コンテンツおよびWebページに移動できるアクションを作成できます。他のBIコンテンツやWebページと簡単にリンクできるようにするアクションを、分析とダッシュボードのページに含めることができます。ユーザーがアクションを実行するには、分析内の列の見出しおよび列の値に埋め込まれたアクション・リンクをクリックします。グラフなどのビュー、表内やピボット表内の総計にあるリンクをクリックすることもできます。詳細は、分析へのアクションの追加、ダッシュボード・ページへのアクションの追加および分析への相互作用の追加を参照してください。

アクションをカタログに保存して再利用できるように、名前付きアクションを作成します。たとえば、「Navigate to Company Home」という名前付きアクションを作成できます。このアクションによって、会社のホーム・ページが表示されます。このアクションをカタログに保存すると、アクションをブランド売上ダッシュボードの複数ページに含めることができます。

名前付きアクションを作成するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「新規」をクリックし、「アクション」を選択します。

[image: actions01.gifの説明が続きます]



	
作成するアクションのタイプを選択します。

[image: actions02.gifの説明が続きます]



URLを使用して、BIコンテンツまたはWebページに移動できます。BIコンテンツに移動すると、作成したアクションによって、選択されたブランドに対する会社の売上のグラフを表示できます。かわりに、会社のWebサイトのホーム・ページなど、Webページに移動することもできます。


	
ナビゲーション・コンテンツを指定します。BIコンテンツに移動する場合は、分析またはダッシュボードを選択します。Webページに移動する場合は、「URL」フィールドにそのページのURLを指定します。


	
(オプション)URL内にパラメータ値を埋め込むには、「パラメータの定義」をクリックして「パラメータの定義」リストを表示します。


	
「パラメータの追加」をクリックします。


	
パラメータの列値を指定します。たとえば、「Webページにナビゲート」アクションのURL内の任意の場所にパラメータ値を埋め込むことができます。@{Name}の値を入力します("Name"は「名前」列に指定されている値です)。任意の数のパラメータを埋め込むことができます。

[image: actions05.gifの説明が続きます]



固定、非表示またはオプションのパラメータを定義できます。


	タイプ	説明
	固定	固定パラメータは表示できますが、ユーザーはその値を設定できません。
	非表示	非表示パラメータは表示不可であり、ユーザーはその値を設定できません。(非表示であることは、パラメータがセキュアであることではないことに注意してください。)
	オプション	オプション・パラメータは、アクションの実行に値を必要としません。









	
注意:

BIコンテンツにナビゲートするアクションの場合、パラメータは自動的にソースからターゲットに渡されます。ある分析から別の分析に移動する際、ターゲット分析のフィルタで使用されるフィールドと同じ論理名のフィールドがデータのソース行に含まれている場合は、このフィールドの値がパラメータとして渡されます。フィルタの演算子を「プロンプトで使用」または「次と等しい/次に存在する」に設定する必要があることに注意してください。








	
(オプション)「オプション」をクリックして「アクションのオプション」ダイアログを表示し、アクションの実行時に表示される情報をカスタマイズします。

[image: actions23.gifの説明が続きます]



	
カスタマイズを指定します。次の表では、一部のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	アクションのヘルプのテキスト	アクション・パラメータ値を指定するために表示されるダイアログのテキストを指定します。テキストにURLリンクを埋め込むには、トークン@{URL}を使用します。URLリンクは、トークンに置き換えられます。
	リンクURL	アクション・パラメータ値を指定するダイアログのテキストの下またはテキスト内にURLを表示するように指定します。たとえば、実行するアクションの詳細情報が提供されるURLに移動するリンクを表示できます。
@{URL}トークンをテキストに埋め込む場合は、URL(または指定されているURLラベル)がテキスト内に表示されます。トークンをテキストに埋め込まない場合は、URL(または指定されているURLラベル)がテキストの下に表示されます。








	
「OK」をクリックします。


	
「アクションの保存」をクリックします。


	
アクションを保存するための情報を指定します。













インライン・アクションの作成

インライン・アクションは、使用時に定義し、名前を付けてカタログに保存しないアクションです。かわりに、分析またはダッシュボード・ページの一部としてアクションを保存します。たとえば、ブランド売上分析に、商談詳細Webサイトへのアクション・リンクが記載されたインライン・アクションを保存することができます。

インライン・アクションは、次の場合に作成します。

	
分析を作成し、アクション・リンクを使用して、新規アクションを列見出し、列値または階層レベル値に追加します。

詳細は、分析へのアクションの追加を参照してください。


	
ダッシュボード・ページを編集し、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを使用して、新規アクションをページに追加します。

詳細は、ダッシュボード・ページへのアクションの追加を参照してください。













分析へのアクションの追加

アクション・リンクを使用して、アクションを分析の列見出し、列値または階層レベル値に追加できます。

たとえば、ブランド売上分析を編集して、アクション・リンクを提供するアクションを追加できます。このリンクを使用して、営業コンサルタントは商談詳細Webサイトに移動できます。コンサルタントは、商談名または商談IDのプロンプトに応じることでサイトで商談を問い合せることができます。

アクションを分析に追加するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブで、列の「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」を選択します。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
「列見出し」領域または「値」領域の「プライマリ相互作用」ボックスで、「アクション・リンク」を選択して「アクション・リンク」領域を表示します。

[image: actions08.gifの説明が続きます]



	
新規アクションを追加するには、次のようにします。

アクションが列またはレベルに対するシステム全体のデフォルトとして保存されている場合は、「アクション・リンクの追加」をクリックし、「新規アクション・リンク」を選択します。

列またはレベルに対するシステム全体のデフォルトとして保存されているアクションがない場合は、「アクション・リンクの追加」をクリックします。

「新規アクション・リンク」ダイアログが表示されます。


	
「リンク・テキスト」フィールドに、関連付けられているアクションを実行するリンクとして表示するテキストを入力します。


	
次のようにアクションを作成または追加します。

インライン・アクションを作成するには、「新規アクションの作成」をクリックしてアクションのタイプを選択し、アクションの設定を指定します。

名前付きアクションを追加するには、「既存のアクションの選択」をクリックし、「アクションの選択」ダイアログを完成します。「パラメータ・マッピングの編集」ダイアログで、関連するパラメータを指定します。


	
「新規アクション・リンク」ダイアログで「OK」をクリックし、アクション・リンクを「相互作用」タブの「アクション・リンク」領域に追加します。


	
追加する各アクション・リンクに対して、前の手順を繰り返します。


	
オプションで、「実行時に使用可能なアクション・リンクが1つのみの場合はポップアップに表示しない」を選択します。実行時に使用できるアクション・リンクが1つのみの場合は、そのアクション・リンクが選択用メニューに表示されずに即時に実行されます。


	
次の3つすべてに当てはまる場合は、「合計に対して有効化」を選択します。分析に合計または総計が含まれています。関連する列にアクション・リンクが含まれています。列と合計または総計の両方にアクション・リンクを適用する必要があります。このオプションは列見出しアクション・リンクには適用されず、デフォルトではこの動作はオフになっています。


	
「OK」をクリックして「列のプロパティ」ダイアログを閉じ、分析を保存します。













ダッシュボード・ページへのアクションの追加


ここでのトピック

	
アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加


	
アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加






アクション・リンクを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加

アクションを追加する「アクション・リンク」オブジェクトをダッシュボード・ページのセクションに追加することによって、ダッシュボード・ページにアクションを追加できます。1つ以上のアクション・リンクが含まれるダッシュボード・ページの場合、ユーザーはリンクをクリックして、関連付けられているアクションを実行できます。たとえば、販売業績ダッシュボード・ページを編集して、アクション・リンクを提供するアクションを追加できます。このリンクによって、外部の商談詳細Webサイトに移動します。販売コンサルタントは、商談名または商談IDのプロンプトに応じることでサイトで商談を問い合せることができます。

アクション・リンクを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加するには:

	
編集するダッシュボード・ページを開きます。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインからダッシュボード・ページに「アクション・リンク」オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
「アクション・リンク」オブジェクトの「プロパティ」をクリックし、「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示します。

[image: actions16.gifの説明が続きます]



	
ダイアログのフィールドに入力します。次の表では、一部のフィールドについて説明します。


	フィールド	説明
	リンクを新規ウィンドウで開く	このオプションを選択すると、リンクは新しいブラウザ・ウィンドウまたはタブで開きます。このオプションの選択を解除すると、リンクは同じブラウザ・ウィンドウまたはタブで開きます。
このアクション・リンクに対する名前付きアクションがある場合、このコンポーネントのデフォルト値は名前付きアクションの定義によって決まります。つまり、「アクションのオプション」ダイアログの「アクションの起動」タブの「新規ウィンドウに開く」コンポーネントに指定した値によります。このデフォルト値はオーバーライドできます。ここで設定した値によって、新規ウィンドウまたは新規タブでリンクを開くかどうかが最終的に決定されます。


	ブリーフィング・ブックに追加	このオプションを選択すると、アクション・リンクに関連付けられているアクションをブリーフィング・ブックで実行できます。たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数は、0より大きい必要があります。ブリーフィング・ブック・アイコンが、ダッシュボード・ページのアクション・リンクの左およびブリーフィング・ブックに表示されます。アイコンは、アクションを実行できることを示します。
たどるブリーフィング・ブック・ナビゲーション・リンクの数を設定できます。「ブリーフィング・ブックのコンテンツの保存」ダイアログまたは「ページのプロパティ」ダイアログを使用します。

このオプションの選択を解除すると、アクションはブリーフィング・ブックで実行できません。

ブリーフィング・ブック内のダッシュボード・ページの編成を参照してください。








	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボード・ビルダーの「保存」をクリックして、ダッシュボード・ページを保存します。









アクション・リンク・メニューを使用したダッシュボード・ページへのアクションの追加

ダッシュボード・ページのセクションにアクション・リンク・メニュー・オブジェクトを追加することによって、ダッシュボード・ページにアクションを追加できます。アクション・リンク・メニュー・オブジェクトにアクション・リンクを追加します。アクション・リンク・メニューが含まれるダッシュボード・ページの場合、ユーザーはアクション・リンク・メニューから選択して、アクションを実行できます。たとえば、販売業績ダッシュボードのページにアクション・リンク・メニューを追加できます。このメニューを使用して、営業コンサルタントは外部の商談詳細Webサイトまたは内部のブランド売上ダッシュボード・ページに移動できます。

アクション・リンク・メニューを使用して、アクションをダッシュボード・ページに追加するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
「ダッシュボード・オブジェクト」ペインからダッシュボード・ページに「アクション・リンク・メニュー」オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。


	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」をクリックし、「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログを表示します。

[image: actions22.gifの説明が続きます]



	
アクション・リンクをメニューに追加します。


	目標	手順
	ページにすでに存在するアクション・リンクを追加します。	アクション・リンク・メニュー・オブジェクトに既存のアクション・リンク・オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップします。
	新規アクション・リンクを追加します。	「追加」をクリックして「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログを表示し、ダイアログを完成します。
	アクション・リンクのリストを並べ替えて、アクション・リンク・メニューの表示順序を変更します。	リストの右側にある矢印を使用します。






	
「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
ダッシュボード・ビルダーで、「保存」をクリックして、ダッシュボード・ページを保存します。















名前付きアクションの編集と削除

既存の名前付きアクションは編集できます。たとえば、販売業績ダッシュボードの「Navigate to Brand Revenue」アクションを、新しく作成した分析に移動するように編集できます。

名前付きアクションを編集するには:

	
カタログ内のアクションに移動します。


	
「編集」をクリックします。

「アクションの編集」ダイアログが表示されます。

[image: actions27.gifの説明が続きます]



	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクションの保存」をクリックします。




名前付きアクションを削除することができます。たとえば、売上の数字を表示するために作成した分析にナビゲートするアクションを削除することができます。これは、分析が古くなり、置き換える場合に行います。

名前付きアクションを削除する手順:

	
カタログ内のアクションに移動します。


	
「その他」をクリックし、「削除」を選択します。

名前付きアクションは削除されます。













分析に追加されたアクションまたはアクション・リンクの編集と削除

アクション・リンクは、アクションを実行するホット・リンクとして使用します。たとえば、「Navigate to Brand Revenue」というアクション・リンクを作成できます。このリンクによって、売上の数字を表およびグラフに表示する分析に移動するアクションが実行されます。

分析に追加されているアクションまたはアクション・リンクを編集するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブで、列の「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」を選択します。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「アクション・リンクの編集」をクリックして「アクション・リンクの編集」ダイアログを表示します。

[image: actions12.gifの説明が続きます]



	
アクション・リンクに適切な変更を加えます。


	
「詳細」をクリックし、「アクションの編集」を選択します。


	
「アクションの編集」ダイアログでアクションを編集して「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクの編集」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「列のプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「分析の保存」をクリックします。




インライン・アクションは削除できます。たとえば、売上高を表とグラフで示す廃止された分析に移動するアクション・リンクは削除できます。

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブで、列の「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」を選択します。


	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
「アクション・リンク」領域で、削除するアクション・リンクを選択します。

[image: actions25.gifの説明が続きます]



	
「削除」をクリックします。


	
「列のプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。













ダッシュボード・ページに追加されたアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューの編集と削除

ダッシュボード・ページに追加したアクション、アクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューは編集できます。たとえば、商談詳細サイトの更新されたURLに移動する、販売業績ダッシュボードのアクションを編集できます。

ダッシュボード・ページに追加されているアクション、アクション・リンクまたはアクション・リンク・メニューを編集するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
アクションまたはアクション・リンクがアクション・リンク・メニューに関連付けられている場合、次のようにします。

	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」をクリックし、プロパティ・ダイアログを表示します。


	
メニュー・ラベルおよびキャプションに適切な変更を加えます。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「編集」をクリックします。





	
アクションおよびアクション・リンクがスタンドアロンの場合は、アクションが関連付けられているアクション・リンク・オブジェクトの「プロパティ」をクリックします。プロパティ・ダイアログが表示されます。


	
アクション・リンクに適切な変更を加えます。


	
「詳細」をクリックし、「アクションの編集」を選択します。

「アクションの編集」ダイアログが表示されます。

[image: actions27.gifの説明が続きます]



	
アクションを編集し、「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログおよび「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ(表示された場合)で「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。




ダッシュボード・ページに追加したアクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューは削除できます。たとえば、削除されたWebサイトのURLに移動する、販売業績ダッシュボードのアクションを削除できます。

ダッシュボード・ページに追加したアクション・リンクおよびアクション・リンク・メニューは削除する手順:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
「アクション・リンク」または「アクション・リンク・メニュー」ツールバーで、「削除」をクリックします。













分析内のインライン・アクションのカタログへの保存

カタログに保存する分析内のインライン・アクションを選択できます。たとえば、ブランド売上分析で、インライン・アクションをカタログに保存できます。アクションをカタログに保存するとき、販売業績ダッシュボードの他の分析やダッシュボード・ページにそのアクションを含めることができます。

分析内のインライン・アクションを保存するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「基準」タブで、列の「オプション」メニューの上にマウス・ポインタを移動し、「列のプロパティ」を選択します。

[image: analysis17.gifの説明が続きます]



	
「列のプロパティ」ダイアログで、「相互作用」タブをクリックします。


	
「アクション・リンク」領域で、保存するアクションを選択し、「アクション・リンクの編集」をクリックします。「アクション・リンクの編集」ダイアログが表示されます。


	
「詳細」をクリックし、「アクションに名前を付けて保存」を選択して、保存基準を指定するダイアログを表示します。


	
保存基準を指定して「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクの編集」ダイアログで「OK」をクリックします。


	
「列のプロパティ」ダイアログで「OK」をクリックします。













ダッシュボード内のインライン・アクションのカタログへの保存

ダッシュボード内のインライン・アクションをカタログに保存するように選択できます。たとえば、販売業績ダッシュボードで、インライン・アクションをカタログに保存できます。アクションをカタログに保存するとき、ダッシュボードに含まれていないブランド売上分析にそのアクションを含めることができます。

ダッシュボード内のインライン・アクションをカタログに保存するには:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
アクションまたはアクション・リンクがアクション・リンク・メニューに関連付けられている場合、次のようにします。

	
アクション・リンク・メニュー・オブジェクトの「プロパティ」をクリックし、プロパティ・ダイアログを表示します。

[image: actions16.gifの説明が続きます]



	
メニュー・ラベルおよびキャプションに適切な変更を加えます。


	
「アクション・リンク」領域で、編集するアクションを選択し、「編集」をクリックします。





	
アクションおよびアクション・リンクがスタンドアロンの場合は、アクションが関連付けられているアクション・リンク・オブジェクトの「プロパティ」をクリックします。プロパティ・ダイアログが表示されます。


	
「詳細」をクリックし、「アクションに名前を付けて保存」を選択して、保存基準を指定するダイアログを表示します。


	
保存基準を指定して「OK」をクリックします。


	
「アクション・リンクのプロパティ」ダイアログおよび「アクション・リンク・メニューのプロパティ」ダイアログ(表示された場合)で「OK」をクリックします。


	
「保存」をクリックしてダッシュボードを保存します。













名前付きアクション実行の適切性検証

名前付きアクションの作成後、アクションが適切に実行されるかどうかをテストして確認できます。たとえば、ブランド売上にナビゲートするアクションをテストすることができます。アクションをテストして、ユーザーが想定された値を入力することを確認します。また、それがブランド売上ダッシュボード・ページ上の適切なデータにナビゲートし、表示するかどうかをテストします。

名前付きアクションを実行してテストする手順:

	
カタログ内の名前付きアクションに移動します。


	
「実行」をクリックします。


	
詳細情報を求めるプロンプトや確認を促すプロンプトが表示された場合は対応します。














8 カタログ・コンテンツへのアクセスと編成


この項では、Oracle BIプレゼンテーション・カタログでコンテンツにアクセスし、整理する方法を説明します。

	
カタログ・コンテンツを管理するための一般的なワークフロー


	
「カタログ」の検索


	
オブジェクト名の変更


	
お気に入りオブジェクトへの簡単アクセス


	
オブジェクトのプロパティへのアクセス


	
オブジェクトへの権限の割当


	
オブジェクトの所有権の割当て


	
オブジェクトの所有権の取得




カタログでのオブジェクトの管理に関する詳細情報は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionユーザーズ・ガイド』を参照してください。



カタログ・コンテンツを管理するための一般的なワークフロー

Oracle BIプレゼンテーション・カタログでのコンテンツへのアクセス、整理を開始するには、次の表で説明する一般的なワークフローを参照してください。


	タスク	説明	詳細
	カタログの検索	オブジェクトが編集するカタログを検索します。	カタログの検索

	オブジェクト名の変更	オブジェクトの名前を変更します。	オブジェクト名の変更

	オブジェクトのプロパティへのアクセス	オブジェクトのプロパティ(読取り専用かどうかなど)にアクセスします。	オブジェクトのプロパティへのアクセス

	オブジェクトへの権限の割当	他のユーザーがアクセスできるように、オブジェクトに権限を割り当てます。	オブジェクトへの権限の割当

	オブジェクトの所有権の割当て	オブジェクトの所有権を適切に割り当てます。	オブジェクトの所有権の割当て
















カタログの検索

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

カタログには、ユーザーまたは他のユーザーが定義して、将来使用するために保存した内容(分析、ダッシュボードなど)が含まれています。カタログを検索して、使用または変更する内容を見つけることができます。たとえば、先週作成したブランド売上分析を検索できます。それにより、その分析の棒グラフを折れ線グラフに変えることができます。

カタログ・ページを使用して、日常の業務を行うのに必要なビジネス・インテリジェンス・オブジェクトを表示できます。たとえば、営業アナリストは、中部地区および東部地区での特定ブランドの飲料の週単位の売上をモニターする分析にアクセスする必要があります。カタログ管理者が設定したパーミッションによって、アナリストが個々のコンテンツおよびカタログ内で実行できるタスクが決まります。

カタログ・ページからカタログを検索する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、「検索」をクリックして「検索」ペインを表示します。

[image: catalog01.gifの説明が続きます]



	
「検索」ペインで検索基準を指定します。


	基準	説明
	検索	検索するオブジェクトまたはフォルダの名前の全部または一部を指定します。検索では大/小文字が区別されません。
ワイルドカード検索を実行するには、検索文字列にアスタリスク(*)を入力します。アスタリスクは、名前内の0個以上の英数字を指定します。たとえば、名前に「brand」という単語を含むオブジェクトを検索するには、br*と指定します


	場所	共有フォルダなど、検索するカタログ・フォルダを選択します。
	タイプ	検索するオブジェクトの種類(たとえば分析またはダッシュボード)を選択します。






[image: catalog02.gifの説明が続きます]



	
非表示の項目を検索するには、カタログ・ページのヘッダーにある「非表示項目の表示」を選択します。


	
「検索」をクリックします。

適切な権限を持っており、検索基準に適合しているフォルダまたはオブジェクトが、「カタログ」領域に表示されます。













オブジェクト名の変更

オブジェクトの名前を変更してわかりやすくすることができます。たとえば、「High Products」フィルタの名前を「Top 3 Products」に変更できます。

オブジェクトの名前を変更する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、名前を変更するオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「その他」をクリックし、「名前変更」を選択します。「名前変更」ダイアログが表示されます。

[image: analysis45.gifの説明が続きます]



	
オブジェクトの新しい名前を入力します。


	
(オプション)「この項目の以前の名前への参照を保存する」をクリックします。

このオプションを使用して、オブジェクトの以前の名前への既存の参照を維持することを指定します。これによって、カタログ内の名前を変更したオブジェクトを指す、以前の名前のショートカットが作成されます。このオプションを選択しない場合、既存の参照は機能しなくなります。




	
注意:

このオプションはすべてのオブジェクトには使用できません。








	
「OK」をクリックします。




ビューの名前を変更することもできます。たとえば、ビューの名前を「Sales Forecast 2014」から「Forecast 2014」に変更できます。

ビューの名前を変更するには:

	
編集する分析を開きます。


	
「結果」タブをクリックします。


	
ビューで、「ビューの編集」をクリックします。


	
ビューのエディタのツールバーで「ビューの名前変更」をクリックします。「ビューの名前変更」ダイアログが表示されます。


	
新しいビュー名を入力します。


	
「OK」をクリックします。













お気に入りオブジェクトへの簡単アクセス


トピック:

	
お気に入りへのオブジェクトの追加


	
お気に入りからのオブジェクトの削除






お気に入りへのオブジェクトの追加

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

定期的に表示したり、再度表示するカタログ・オブジェクトをお気に入りとしてブックマークできます。たとえば、カタログのロイヤル顧客分析を定期的に表示する場合があります。分析にお気に入りとしてフラグを設定します。

ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストに追加するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、お気に入りとしてマーク付けするオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「詳細」をクリックし、次に「お気に入りに追加」をクリックします。オブジェクトがお気に入りリストに追加されます。







	
注意:

表示中または編集中のオブジェクトをお気に入りリストに追加することもできます。オブジェクトを指定のビューアまたはエディタで開きます。このため、グローバル・ヘッダーで「お気に入り」上にマウス・ポインタを浮遊させ、「お気に入りに追加」をクリックします。












お気に入りからのオブジェクトの削除

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

お気に入りリストから、定期的にアクセスする必要がなくなったオブジェクトを削除することができます。たとえば、定期的にアクセスする必要がもうない、前年のロイヤル顧客分析をお気に入りリストから削除することができます。

ホーム・ページまたはカタログ・ページを使用してオブジェクトをお気に入りリストから削除するには:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、お気に入りから削除するオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「詳細」をクリックし、次に「お気に入りから削除」をクリックします。お気に入りリストからオブジェクトが削除されます。







	
注意:

次の方法でお気に入りリストからオブジェクトを削除することもできます。
	
オブジェクトの表示中または編集中。オブジェクトを指定のビューアまたはエディタで開きます。このため、グローバル・ヘッダーで「お気に入り」上にマウス・ポインタを浮遊させ、「お気に入りから削除」をクリックします。


	
「お気に入りの管理」ダイアログを使用します。グローバル・ヘッダーで、「お気に入り」メニューをクリックし、「お気に入りの管理」をクリックして、オブジェクトを選択し、「削除」と「OK」をクリックします。























オブジェクトのプロパティへのアクセス

管理ユーザーは、任意のオブジェクトまたはフォルダのプロパティにアクセスして、システム情報の表示やアクセス・レベルの変更などのタスクを実行できます。ユーザーは、自分が作成または所有するオブジェクトのプロパティへのアクセスや変更を行えます。たとえば、他のユーザーが変更できないように、ブランド売上分析を読取り専用に変更する場合です。

プロパティにアクセスする手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、プロパティにアクセスするオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「フォルダ」ペインで、オブジェクトまたはフォルダを選択します。


	
ドキュメントの下で、「詳細」、「プロパティ」の順に選択するか、または「タスク」ペインで「プロパティ」をクリックします。


	
「プロパティ」ダイアログで、設定をレビューまたは変更します。たとえば、オブジェクトを読取り専用に指定します。オブジェクトを所有する場合は、オブジェクトの所有権の取得を参照してください。

[image: analysis52.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。













オブジェクトへの権限の割当

[image: ビデオ・アイコン] ビデオ

パーミッションを割り当てて、フォルダやその他のカタログ・オブジェクトにアクセスできるユーザーを決めることができます。割り当てることのできるパーミッションは、対象のオブジェクトのタイプによって異なります。パーミッションを変更するには、「権限の変更」権限が付与されている必要があります。たとえば、「権限の変更」権限を別の営業コンサルタントに付与する場合があります。これによって、そのユーザーは権限を販売予測分析に割り当てることができます。

パーミッションをオブジェクトに割り当てる手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、権限を割り当てるオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「権限」の順に選択するか、または「タスク」ペインに移動し、「権限」をクリックします。「権限」ダイアログが表示されます。

[image: analysis34.gifの説明が続きます]



	
「権限」ダイアログで、「ユーザー/ロールの追加」をクリックして「アプリケーション・ロールおよびユーザーの追加」ダイアログにアクセスし、必要なアカウントを追加します。

ロールおよびユーザーは、メンバーであるロールから権限を継承します。たとえば、販売売上分析オブジェクトの「フル・コントロール」権限をBIAdministratorアプリケーション・ロールに付与できます。この結果、そのロールのすべてのユーザーまたはロールにそのオブジェクトの「フル・コントロール」が付与されます。オブジェクトに対してユーザーおよびロールに付与されている(直接付与または継承)権限を確認できます。「アプリケーション・ロールおよびユーザーの追加」ダイアログの「クリックして有効な権限を表示」ボタンをクリックします。


	
「権限」ダイアログで「権限」リストをクリックして権限を選択します。リストに表示される項目のほとんどは親パーミッションで、いくつかの子パーミッションが含まれています。


	
オプションで、特定の権限のリストを作成するには、「カスタム」をクリックします。このオプションは、カタログまたはダッシュボードからオブジェクトへのユーザー・アクセスを防ぐためにフォルダに設定されているすべての権限を回避する権限をユーザーに付与します。このオプションによってフォルダのパーミッションが変更されることはありません。

たとえば、ユーザーに「/共有フォルダ/テスト」フォルダへのTraverse権限を付与することができます。これで、「/共有フォルダ/テスト」フォルダに格納されたダッシュボードに埋め込まれたオブジェクトにアクセスすることができます。また、「/共有フォルダ/テスト/ゲスト」フォルダなど、サブフォルダに格納されているダッシュボードの埋込みオブジェクトにもアクセスできます。ただし、ユーザーは、カタログからフォルダおよびサブフォルダ自体にアクセス(表示、展開または参照)することはできません。


	
「OK」を2回クリックします。




ダッシュボード上のセクションにパーミッションを割り当てて、どのユーザーがそれらのセクションへのアクセス権を持つかを制御できます。たとえば、ダッシュボードの「Project Costs」セクションに対する権限をBI管理者に割り当てます。不必要な変更を防ぐために、アクセスをBIコンシューマに制限できます。

オブジェクトに権限を割り当てる手順:

	
編集するダッシュボードを開きます。


	
セクション・ツールバーにある「プロパティ」を選択します。


	
「権限」を選択します。


	
「権限」ダイアログで「権限」リストをクリックして権限を選択します。


	
「OK」をクリックします。













オブジェクトの所有権の割当て

オブジェクトの所有権は、オブジェクトを作成したユーザーが付与できます。また、オブジェクトの所有権は、適切な権限を付与されたユーザーが取得できます。たとえば、ブランド売上分析を作成して、営業セールス・アナリストに所有権を付与することができます。

オブジェクトの所有権を割り当てる手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、所有権を割り当てるオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「権限」の順に選択するか、または「タスク」ペインに移動し、「権限」をクリックします。


	
「権限」表で、「所有者」列に移動し、所有者を指定します。

[image: analysis55.gifの説明が続きます]



	
「OK」をクリックします。













オブジェクトの所有権の取得

ユーザーまたはメンバーがBIAdministratorロールに割り当てられている場合、ロールのユーザーまたはメンバーは共有フォルダにあるオブジェクトの所有権を取得することができます。たとえば、営業グループのメンバーであるユーザーとして、プロパティを営業予測分析に割り当てて、自分自身をオブジェクトの所有者としてマークすることができます。

共有フォルダまたはオブジェクトの所有権を取得する手順:

	
グローバル・ヘッダーで、「カタログ」をクリックします。


	
カタログ・ページで、所有権を取得するオブジェクトを検索します。詳細は、カタログの検索を参照してください。


	
「カタログ」領域に移動し、オブジェクトまたはフォルダを特定します。


	
「詳細」、「プロパティ」の順に選択、または「タスク」ペインに移り、「プロパティ」をクリックします。「プロパティ」ダイアログの「所有権」領域に注意してください。

[image: analysis56.gifの説明が続きます]



	
「所有権」領域では、オブジェクトのみ、または、オブジェクトとそのサブ・オブジェクトの所有権を取得するかどうかを選択します。


	
「OK」をクリックします。













第III部



リファレンス

ここでは、Oracle BI Enterprise Editionのリファレンス情報を提供します。


付録:

	
用語集


	
式エディタのリファレンス


	
アクセシビリティ











A 用語集


この項では、Oracle BI Enterprise Editionで使用される用語集を提供します。


トピック:

	
Oracle BI Enterprise Edition用語集






Oracle BI Enterprise Edition用語集

Oracle BI Enterprise Editionのドキュメントでは、特徴および機能を説明する際に様々な用語を使用します。これらの用語を十分に理解することが重要です。


	用語	説明
	アクション	アクションを使用すると、関連コンテンツやWebページに移動できます。アクションは、分析やダッシュボード・ページに含めることができます。たとえば、ブランド売上分析でアクションを使用すると、営業コンサルタントは商談詳細Webサイトに移動できます。
	アクション・リンク	アクション・リンクを使用すると、アクションへのリンクを分析またはダッシュボード・ページに埋め込むことができ、クリックすると関連付けられているアクションが実行されます。たとえば、ブランド売上分析にアクション・リンクを埋め込むと、営業コンサルタントは商談詳細Webサイトに移動できます。
	分析	分析では、組織のデータに対する問合せを行うことによって、ビジネス上の疑問に対する回答を示します。分析では、表、グラフ、ピボット表にデータを視覚的に表示して情報を詳しく調査して対処し、分析の結果を保存、編成および共有できます。たとえば、販売業績ダッシュボードでビューにデータを表示するブランド売上分析を作成できます。この分析を同僚、クライアントおよびビジネス・パートナと共有できます。
	アプリケーション・ロール	アプリケーション・ロールは、ユーザーがOracle BI Enterprise Editionで参照および実行できる内容を決定する一連の権限で構成されます。Oracle BI Enterprise Editionでは、アイデンティティ・ドメインで構成されているユーザーまたはロールを、1つ以上のアプリケーション・ロールに関連付けます。ユーザーとロールは、これらのアプリケーション・ロールからOracle BI Enterprise Editionにおける権限を継承します。
	ブリーフィング・ブック	ダッシュボード・ページまたは個々の分析の静的なスナップショットを1つ以上のブリーフィング・ブックに保存できます。アクセスするとデータがリフレッシュされるように、ブリーフィング・ブックを構成することもできます。たとえば、営業担当者はブリーフィング・ブックを使用して、四半期ごとの販売業績分析のスナップショットを収集できます。
	計算項目	計算項目はメンバー間の計算を示し、1つのメンバーとして表されます。計算項目は、メンバーのセットを1つのエンティティとして表示したり操作する場合に便利です。たとえば、営業アナリストは、四半期別達成分析に、「Game Station」メンバーと「Plasma Television」メンバーの平均売上を示すメンバーを作成できます。
	計算済メジャー	計算済メジャーは式に基づくファクト表の列です。たとえば、「Unit Price」という計算済メジャーは、「Revenue / Billed Units」の式に基づいています。
	カタログ	カタログには、ユーザーまたは他のユーザーが定義して、将来使用するために保存した内容(分析、ダッシュボードなど)が含まれています。カタログを検索して、使用または変更する内容を見つけることができます。たとえば、カタログ内の共有フォルダにある分析を編集する場合です。
	列	データベース列と同様に、Oracle BI Enterprise Editionには列の概念があります。Oracle BI Enterprise Editionでは、様々なコンテキストで列が使用されます。分析の列は、列、導出属性または計算済メジャーに基づきます。
分析では、分析から返されるデータが列に示されます。列をフィルタや選択ステップとともに使用して、分析に含まれる内容を決定できます。列には、列に含まれる情報のタイプを示す名前が付けられています。たとえば、アカウントや連絡先などの名前が付いた列を使用して、情報を分析に表示できます。


	ダッシュボード	ダッシュボードにはユーザーに関連する情報が表示され、1つ以上のページで構成されます。ページごとに情報を様々な方法(グラフ、表、画像など)で表示できます。たとえば、営業担当者はダッシュボードを使用して、担当地域内で販売した製品のグラフを表示できます。
	導出属性	導出属性は、式に基づくディメンション表の列です。たとえば、「Full Address」という派生属性は、「Street Address」、「City」、「State」および「Postal Code」の各列からの情報を結合します。
	ディメンション表	ディメンション表に、測定するビジネス・エンティティを表す値が含まれます。ディメンション表には、場所、オフィス、人員、製品などのディメンション属性を表す列が含まれます。たとえば、今月の製品カテゴリ別売上などのディメンションをレポートする場合です。
	ファクト表	ファクト表に、ビジネス業績の測定に使用する数値データが含まれます。ファクト表には、売上、販売数量、雇用人数などの数値が含まれます。
	フィルタ	フィルタは、分析の実行時に表示される結果を限定するために、属性列とメジャー列に適用される基準です。インライン・フィルタまたは名前付きフィルタを作成できます。フィルタを個々のコンテンツ・オブジェクト内に保存すると、そのオブジェクトはインラインで保存されます。フィルタ、グループおよび計算項目をインラインで保存できます。これらのオブジェクトはインラインで保存する以外に、個別の名前付きフィルタをカタログに作成して、分析、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページで再利用できます。
たとえば、営業コンサルタントは、既存の分析に表示された結果をフィルタ処理して、担当するブランドのみの売上を確認できます。


	グループ	グループ(製品によっては「保存済選択」とも呼ばれます)を使用して、メンバーのリストとして、またはメンバーのリストを生成する選択ステップのセットとして、列のメンバーを定義できます。たとえば、営業アナリストは、モバイル・デバイスについて生成された売上金額をレビューし、その数字を他の製品タイプと比較できます。「Product」列に対して、折り畳み式携帯電話とスマートフォンが含まれる「Mobile Devices」というグループを作成できます。
	階層	階層は、ディメンション表にある属性列のグループ間の関係を示します。たとえば、日から月が構成され、月から四半期が構成されます。階層を使用して分析をドリルできます。
	アイデンティティ・ドメイン	アイデンティティ・ドメインは、Oracle BI Enterprise Editionへの認証を提供するユーザー情報です。アイデンティティ・ドメインでは、ユーザーのグループがメンバーになり得るロールも定義します。
	結合	結合は1つのファクト表と1つのディメンション表の間の関係を示します。すべてのファクト表は、少なくとも1つのディメンション表に結合されている必要があります(その逆も同様)。
	レベル	レベルは、他のレベルからロールアップしたり、他のレベルにロールアップする階層のコンポーネントです。通常、階層は合計レベルから始まり、次に下位レベルがあり、最下位レベルへと下がっていきます。合計レベルを除くすべてのレベルには、少なくとも1つの列が必要です。
	メジャー	メジャーは、集計ルールが定義されたファクト表の列、または他のメジャー列を使用する式に基づくファクト表の列です。たとえば、売上別や数量別にビジネス業績を測定する場合です。メジャーは、問合せ時にデータ・ソースから計算されます。
	プレゼンテーション・サービス	Oracle Business Intelligence Enterprise Editionで、ビジネス・インテリジェンス・データを提示できるようにする機能の総称。これらの機能には、コンテンツを表示する分析、ダッシュボードおよびカタログが含まれます。
	プロンプト	プロンプトはフィルタのタイプの1つで、作成してデータ値を指定したり、特定のデータ値を選択して、ダッシュボードまたはダッシュボード・ページに含まれる分析に結果セットを提供できるようにします。プロンプトによって、既存のダッシュボードおよび分析のフィルタを拡張したり修正できます。たとえば、「Year」というプロンプトを使用すると、分析にデータを表示する年を指定できます。
	選択ステップ	分析に含めるデータ・メンバーを指定すると、データ・ソースからのデータの選択が作成されます。各選択は1つ以上のステップで構成され、「Product」や「Geography」などの特定の列に対するメンバー・セットの基準を指定します。ステップでは、選択に影響を与える指示(テキスト"ABC"を値に含む製品メンバーの追加など)を指定します。ステップが実行される順序は、データの選択に影響を及ぼします。各ステップはその列のすべてのメンバーに作用するのではなく、前のステップからの結果に増分的に作用します。
たとえば、「Sales Office」列に「Boston」、「New York」および「San Francisco」の各メンバーを含むように、メンバー・セットの基準を指定するステップを作成できます。


	表	データベース表と同様に、Oracle BI Enterprise Editionには表の概念があり、様々なコンテキストで使用されます。
データをモデル化するとき、1つ以上のソース表からのソース列を含むディメンション表またはファクト表を作成します。

分析を作成するときは、データを表示するためのユーザー定義の表ビューを作成できます。


	時間ディメンション	時間ディメンションによって時系列関数が使用可能になります。これらの関数を使用すると、以前の期間との比較が可能になるため、複数の期間にわたるデータを分析できます。
時間ディメンションは、関連する次のモデル・オブジェクトのグループです。

	
時間データが移入された、データベース内の時間ソース表


	
時間ソース表に基づく時間ディメンション表


	
異なる複数の期間の関係を定義する時間階層





	変数	変数は、式で値を使用できるように、値を動的に計算して格納します。変数は、列式またはデータ・フィルタで使用できます。
	ビュー	ビューは、結果を伝えやすくするために可視化したものです。ビューを使用すると、分析の結果をわかりやすく直感的な方法で確認できます。詳細情報にドリルダウンできるグラフやピボット表、説明テキスト、結果の限定に使用されたフィルタのリストなどの様々なビューを結果に追加できます。たとえば、トレリス・ビューを作成すると、販売予測分析のトレンドを分析できます。
















B Oracle BI Enterprise Editionのよくある質問


この項では、Oracle BI Enterprise Editionのよくある質問に対する回答を提供します。


トピック:

	
分析およびダッシュボードに関する最も多いFAQ

	
Oracle BI Enterprise Editionは、Oracle Business Intelligence Cloud Serviceと、どのように異なりますか。


	
オブジェクトを保存するときのデフォルトの場所はどこですか。


	
自分のカスタム分析およびダッシュボードへの他のユーザーのアクセスを有効にできますか。


	
分析およびダッシュボードがプロンプトおよび他の分析と相互作用するようにできますか。


	
ドリルおよびフィルタの適用でダッシュボードと相互作用します。自分のダッシュボードの状態を保存し、ダッシュボードを他のユーザーと共有するにはどうしたらいいですか。








アクセシビリティ機能について

Oracle BI Enterprise Editionのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者によるソフトウェアのナビゲーションや使用を容易にするためのものです。アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSなど)の使用がサポートされます。アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。

	
サードパーティ支援技術製品を使用した機能。これらの機能は、サードパーティ支援技術製品で容易に解釈できる、標準のHTML要素から構成されるユーザー・インタフェースの提供に重点が置かれています。


	
アクセシビリティ・モードの変更に記載されているアクセシビリティ・モード。


	
マウスの使用が困難であったり、マウスを使用できないユーザーのコンテンツ内の移動を簡単にするキーボード・ショートカットおよびタブ・ショートカット。


	
コンテンツの作成者が、アクセシビリティを必要とするユーザーをサポートするコンテンツを作成できるようにするコンテンツ設計機能。Oracle BI Enterprise Editionには、様々な機能を自動的に提供するアクセシビリティ・モードが用意されていますが、デザイナは、ユーザー・コミュニティのアクセシビリティ要件を満たすコンテンツを作成する必要があります。














分析およびダッシュボードに関する最も多いFAQ


Oracle BI Enterprise Editionは、Oracle Business Intelligence Cloud Serviceと、どのように異なりますか。

Oracle BI Enterprise EditionとOracle BI Cloud Serviceの両方を使用している場合、一部の領域では、Oracle BI Cloud Serviceがほとんど同じ機能を提供していることに気がつくでしょう。これらの類似性によって、Oracle BIクラウド・サービスを使用する際の生産性をすばやく向上させることができます。


オブジェクトを保存するときのデフォルトの場所はどこですか。

任意のオブジェクトを任意の場所に保存できます。ただし、「保存」ダイアログの「保存場所」フィールドでは、保存するオブジェクト・タイプに基づいて最も適した場所が推奨される場合があります。たとえば、保存するフィルタ、グループおよび計算項目をサブジェクト・エリアの分析作成時に使用するには、そのサブジェクト・エリア・フォルダ内に保存する必要があります。/「共有フォルダ」内の/「マイ・フォルダ」にサブジェクト・エリア・フォルダが存在しない場合は、フォルダが自動的に作成されます。「保存場所」フィールドのデフォルトのパスは、/「マイ・フォルダ」/「サブジェクト・エリアのコンテンツ」/<サブジェクト・エリア>ですが、ダイアログの「フォルダ」領域に、カタログ内のサブジェクト・エリア・フォルダの全インスタンスが表示されます。

分析やプロンプトなどのその他のオブジェクトは、任意のフォルダに保存できます。保存するオブジェクトを他のユーザーと共有するかどうかを決定する際には、共有フォルダと個人のフォルダの違いに留意してください。


自分のカスタム分析およびダッシュボードへの他のユーザーのアクセスを有効にできますか。

はい。自分の分析およびダッシュボードへの他のユーザーのアクセスを有効にできます。オブジェクトへの権限の割当ての説明に従って、他のユーザーにオブジェクトにアクセスする権限を付与できます。オブジェクトを「共有フォルダ」フォルダへ移動することもできます。


分析およびダッシュボードがプロンプトおよび他の分析と相互作用するようにできますか。

はい、高度な手法: ダッシュボード・プロンプトと分析プロンプトとの相互作用で説明されているように、分析およびダッシュボードはプロンプトと相互作用します。1つのビューによって他の1つ以上のビューが変更されるようにビューをリンクできます。詳細は、マスター詳細関係でのビューのリンクを参照してください。


ダッシュボードのドリルおよびフィルタの適用との相互作用があります。ダッシュボードの状態はどのように保存して、他のユーザーと共有しますか。

パーソナライズ設定の再呼出しで説明したように、ダッシュボード上で行った設定を保存して、再現することができます。ダッシュボード・ページは、そのリンクを共有することで他のユーザーと共有できます。詳細は、ダッシュボード・ページへのリンクを参照してください。











C アクセシビリティ


この項では、Oracle BI Enterprise Editionのアクセシビリティ機能について説明します。


トピック:

	
アクセシビリティ機能について


	
アクセシビリティ・モードの変更


	
キーボード・ショートカットについて


	
キーストロークでの移動






アクセシビリティ機能について

Oracle BI Enterprise Editionのアクセシビリティ機能は、障害者や高齢者によるソフトウェアのナビゲーションや使用を容易にするためのものです。アクセシビリティ機能では、標準ベースの支援技術ハードウェアおよびソフトウェア(Freedom Scientific JAWSなど)の使用がサポートされます。アクセシビリティ機能は、次のカテゴリに大別できます。

	
サードパーティ支援技術製品を使用した機能。これらの機能は、サードパーティ支援技術製品で容易に解釈できる、標準のHTML要素から構成されるユーザー・インタフェースの提供に重点が置かれています。


	
アクセシビリティ・モードの変更に記載されているアクセシビリティ・モード。


	
マウスの使用が困難であったり、マウスを使用できないユーザーのコンテンツ内の移動を簡単にするキーボード・ショートカットおよびタブ・ショートカット。


	
コンテンツの作成者が、アクセシビリティを必要とするユーザーをサポートするコンテンツを作成できるようにするコンテンツ設計機能。Oracle BI Enterprise Editionには、様々な機能を自動的に提供するアクセシビリティ・モードが用意されていますが、デザイナは、ユーザー・コミュニティのアクセシビリティ要件を満たすコンテンツを作成する必要があります。














アクセシビリティ・モードの変更

アクセシビリティ・モードによって、ユーザー・インタフェースとスクリーン・リーダーとの互換性がさらに高くなります。障害のあるユーザーのためにサポートされる機能のみが表示されます。

アクセシビリティ・モードでは:

	
ホーム・ページには、ダッシュボードの編集などの大半の編集機能を実行するためのリンクは含まれていません。


	
グラフは表示されません。1つ以上の注釈付きの表に変換されます。


	
表およびピボット表は、スクリーン・リーダーがセルの内容を説明できるように内部用注釈を付けて表示されます。

表のナビゲーション・ショートカットについては、支援技術のドキュメントを参照してください。


	
表またはピボット表のレイアウトの変更にマウスは使用できません。


	
パフォーマンス・タイルおよびツリーマップは、ピボット表として表示されます。


	
ダッシュボード・ページの各セクションの左上隅には縮小アイコンがあります。ダッシュボード・ビルダーのセクションが縮小不可にマークされている場合も表示されます。ダッシュボード・ページでの移動にキーボードを使用する場合、このアイコンはフォーカスが適用される最初の要素です。


	
ダッシュボード・ページの「ページ・オプション」ボタンは使用できません。


	
ダッシュボード・ページがリフレッシュされると、フォーカスの場所は保持されません。[Tab]キーを押して、フォーカス可能な項目間を移動する必要があります。


	
ダッシュボードに表示されるトレリス・ビューは、ピボット表ビューに変換されます。内部グラフの属性列はありません。メジャー値はピボット表ビューの新しい粒度に集計されます。




デフォルトでは、アクセシビリティ・モードは有効になっていません。サインインする際またはサインインの後で、障害モードを有効にするかどうかを決定できます。

サインイン後にアクセシビリティ・モードを有効にするには:

	
「次としてサインイン」領域の自分のユーザー名がフォーカスされるまで、[Tab]キーを押してグローバル・ヘッダーを移動します。


	
[Enter]キーを押して[Tab]キーを押し、「マイ・アカウント」リンクを強調表示します。


	
[Enter]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログを表示します。


	
[Tab]キーを押して、「マイ・アカウント」ダイアログ: 「プリファレンス」タブを選択します。


	
「アクセシビリティ・モード」オプションになるまで[Tab]キーを押して、タブのフィールドを移動します。


	
矢印キーを使用して「オン」オプションを選択します。


	
[Enter]キーを押して変更を保存し、ダイアログを閉じます。


	
ページをリフレッシュして、ページがアクセシビリティ・モードになっていることを確認します。













キーボード・ショートカットについて

Oracle BI Enterprise Editionでは、ソフトウェア・アプリケーションの多くで使用されている標準的なキーボード・ショートカットがサポートされます。さらに、Oracle BI Enterprise Editionには独自のショートカットがあります。次の表は、Oracle BI Enterprise Editionで使用できる、一般的なキーボード・ショートカットを説明しています。


	キーボード・ショートカット	結果
	[Ctrl]+[Alt]+[G]	グローバル・ヘッダー内の最初のフォーカス可能な要素(「コンテンツにスキップ」リンク)に移動します。このリンクによって、グローバル・ヘッダーでオプションを回避し、ホーム・ページのメインの部分で機能に移動できます。
	[Ctrl]+[Alt]+[D]	グローバル・ヘッダーのダッシュボードのポップアップ・メニューに移動します。[Enter]キーを押して、表示するダッシュボードを選択するメニューを表示できます。
	[Ctrl]+[Alt]+[P]	タブが表示されている場合、現在のダッシュボード・ページ・タブに移動します。ダッシュボードのページが1つのみの場合、ページ・タブは表示されません。
	[Ctrl]+[Shift]+[S]	次のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。
	[Ctrl]+[Shift]+[U]	前のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。ダッシュボード・ページの場合、最初の要素は縮小アイコンです。
	[Tab]	フォーカス可能な次の要素に移動します。
	[Shift]+[Tab]	フォーカス可能な1つ前の要素に移動します。
	[↓]	次のメニュー・オプションに移動します。
	[↑]	1つ前のメニュー・オプションに移動します。
	[Enter]	関連するURLまたはアクティビティがあるリンク、イメージまたはボタンにフォーカスがある場合は、そのアクティビティをトリガーします。
	[Esc]	フォーカスが置かれているメニューを閉じます。






次の表は、Oracle BI Enterprise Editionのダッシュボードをナビゲートするためのキーボード・ショートカットを説明しています。


	キーボード・ショートカット	結果
	[Alt]+[↑]または[Alt]+[↓]	ドロップダウンまたはコンボ・ボックスを開きます。
	[Ctrl]+[↑]または[Ctrl]+[↓]	コンボ・ボックス内の次の項目または1つ前の項目を表示します。









	
注意:

Freedom Scientific JAWSまたは他のスクリーン・リーダー・プログラムを使用する場合、キーストロークの組合せを使用してダッシュボードを移動するには、まず、仮想PCカーソルを無効にする必要があります。ダッシュボードの表オブジェクト内の移動などでは仮想PCカーソルを有効にする必要があります。
















キーストロークでの移動


トピック:

	
ホーム・ページでの移動


	
ダッシュボード内の移動






ホーム・ページでの移動

Oracle BI Enterprise Editionにサインインしたり、他の場所から移動してくると、ホーム・ページが表示されます。

ホーム・ページをキーストロークで移動するには:

	
Oracle BI Enterprise Editionにサインインします。


	
[Ctrl]+[Alt]+[G]キーを押して、ホーム・ページの左上隅にある「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。


	
次の表で説明しているキーのいずれかを押します。


	キーボード・ショートカット	結果
	[Enter]	ホーム・ページのデフォルトの開始位置に移動します。この場所は、グローバル・ヘッダーの下の左上隅にある最初のリンクです。
	[Tab]	グローバル・ヘッダーの最初のフォーカス可能な要素に移動します。






	
[Tab]キーを押して、ホーム・ページの要素間を移動します。









ダッシュボード内の移動

キーストロークを使用して、ダッシュボード内を移動できます。次の手順では、キーボード・ショートカットを使用してダッシュボード内を移動する1つの方法を示します。この手順は1つの例で、キーボード・ショートカットとオプションがすべて含まれているわけではありません。

ダッシュボード内をキーストロークで移動するには:

	
Oracle BI Enterprise Editionにサインインして、次の表で説明されている適切なアクションをとります。


	表示	アクション
	ホーム・ページが表示された場合	キーストロークを使用して、ダッシュボードを表示します。グローバル・ヘッダーにある「ダッシュボード」メニューに移動するには、[Ctrl]+[Alt]+[D]キーを押します。[Enter]キーを押して、メニューを表示します。ダッシュボード名間を移動するには、[Tab]キーまたは矢印キーを押します。ダッシュボードの該当の名前で[Enter]キーを押して表示します。
次の手順に進みます。


	ダッシュボードが表示された場合	次のステップに進みます。






	
ダッシュボード・ページに移動します。

	
[Ctrl]+[Alt]+[G]キーを押して、「コンテンツにスキップ」リンクを表示します。


	
グローバル・ヘッダーを介してナビゲートするには、[Tab]を複数回押します。ダッシュボードの最初のページに対応するタブを見つけます。

ページ・タブがない場合は、ダッシュボード・ページの最初のフォーカス可能な要素に移動します。

[Tab]キーを押してダッシュボード・ページ間を移動します。最後のページで[Tab]キーを押すと、ダッシュボード・ページ・メニューにフォーカスが移ります。


	
適切なページ・タブにフォーカスがある状態で[Enter]キーを押し、ダッシュボードのそのページを開きます。





	
[Ctrl]+[Shift]+[S]キーを押して、次のセクションの最初のフォーカス可能な要素(縮小アイコン)に移動します。


	
[Tab]キーを押して、現在のセクション内の次のフォーカス可能な要素に移動します。


	
[Ctrl]+[Shift]+[S]キーを押して、次のセクションの最初のフォーカス可能な要素に移動します。


	
セクションの縮小および展開アイコンにフォーカスがある状態で[Enter]キーを押し、現在のセクションを縮小します。


	
表またはピボット表で移動するには、次のようにします。

	
[Tab]キーを押して表を選択します。


	
[Tab]キーを押して表のヘッダー間を移動し、そこにあるメニューを選択します。


	
表にフォーカスがある状態で矢印キーを押し、表の列および本体のセルの間を移動します。

本体のセルにフォーカスがある状態でヘッダー行にあるドロップダウン・メニューにアクセスするには、[Tab]キーを押します。[Enter]キーを押して、最初のヘッダー行にあるメニューのオプションを表示します。オプションを強調表示するには、[Tab]キーを押したり、矢印キーを使用します。[Enter]キーを押して、目的のオプションを選択します。



















D 式エディタのリファレンス


この項では、式エディタで使用できる式要素について説明します。


トピック:

	
データ・モデル・オブジェクト


	
SQL演算子


	
条件式


	
関数


	
定数


	
型


	
変数






データ・モデル・オブジェクト

時間レベル、ディメンション列、ファクト列など、データ・モデル・オブジェクトを式で使用できます。データ・モデル・オブジェクトを参照するには、次の構文を使用します。

"Fact/Dimension Table Name"."Column Name"

例: "Order Metrics"."Booked Amount"-"Order Metrics"."Fulfilled Amount"

「式要素」セクションにはユーザーのタスクに関連する項目のみ含まれるため、すべてのファクト表およびディメンション表がリストされるわけではありません。同様に、時間階層が含まれるのは、「Time」ファクト表が現在の表に結合されている場合のみです。











SQL演算子

SQL演算子を使用して、式間の比較を指定します。


	演算子	説明
	BETWEEN	値が2つの境界値の間(境界値は含まない)にあるかどうかを判断します。例:
"COSTS"."UNIT_COST" BETWEEN 100.0 AND 5000.0

条件を否定する場合は、BETWEENの前にNOTを付けることができます。


	IN	値が値のセット内に存在するかどうかを判断します。例:
"COSTS"."UNIT_COST" IN(200, 600, 'A')


	IS NULL	値がnullかどうかを判断します。例:
"PRODUCTS"."PROD_NAME" IS NULL


	LIKE	値が文字列のすべてまたは一部と一致するかどうかを判断します。通常、ワイルドカード文字とともに使用して、ゼロ文字以上の任意の文字列(%)に一致するか、任意の単一の文字(_)と一致することを示します。例:
"PRODUCTS"."PROD_NAME" LIKE 'prod%'
















条件式

ここで説明する条件式は、ある形式から別の形式に値を変換する式を作成するための構築ブロックです。




	
注意:

	
CASE文では、ANDの優先度がORよりも高くなります


	
文字列は一重引用符で囲む必要があります。













	式	例	説明
	CASE (If)	

CASE
 WHEN score-par < 0 THEN 'Under Par'
 WHEN score-par = 0 THEN 'Par'
 WHEN score-par = 1 THEN 'Bogie'
 WHEN score-par = 2 THEN 'Double Bogey'
 ELSE 'Triple Bogey or Worse'
END

	各WHEN条件を評価し、条件を満たす場合は対応するTHEN式の値が割り当てられます。
一致するWHEN条件がない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。


	CASE (Switch)	

CASE Score-par
 WHEN -5 THEN 'Birdie on Par 6'
 WHEN -4 THEN 'Must be Tiger'
 WHEN -3 THEN 'Three under par'
 WHEN -2 THEN 'Two under par'
 WHEN -1 THEN 'Birdie'
 WHEN 0 THEN 'Par'
 WHEN 1 THEN 'Bogey'
 WHEN 2 THEN 'Double Bogey'
 ELSE 'Triple Bogey or Worse'
END

	CASE (Lookup)とも呼ばれます。最初の式の値が確認され、次にWHEN式が評価されます。最初の式がいずれかのWHEN式と一致する場合は、対応するTHEN式の値が割り当てられます。
どのWHEN式とも値が一致しない場合は、ELSE式に指定されているデフォルト値が割り当てられます。ELSE式が指定されていない場合は、ELSE NULLが自動的に追加されます。

最初の式が複数のWHEN句の式と一致する場合は、最初に一致した式のみが割り当てられます。
















関数


トピック:

	
集計関数


	
カレンダ関数


	
変換関数


	
表示関数


	
評価関数


	
算術関数


	
文字列関数


	
システム関数


	
時系列関数






集計関数

集計関数は、複数の値に対して操作を実行しサマリー結果を作成します。


	関数	例	説明
	Avg	

Avg(Sales)

	数値のセットの平均(平均値)を計算します。
	Count	

Count(Products)

	null以外の値を含む項目の数を判別します。
	First	First(Sales)	式引数のnull以外の最初の戻り値を選択します。First関数は、明示的に定義されたディメンションで指定される最も詳細なレベルで動作します。
	Last	

Last(Sales)

	式のnull以外の最後の戻り値を選択します。
	Max	

Max(Revenue)

	数値式引数に一致する行の最大値(最も高い数値)を計算します。
	Median	

Median(Sales)

	数値式引数に一致する行のメジアン(中央)値を計算します。偶数行がある場合、メジアンは2つの中央行の平均です。通常、この関数はdouble値を返します。
	Min	

Min(Revenue)

	数値式引数に一致する行の最小値(最も低い数値)を計算します。
	StdDev	

StdDev(Sales)
StdDev(DISTINCT Sales)

	値のセットの標準偏差を返します。通常、戻り型はdoubleです。
	StdDev_Pop	

StdDev_Pop(Sales)
StdDev_Pop(DISTINCT Sales)

	母分散と標準偏差の計算式を使用して、値のセットの標準偏差を返します。
	Sum	

Sum(Revenue)

	数値式引数に一致するすべての値を加算して得られる合計を計算します。










カレンダ関数

カレンダ関数は、暦年に基づいてデータ型DATEおよびDATETIMEのデータを操作します。


	関数	例	説明
	Current_Date	

Current_Date

	現在の日付を戻します。
	Current_Time	

Current_Time(3)

	たとえば、HH:MM:SS.SSSなど、指定された精度の桁数で現在の時刻を返します。
引数の指定がない場合は、デフォルトの精度を返します。


	Current_TimeStamp	

Current_TimeStamp(3)

	指定された精度の桁数で現在の日付/タイムスタンプを返します。
	DayName	

DayName(Order_Date)

	指定された日付式について、どの曜日かを示す名前を返します。
	DayOfMonth	

DayOfMonth(Order_Date)

	指定された日付式について、1か月のうちのどの日付かを示す数値を返します。
	DayOfWeek	

DayOfWeek(Order_Date)

	指定された日付式について、どの曜日かを示す1から7の数値を返します。たとえば、1は常に日曜に対応し、2は月曜に対応し、同様の要領で7を返す土曜まであります。
	DayOfYear	

DayOfYear(Order_Date)

	指定された日付式について、年の通算日に対応する数字(1から366)を返します。
	Day_Of_Quarter	

Day_Of_Quarter(Order_Date)

	指定された日付式について、四半期の通算日に対応する数字(1から92)を返します。
	Hour	

Hour(Order_Time)

	指定された時刻式について、時に対応する数字(0から23)を返します。たとえば、0は午前12時に対応し、23は午後11時に対応します。
	Minute	

Minute(Order_Time)

	指定された時刻式について、分に対応する数字(0から59)を返します。
	Month	

Month(Order_Time)

	指定された日付式について、月に対応する数字(1から12)を返します。
	MonthName	

MonthName(Order_Time)

	指定された日付式について、月の名前を返します。
	Month_Of_Quarter	

Month_Of_Quarter(Order_Date)

	指定された日付式について、四半期の通算月に対応する数字(1から3)を返します。
	Now	

Now()

	現在のタイムスタンプを返します。Now関数はCurrent_Timestamp関数と等価です。
	Quater_Of_Year	

Quarter_Of_Year(Order_Date)

	指定された日付式について、年の四半期に対応する数字(1から4)を返します。
	秒	

Second(Order_Time)

	指定された時刻式について、秒に対応する数字(0から59)を返します。
	TimeStampAdd	

TimeStampAdd(SQL_TSI_MONTH, 12,Time."Order Date")

	指定された間隔の数をタイムスタンプに加算して、単一のタイムスタンプを返します。
間隔のオプションは、SQL_TSI_SECOND、SQL_TSI_MINUTE、SQL_TSI_HOUR、SQL_TSI_DAY、SQL_TSI_WEEK、SQL_TSI_MONTH、SQL_TSI_QUARTER、SQL_TSI_YEARです。


	TimeStampDiff	

TimeStampDiff(SQL_TSI_MONTH, Time."Order Date",CURRENT_DATE)

	2つのタイムスタンプ間の指定された間隔の合計数を返します。
TimeStampAddと同じ間隔を使用します。


	Week_Of_Quarter	

Week_Of_Quarter(Order_Date)

	指定された日付式について、四半期の通算週に対応する数字(1から13)を返します。
	Week_Of_Year	

Week_Of_Year(Order_Date)

	指定された日付式について、年の通算週に対応する数字(1から53)を返します。
	Year	

Year(Order_Date)

	指定された日付式の年を返します。










変換関数

変換関数は、ある形式から別の形式に値を変換します。


	関数	例	説明
	Cast	

Cast(hiredate AS CHAR(40)) FROM employee

	式またはnullリテラルのデータ型を別のデータ型に変更します。たとえば、customer_name (CharまたはVarcharのデータ型)またはbirthdate(日時リテラル)をキャストできます。
日付データ型に変更する場合は、Castを使用します。ToDateは使用しないでください。


	IfNull	

IfNull(Sales, 0)

	ある式がnull値と評価されるかどうかをテストし、評価された場合は、指定された値をその式に割り当てます。
	IndexCol	

SELECT IndexCol(VALUEOF
(NQ_SESSION.GEOGRAPHY_LEVEL),
Country, State, City),
Revenue FROM Sales

	外部情報を使用して、サインイン・ユーザーが表示するのに適切な列を戻します。
	NullIf	

SELECT e.last_name,
NULLIF(e.job_id, j.job_id)
"Old Job ID"
 FROM employees e, 
job_history j
 WHERE e.employee_id =
j.employee_id
 ORDER BY last_name, "Old Job ID";

	2つの式を比較します。同じである場合は、NULLを戻します。それらが等しくない場合、最初の式が戻されます。最初の式には、リテラルのNULLを指定できません。
	To_DateTime	

SELECT To_DateTime
('2009-03-0301:01:00',
'yyyy-mm-dd hh:mi:ss') 
FROM sales

	日時書式の文字列リテラルを日時データ型に変換します。










表示関数

表示関数は、問合せの結果セットを操作します。


	関数	例	説明
	BottomN	

BottomN(Sales, 10)

	最低から最高にランク付けされた式のn番目に下位の値を返します。
	Filter	

Filter(Sales USING Product = 'widgit')

	特定の事前集計済フィルタを使用して式を計算します。
	Mavg	

Mavg(Sales, 10)

	現在の行を含めて、結果セットのデータの最後のn行の移動平均を計算します。
	Msum	

SELECT Month, Revenue,
Msum(Revenue, 3) as 3_MO_SUM
FROM Sales

	現在の行を含めて、データの最後のn行の移動合計を計算します。
最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。n番目の行に到達すると、合計は最後のn行のデータに基づいて計算されます。


	NTile	

Ntile(Sales, 100)

	ユーザー指定範囲内での値のランクを決定します。範囲内のランクを示す整数が返されます。この例では、1から100までの範囲(最低がsale = 1で最高がsale = 100)を示しています。
	Percentile	

Percentile(Sales)

	数値式引数に一致する各値のパーセント・ランクを計算します。パーセンタイル・ランクの範囲は、0(1番目のパーセンタイル)から1(100番目のパーセンタイル)です。
	Rank	

Rank(Sales)

	数値式引数に一致する各値のランクを計算します。最も高い数にはランク1が割り当てられ、次に続くランクには2、3、4などの連続した整数が割り当てられます。ある値が等しい場合、同じランクが割り当てられます(例: 1、1、1、4、5、5、7...)。
	Rcount	

SELECT month, profit, Rcount(profit) FROM sales 
WHERE profit > 200

	入力として一連のレコードを取得して、見つかったレコード数をカウントします。
	Rmax	

SELECT month, profit, 
Rmax(profit) FROM sales

	入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最大値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。
	Rmin	

SELECT month, profit, 
Rmin(profit) FROM sales

	入力として一連のレコードを取得して、そこまでに処理されたレコードに基づいて最小値を表示します。指定するデータ型はソートできるデータ型である必要があります。
	Rsum	

SELECT month, revenue,
Rsum(revenue) as RUNNING_SUM FROM sales

	そこまでに処理されたレコードに基づいて累計を計算します。
最初の行の合計は、最初の行の数値式と同じです。2番目の行の合計は、最初の2つの行のデータ合計を取得することで計算され、同様に続いて実行されます。


	TopN	

TopN(Sales, 10)

	最高から最低にランク付けされた式のn番目に上位の値を返します。










評価関数

評価関数は、式を渡して高度な計算を取得するために使用できるデータベース関数です。

埋込みデータベース関数には、1つ以上の列が必要になる場合があります。これらの列は、関数内で%1 ... %Nによって参照されます。実際の列は、関数の後にリストする必要があります。


	関数	例	説明
	Evaluate	

SELECT EVALUATE('instr(%1, %2)',
 address, 'Foster City') FROM employees

	パラメータとして(オプションで)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をデータベースに渡して評価します。
	Evaluate_Aggr	

EVALUATE_AGGR('REGR_SLOPE(%1, %2)',
 sales.quantity, market.marketkey)

	パラメータとして(オプションで)参照列を使用する、指定されたデータベース関数をデータベースに渡して評価します。この関数は、GROUP BY句を使用する集計関数を対象としています。










算術関数

ここで説明する算術関数では、数学的な操作を実行します。


	関数	例	説明
	Abs	

Abs(Profit)

	数値式の絶対値を計算します。
	Acos	

Acos(1)

	数値式のアークコサインを計算します。
	Asin	

Asin(1)

	数値式のアークサインを計算します。
	Atan	

Atan(1)

	数値式のアークタンジェントを計算します。
	Atan2	

Atan2(1, 2)

	y/xのアーク・タンジェントを計算します。ここでyは最初の数値式、xは2番目の数値式です。
	Ceiling	

Ceiling(Profit)

	整数以外の数値式を最も近い整数に切り上げます。数式が整数に評価される場合、CEILING関数はその整数を返します。
	Cos	

Cos(1)

	数値式のコサインを計算します。
	Cot	

Cot(1)

	数値式のコタンジェントを計算します。
	Degrees	

Degrees(1)

	式をラジアンから次数に変換します。
	Exp	

Exp(4)

	値を指定された値でべき乗します。
	ExtractBit	

Int ExtractBit(1, 5)

	整数内の特定の位置にあるビットを取得します。そのビットに対応する0か1の整数が返されます。
	Floor	

Floor(Profit)

	整数以外の数値式を最も近い整数に切り下げます。数式が整数に評価される場合、FLOOR関数はその整数を返します。
	Log	

Log(1)

	式の自然対数を計算します。
	Log10	

Log10(1)

	式の十進法の対数を計算します。
	Mod	

Mod(10, 3)

	最初の数値式を2番目の数値式で除算し、商の剰余を返します。
	Pi	

Pi()

	PIの定数値を戻します。
	Power	

Power(Profit, 2)

	最初の数値式を使用して、これを2番目の数値式で指定された累乗にします。
	Radians	

Radians(30)

	式を次数からラジアンに変換します。
	Rand	

Rand()

	0から1の擬似乱数を返します。
	RandFromSeed	

Rand(2)

	シード値に基づいた擬似乱数を返します。特定のシード値に対して、乱数の同一のセットが生成されます。
	Round	

Round(2.166000, 2)

	数値式をn桁の精度で丸めます。
	Sign	

Sign(Profit)

	この関数では、次のように値が返されます。
	
数値式が正数に評価される場合は、1


	
数値式が負数に評価される場合は、-1


	
数値式がゼロに評価される場合は、0





	Sin	

Sin(1)

	数値式のサインを計算します。
	Sqrt	

Sqrt(7)

	数値式引数の平方根を計算します。数式は、負数でない数値に評価される必要があります。
	Tan	

Tan(1)

	数値式のタンジェントを計算します。
	Truncate	

Truncate(45.12345, 2)

	小数部分を切り捨て、小数点から指定した数の桁数を返します。










文字列関数

文字列関数は様々な文字操作を実行します。これらは文字列に対して動作します。


	関数	例	説明
	Ascii	

Ascii('a')

	シングル・キャラクタ文字列を、0から255までの対応するASCIIコードに変換します。文字式が複数の文字に評価される場合は、式の最初の文字に対応するASCIIコードが返されます。
	Bit_Length	

Bit_Length('abcdef')

	指定した文字列の長さをビット単位で返します。各Unicode文字の長さは2バイトです(16ビットに相当)。
	Char	

Char(35)

	0から255の間の数値を対応するASCIIコードの文字値に変換します。
	Char_Length	

Char_Length(Customer_Name)

	指定した文字列の長さを文字数で返します。先頭と末尾の空白は、文字列の長さとして計算されません。
	Concat	

SELECT DISTINCT Concat
('abc', 'def') FROM employee

	2つの文字列を連結します。
	Insert	

SELECT Insert('123456', 2, 3,
 'abcd') FROM table

	指定した文字列を別の文字列の指定した場所に挿入します。
	Left	

SELECT Left('123456', 3)
 FROM table

	文字列の左側から、指定された文字数を返します。
	Length	

Length(Customer_Name)

	指定した文字列の長さを文字数で返します。末尾の空白文字を除いた長さが返されます。
	Locate	

Locate('d' 'abcdef')

	別の文字列での文字列の数値位置を返します。文字列が検索される文字列で見つからない場合、関数は値0を返します。
	LocateN	

Locate('d' 'abcdef', 3)

	Locateと同様に、別の文字列での文字列の数値位置を返します。LocateNには、検索の開始位置を指定できる整数の引数が含まれます。
	Lower	

Lower(Customer_Name)

	文字列を小文字に変換します。
	Octet_Length	

Octet_Length('abcdef')

	指定した文字列のバイト数を返します。
	位置	

Position('d', 'abcdef')

	文字式でのstrExpr1の数値位置を返します。strExpr1が見つからない場合、関数は0を返します。
	Repeat	

Repeat('abc', 4)

	指定した式をn回繰り返します。
	Replace	

Replace('abcd1234', '123',
 'zz')

	指定した文字式の1つ以上の文字を、別の1つ以上の文字で置換します。
	Right	

SELECT Right('123456', 3)
 FROM table

	文字列の右側から、指定した数の文字を返します。
	Space	

Space(2)

	空白を挿入します。
	Substring	

Substring('abcdef' FROM 2)

	固定文字数から元の文字列の新しい文字列を作成します。
	SubstringN	

Substring('abcdef' FROM 2 FOR 3)

	Substringと同様に、固定文字数から元の文字列の新しい文字列を作成します。
SubstringNには、新しい文字列の長さを文字数で指定できる整数の引数が含まれます。


	TrimBoth	

Trim(BOTH '_' FROM '_abcdef_')

	文字列から指定した先頭および末尾の文字列を削除します。
	TrimLeading	

Trim(LEADING '_' FROM '_abcdef')

	文字列から指定した先頭の文字列を削除します。
	TrimTrailing	

Trim(TRAILING '_' FROM 
'abcdef_')

	文字列から指定した末尾の文字列を削除します。
	Upper	

Upper(Customer_Name)

	文字列を大文字に変換します。










システム関数

USERシステム関数は、セッションに関連する値を返します。サインインしたユーザーのユーザー名を返します。






時系列関数

時系列関数は、時間ディメンションを操作する集計関数です。時間ディメンションのメンバーは、関数のレベル以下である必要があります。そのため、特定のレベル以下のメンバーを一意に識別する1つ以上の列を問合せに投影する必要があります。


	関数	例	説明
	Ago	

SELECT Year_ID, Ago(sales, year, 1)

	現在の時間から過去の指定された期間までメジャーの集計値を計算します。たとえば、AGOを使用すると、現四半期の各月の売上および対応する1つ前の四半期の売上を生成できます。
	Periodrolling	

SELECT Month_ID, Periodrolling
(monthly_sales, -1, 1)

	x単位の時間から始まり、現在の時刻からy単位の時間で終わる期間のメジャーの合計を計算します。たとえば、PERIODROLLINGを使用して、現在の四半期前の四半期で始まり、現在の四半期後の四半期で終わる期間の売上を計算できます。
	ToDate	

SELECT Year_ID, Month_ID, ToDate
(sales, year)

	指定された期間の最初から現在の表示時刻までのメジャーを集計します。たとえば、この関数を使用すると、過去1年間の売上を計算できます。
















定数

式で定数を使用できます。使用可能な定数は、Date、TimeおよびTimestampです。また、Current_Date、Current_TimeおよびCurrent_TimeStampも参照してください。


	定数	例	説明
	日付	DATE [2014-04-09]	特定の日付を挿入します。
	時間	TIME [12:00:00]	特定の時間を挿入します。
	TimeStamp	TIMESTAMP [2014-04-09 12:00:00]	特定のタイムスタンプを挿入します。














型

式では、CHAR、INT、NUMERICなどのデータ型を使用できます。たとえば、式またはnullリテラルのデータ型を別のデータ型に変更するCAST式を作成する場合は、型を使用します。










変数

式では変数を使用することができます。
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